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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章「夏の始まる日」







　夏の朝は短い。

　低い位置から差し込む太陽の光が、笠かさ松まつ通り商店街を歩く人々に長い影を引かせるのは、朝の一いつ瞬しゆんだけだ。

　駅へと動いているその影の波を追い抜くように、一つの影が走ってゆく。

　影の主の名前は朝あさ霧ぎり夏なつ実み。東ひがし飛白かすり高校の二年生だ。

　商店街を走り抜けながら、夏実は考えていた。

　最悪のことが最悪のタイミングで重なることを、「運が悪い」っていうんだな、きっと。

　たった一本の電池。

　どこにでもある、ごくありふれた品物。

　その、どこにでもある品物が、人間の運命を左右することだってある。

　そう、たとえば目覚し時計の、電池が切れていて、遅刻する。

　期末試験という、高校生にとって、一大イベントの日に、そういったことが重なる。

　まして、あせって乗り出した自転車がパンクしてて、バス停に走っていくと目の前でバスが発車して、タクシーに乗ろうかと思ったら家に財布忘れてるのに気がつく……ってことが全部『一本の電池切れ』から始まっているなんて信じられる？

　もし『運の悪さオリンピック』ってのが開かれたら、日本代表に選ばれるぞ、わたしは。

　夏なつ実みの目に、道端で泣いている三歳くらいの女の子の姿が飛び込んできたのはその時だった。

　なんで、こんなところで女の子が一人で泣いているんだろう？

　もしかして……迷子？

　だとしたら、知らん顔していくわけにもいかないわね……。

　夏実は、女の子の前で立ち止まると、声をかけた。

「どうしたの？　なんで泣いてるの？　お母さんは？」

　女の子は、夏実をちらりと見ると、少し泣き止んで、首を振った。

「わかんない……どこにいるのか……わかんない」

　あちゃー。間違いなく迷子ってヤツだな。

　夏実は、あたりを見回した。

　視界に入るのは、忙しそうに足早に通り過ぎる無関心な人々の姿だけで、親らしき人間の姿はどこにも見当たらない。

　時計を見る。

　……必死に走ればなんとかなるか。

　夏実は、あきらめたような軽いため息をついた後で、改めて気合を入れるように自分の顔の前で両手をぱん！　と叩たたいた。

「よし！　お姉さんが、あんたのお母さん捜してやる！　だから泣くのをやめな！」

　女の子は、驚おどろいたように泣き止んだ。

「まず教えて、あんたはどっちからきたの？」

「あっち……」

　なんでこういう時に、反対側を指差すのかな……。




　五分後、夏実は全力ダッシュで、走っていた。

　長い髪を後ろで一本にした三つ編みがゆれる。

　……おまけに迷子に出くわして、やっと母親を見つけて、学校に遅刻の理由を説明してもらおうとしたら、ケイタイの電池が切れていたなんて、これ以上『運が悪い』なんてことぜーったいにない！

　でも、わたしは思うんだ。

　人間の運命って、変えられないものなんかじゃないよね。

　神様がくれたのは運命なんかじゃなくて、可能性だよね。

　だから……わたしは走ってるんだもの！

　駅についた夏なつ実みは、階段を一気に駆け上がると、改札口を無視して、反対側の階段へと向かった。

　駅を通り抜ければ、踏切を使うより絶対に早いからだ。

　階段を二、三段降りた時、夏実の目の前に何かが転がった。

「あれ？」

　夏実は、思わずそれを拾い上げた。

　それは、茶色の定期入れだった。

　夏実が振り向くと、ビジネスマンがノートパソコンを入れて持ち運ぶ時に使うような、重そうなショルダーバッグを肩からさげた高校生風の男の子が、目の前の階段を昇っていくところだった。

「ちょっと！　キミ！　これ！」

　その男の子は振り向いた。

　夏実と同じくらいの年齢の、メガネをかけたひ弱そうな印象を受ける男の子だった。

　一いつ瞬しゆんいぶかしげな顔をした後で、男の子の目が丸くなった。

「あ！　朝あさ霧ぎりさん？」

　いきなり名前を呼ばれた夏実の目が戸惑う。

　……誰だれだっけ。

　まあいいや、とにかくこの定期入れを渡さなくちゃ。

　夏実は、さっき拾った定期入れを目の前に差し出した。

「これ、落とさなかった？」

　定期入れを見た男の子の目が、もっと丸くなる。

「あ！　それ……」

「やっぱりキミのだったんだ、はい！」

　夏実が差し出した定期入れに向かって、男の子が手を伸ばした。

　その男の子は、夏実のいる位置から四段ぐらい上にいた。

　階段の途中で呼び止められて振り返った不安定な格好のままで、定期入れを受け取るために上半身を屈かがめた時、背中に回していた重そうなショルダーバッグが、ぐるん、と回って男の子の前にぶら下がった。

　クソ重いパソコンバッグが、不安定な姿勢の上半身を下に引っ張ったその直後。

「どかばきごん！」

　としか表現のしようがない鈍い音が階段に響ひびきわたった。

「どか！」

　これは夏実の目の前で転倒した男の子の肩が階段に当たった時の音である。

「ばき！」

　これは夏なつ実みの目の前で転倒した男の子が、階段に手を突いた時に、手首の軟骨から生じた音である。

「ごん！」

　これは夏実の目の前で転倒した男の子が、自分の身体からだを犠ぎ牲せいにしてパソコンバッグを抱え込んだために、階段の段差に頭を強打した時の音である。

　男の子は、五段ほど下にある踊り場まで転がり落ちて止まった。

　夏実はあわてて駆け寄ると、男の子の横にしゃがみ込んだ。

「あんた……大丈夫？」

　男の子は低いうめき声をあげた。

「おい！　大丈夫かい？」

　周りにいたサラリーマン風の人が声をあげた。

「誰だれか！　駅員を呼んできて！」

　夏実は、男の子の手と足を触ってから、男の子の顔色を見た。

　ショックは起こしてないみたいね、大丈夫だわ、骨折はしてないみたい。

　夏実は、メガネがずり落ちた男の子の顔を見ながら考えていた。

　誰だっけこの人、見覚えはあるんだけど。

「どうしました？　大丈夫ですか！」

　その時、二人の駅員が階段を駆け下りてきた。

「この人のお名前をご存じですか」

　一人の駅員が、夏実に話しかけてきた。

「あ、いえ、知りません、この人が定期券を落としたんで、拾って渡そうとしたら、バランス崩して転倒しちゃったんですけど……」

　そこまで答えた時に夏実は気がついた。

「あ、そうか、定期券に名前が書いてありますよね」

　夏実は、定期券の名前を声に出して読んだ。

「えーと、結ゆう城き……立たつ也や……結城立也さんですね」

　その名前を聞いた時、夏実はすべてを思い出した。

「あ～っ！　泣き虫のたっちゃんじゃない！」

「知ってる人？」

　駅員がちょっと驚おどろいたような顔をした。

「確か、小学校の頃ころの同級生だったと思います。でも、ここ十年くらい会ったこともなかった人なんで……」




　十五分後。

　階段から転落した立たつ也やが救急車で病院に運ばれた後で、駅員の事情聴取から解放された夏なつ実みは、再び全力ダッシュで街の中を走っていた。

　くわ～完全にチコク！　追試決定だあ～。

　泣きたいような気持ちだった。

　それにしても、今日はやけに暑い。

　夏実は空を仰いだ。

　いつもの梅雨つゆ空じゃないな、この天気は。




　夏実は知らなかった。

　この日、例年より一週間早く関東地方が梅雨明けしたことを。

　東ひがし飛白かすり市立東飛白高校二年Ａ組、出席番号二番。

　朝あさ霧ぎり夏実の十七歳の夏はこうして始まった。













　第二章「マーフィの法則」







「ふーん、期末試験最終日の遅刻の原因は、それだったんだ。夏なつ実みにとってはよくあることじゃない」

　昼休みの教室で、鈴すず世よはケラケラと笑った。

　高価な日本人形のようなカタチのいい眉まゆと端正な顔。

　白い肌に黒いロングヘアが、スレンダーな外見と見事にマッチしている。

　風かざ間ま鈴世は、まさしく純日本風の美人だった。

「あなたって、ほんっとーに運が悪いよね、歩くマーフィの法則って感じ」

　鈴世は「本当に」という部分に思いっきり力を入れてそう言った。

「カサを忘れた時に限って雨が降るし、しっかり予習した時に限って自習になるし、予習してない時に限って授業で当てられるし、カップヤキソバのお湯を捨てる時は必ずフタが外れるし、トーストを床に落とせば必ずバターを塗った方が下になるんだから」

「いつもそうなるってわけじゃないよ！　今日も朝食のトースト落としたけど、バター塗った方が上になったもの！」

　鈴すず世よは、にっこり笑って答えた。

「それは、バターを塗る方を間違えただけだね、あんたの運の悪さは折り紙付きだもの」

　夏なつ実みは、渋々認めた。

「そりゃあ確かに『踏んだり蹴けったり』なことばっかりあるけどさ、世の中にはわたしなんかより運の悪い人がいっぱいいるじゃない」

「まあ、確かにあんたは『踏んだり蹴ったり』のレベルだよね、『絞めたり刺したり』ってレベルの致命傷的な運の悪さじゃないけど……そういう人生ってつらくない？」

「ちょっとつらいかも……」

　鈴世は、もう一度ケラケラと笑った後で、ちょっと真ま面じ目めな顔をして言った。

「あんたって、自分の運が悪いくせに、自分より不幸な人を見ると、一いつ生しよう懸けん命めいになっちゃうようなところがあるからねえ」

「だって、困ってる人を見るとほっとけないよ、『情けは人のためならず』って言うじゃない」

　鈴世は、ちょっと驚おどろいたような顔をした。

「へえ……あんた、そのコトワザの意味知ってるんだ」

「わたしね、小学生の頃ころ、道場で、そのコトワザの意味を教えてもらったことがあるんだ。『他人に情けをかければ、その情けは、回り回って自分に返ってくるから、他人に情けをかけるような人間になれ』って意味だって」

「そうだよ、逆の意味に誤解してる人が多いコトワザだよね」

「うん……だから、わたし、ずっとそう思ってきたんだけど、いまだかつて、誰だれかから何かしてもらった、って記き憶おくがないの。……いいなあ鈴世は、重いもの持ってたりすると、必ず誰かが助けてくれるんだもの」

「あんただって、考えようによっちゃあ美人だと思うよ、ほら、健康美ってやつ」

　夏実は思わず自分の二の腕を見下ろした。

　適度に筋肉質で日に焼けて……糸で巻いたら、まさに直火焼きチャーシューだな。

　自分で想像しておきながら、あまりにもツボにはまっているのが悲しかった。

「美容の評論家の人がテレビで言っていたんだけどさ、女の子は、努力次第で『かわいい子』になれるんだって、でも夏実は、その努力を最初から放棄しているものなあ……棒を振り回すのって、そんなに面白いの？」

「棒じゃない！　杖じよう！　わたしがやってるのは杖術なんだ」

「同じようなモノじゃない、何のへんてつもない、ただの木の棒なんだもの」

　夏実は、ため息をついた。

　幼稚園の頃ころから、かれこれ十年以上の付き合いである鈴世ですら「杖術」についてこの程度の認識しか持っていないのだ。

　ちなみに「じょうじゅつ」と読む。「つえじゅつ」ではない。

　読み方から説明しなければならないところからして、いかにマイナーな武術か、おわかりいただけるだろう。

　使うのは長さ四尺二寸一分（約百二十八センチ）、径八分（約二十四ミリ）の、一本の樫かしの棒である。

　剣などの刃物を戒律により持つことが許されない僧そう侶りよなどが護ご身しん用に会得する体術の一つで、この杖じよう一本で、攻撃を受け、払い、そしてその防御の挙動がそのまま突きなどの攻こう撃げきに転ずるという極めて合理的な武術である。

　仏教伝来とともに日本に入ってきたともいわれており、あの剣豪、宮みや本もと武蔵むさしが生涯において、ただ一度、勝つことができなかった相手が、この杖術の使い手であったという。

　剣道より強い！

　柔道よりスマートでかっこいい！

　空手より気品がある！

　だから、絶対メジャーになる！

　夏なつ実みは、幼い頃ころから父親に、そう吹き込まれてきた。

　もしかしたら、父親の言うことが間違っているのかもしれない……と思い始めたのが小学校の頃。

　中学生の頃は完全に間違っていることがわかっていた。

　それでも続けていた理由は『性に合ったから』としか言いようがない。

　鈴すず世よが笑いながら言った。

「でもさ、夏実が棒を振り回してる姿って格好いいよ、流れるような棒の動きを見てると、惚ほれ惚れしちゃうな」

「そう？」

　夏実は一いつ瞬しゆん微笑ほほえみそうになった。

　後に続く鈴世の言葉は、その微笑みを打ち砕いた。

「うん、孫そん悟ご空くうみたい」

「わたしはサルか～っ！」

　鈴世が飛んで逃げた。













　第三章「古武術同好会」







　第一校舎と第二校舎の間にある管理棟。

　外階段を昇ってその二階に上がった夏なつ実みは、部室のドアのカギを開けた。

　夏実の所属している「古武術同好会」は、部員数二十七名。

　れっきとした部活動として活動できるだけの人数は所属しているのだが、そのほとんどが、ダイエット効果があるという太たい極きよく拳けん目当ての女子生徒と、自称「マネジャー」ばかりで、実質的な部員は五名くらいしかいない。

　そして、この五名それぞれが得意とする武術がすべて違い、一人では、練習場の確保も、ままならない……となれば、これはもう寄り集まって同好会として活動するしかない。

　古武術同好会が生まれた理由はそんなところにあった。

　部室に入った夏実は、換気のために窓を開けようとした。

「あれ？」

　窓は二十センチほど開いたところで引っかかって止まってしまった。

　押しても引いてもびくとも動かない。

「まいったな……」

　前から立てつけが悪かった窓なんだけど、よりによってなんでわたしが開けようとした時に引っかかるのよ！

　夏実は、しばらく窓と格かく闘とうしていたが、やがてあきらめると、窓の隙すき間まから外を眺めた。

　室内の熱気が顔の両側を通って窓から出てゆくのがわかる。

　夏実はため息をついて、机の前に座った。

　さてと、さっさと合宿のしおりを作らなきゃ。

　西にし伊い豆ずまでの交通手段とか列車の時間とかを調べて、運賃調べて、あ～めんどくさい！　まずは、去年の「合宿のしおり」とか、収支関係の記き録ろくとかを見て、それをお手本にしようっと！

　夏実は、事務関係のいろいろなものが突っ込んであるロッカーを開いた。

　四段ロッカーの下の方には、木刀や、ウレタンでできたソフト小こ太刀だちなどが置かれ、真ん中より上の方に、いろいろな書類が置かれている。

　その上に置かれた応急手当用の救急箱や添え木が、古武術同好会ならではの備品だろう。

　夏実たちは、柔道整復師の国家資格を持っている顧こ問もんの講こう師したちから、ねんざや打だ撲ぼくなどの応急手当の講習もちゃんと受けているのだ。

「確か、いろんな武具の古いカタログなんかと一緒に箱に入ってたような気がするんだけど……」

　夏なつ実みがそうつぶやいた時、入り口の方で声がした。

「どうしたんすか？　朝あさ霧ぎり先せん輩ぱい、探し物っすか？」

　振り返ると、部室の入り口に、黒いランニングを着た筋肉男が立っていた。

「あ、由よし方かたくん」

　由方と呼ばれた筋肉男は、小こ脇わきに抱えていた金属製の棒をひょい、と振り上げた。

　そして、手首をくいっとひねると、一本の棒のように見えた金属の棒は、一いつ瞬しゆんにしてカタカタと折りたたまれ、ひと束にまとまって片手に収まってしまった。

「あいかわらず見事だね、由方くんの鋼こう六ろつ棍こんの扱いは」

「長じて杖じようとなし、両端振りて棍となす、五節六棍、これ自在に持ちて正道を歩まん……剛念流鋼六棍奥義ってヤツっす」

　夏実に声をかけられた筋肉男は、まんざらでもないような顔をして笑った。

　彼の名前は、由方内うち和かず。夏実の後輩の一年生である。

　短く刈った髪と日焼けした浅黒い顔に白い歯がまぶしいが、全体から受ける印象はスポーツマンというより悪ガキのリーダーに近い。

「ところで先輩、さっきの話に戻るっすけど、何を探していたんすか？」

「あ、そうだった、ここに入ってたダンボール箱知らない？　古いカタログとか、去年の合宿のしおりとかが入っていた箱なんだけど」

「あ、あれっすか、捨てました」

　由方は、あっさりと言った。

「おとといの夕方にゴミ集積所に持ってったっす。ああいった重いゴミは女子にはつらいっしょ？」

　由方は、にこにこと笑った。

　自分が行なったことが善行だということを心の底から信じている微笑ほほえみだった。

「捨てちゃったの？」

　夏実の口調から、自分がやったことが感かん謝しやされていないことに気がついた由方は、ちょっと戸惑ったように答えた。

「え、だって……使いもしない古い本なんかジャマなだけっすよ、いらないモノはどんどん捨てた方がいいって、この間テレビでも言ってたっすよ」

　確かに由方の言っていることに間違いではない。

　問題は『誰だれにとっていらないもの』なのか、ということにある。

「ゴミ集積所……まだそのままになってるかもしれないから、ちょっといってくる！」

「朝霧先輩！」

　由よし方かたの声を背中に聞きながら、夏なつ実みは、部室を飛び出した。

　部室の外階段を一気に飛び降りて、そのままゴミ集積所のある裏庭の方に向けてダッシュする。

　なんか、今日はやたらと走ってるような気がする。

　そう考えた時、夏実の脳裏にイヤな予感が走り抜けた。

　もしかしたら、このままずっと走るハメになるんじゃないかな。













　第四章「家路」







　部活が終わった後の帰り道で、夏なつ実みはぼんやりと今日の出来事を考えていた。

　今日は暑かったなあ……この暑い中、わたしは朝からどれだけ走ったのかしら。

　結局ゴミ収集車には追いつけなかった……わたしって、本当に運が悪いわよねえ。

　夏実は空を見上げた。

　頭上の夏空に、雲の姿はなかった。

　雲らしきものは、遠く、西の地平線近くの山沿いに湧わいた入道雲だけだった。

　その雲の縁ふちが夕日に照らされて黄色くなっているのが見える。

「明日も暑くなりそうだなあ……」

　思わずそうつぶやいて視線を戻した時、夏実は目の前に小柄な老人が立っているのに気がついた。

　エスニック調の少し変わった服を身につけたその老人は、夏実と視線を合わせると、にやっと笑って言った。

「お前さんは運が悪いな」

　夏なつ実みの息が止まった。

　誰だれ？　……このお爺じいさん。

　夏実は目の前の、老人の顔を記き憶おくの中から引っ張り出そうとした。

　老人は、顔の前で軽く手を左右に振って言った。

「いや、お前さんとは初対面じゃよ」

「あんた……何者なの？」

　やっと言葉が出た。

「わしか？　ただの通りすがりの爺じじいじゃ。だが、お前さんのその不運を幸運に変えることができる爺かもしれんな」

　夏実の頭の中では、警けい戒かい感と、不信感が、ごっちゃになった一種の恐怖感が渦巻いていた。

　老人は夏実の警戒感を和やわらげるように笑って言った

「まあまあ、そんなに怖がらなくてもいい、わしは別に幸運のお守りとやらを売りつけにきたわけではない、ちょっと挨あい拶さつしにきただけじゃ」

「挨拶って……？」

「幸運の女神に敬意をあらわすためじゃ、お前さんは知らんだろうが、お前さんは、本当は誰よりも運がいい女なんじゃ……まあ、このままではそうはいかんだろうがな」

　老人は、そう言い残すと、どうしていいのかわからずに立ちすくむ夏実の横を抜けて去っていった。

　夏実は呆ぼう然ぜんとその老人の後ろ姿を見送った。

　どれくらい過ぎたのだろう。

　夏実は突然我に返ると同時に、持っていた通学用デイバッグの中を探った。

　手て鏡かがみを取り出して覗のぞき込む。

　そこには、いつもの自分が映っているだけだった。

　夏実が安あん堵どのため息をついた時、後ろから聞き覚えのある声がした。

「よ！　何やってんのよ、こんな所で鏡なんか覗き込んで」

　振り向くと、そこに鈴すず世よが立っていた。

　夏実は、せき込むように鈴世に聞いた。

「ねえ！　わたしの顔に何かついてる？」

「え？　別に何も……いつものノーテンキな夏実の顔があるだけだよ、それがどうかしたの？」

「わたしって……幸運の女神だと思う？」

　鈴世は、一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた後、小さくうなずいて、つぶやいた。

「今日は……暑かったしね」

「ちがーう！　暑さで変になったんじゃない！」

　夏なつ実みは、さっき出会った奇妙な老人とのやりとりについて鈴すず世よに説明した。

「へえ……変な爺じいさんだなあ……あ、それで鏡かがみなんか覗のぞいていたんだ。気にすることないよ、きっとその爺さんは人相やら手相なんかを見る占い師か何かだったんだよ、だってあんたがどーしよーもなく運が悪いってことは動かしようがない事実なんだもの」

　夏実は半眼で鈴世をにらんだ。

　鈴世は、あわてて弁解するように顔の前で手を振った。

「あ、いや、ほら、でも、あんたってさ、いつも一いつ生しよう懸けん命めいじゃない。大丈夫だって、その爺さんもいったんでしょ、あんたは、本当は幸運の女神だって、いつかきっといいことがあるって！　世の中そんなに悪いことばっかりつづきゃしないんだから」

「そう思ってる……そう思わなきゃ、やってられないもん」

　夏実は、そう答えた後で小さい声で付け足した。

「でも、それっていつのことなんだろうなあ」

　鈴世は、夏実の前に出てくるりと振り返り、夏実の顔を覗き込んだ。

「ねえ夏実、あんた自分がいくつまで生きると思う？」

「え？」

　夏実はめんくらった。

「そんなこと考えたこともないよ、長生きできるのかどうかもわかんないし、もしかしたら明日にでも交通事故で死んじゃうかもしれないし……」

「そうだよね、でもさ、少なくとも人並みには生きるつもりでしょ、だったらさ、先は長いじゃん、今日や明日運が悪くたってさ、その先ずっといいことがつづくかもしれないよ」

　鈴世は笑って付け足した。

「なんとなく……そう、なんとなくなんだけど、ある日を境に、あんたの周りにいいことがつづくような気がしてならないんだよね」

「そうなったらいいね……」

「そうなるよ、保証はできないけどさ、私のカンは当たるんだ」

　夏実は、鈴世の心遣いがうれしかった。

　二人が歩いているすずかけ通りの向こうに見える、中央公民館の黒いソーラーパネルの屋根が、夕日でオレンジ色に輝かがやいている。

　その照り返しが夏実の頰ほおを照らしていた。

　いつもより赤く見えたのは夕日のせいだけではなかった。

　突然立ち止まって、顔を両手でおおった夏実を、鈴世が怪け訝げんそうに覗き込んで聞いた。

「どうしたの？　何よ、あんた……泣いてるの？」

　夏実は顔をごしごしこすってから上げた。
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「ううん、泣いてなんかいないよ、公民館の屋根がまぶしかっただけだよ……それにしても、あんたが友達で良かったな」

「そうだよ、感かん謝しやしな、運のいい私がいるからこの程度で済んでるんだよ、私がいなかったら、あんたは、もっともっと不幸だったかもしれないんだからね」

「うん」

「わかった？　じゃあ、そこの自販機で缶かんコーラ一本でいいや」

　鈴すず世よは、当然、という顔で片手を出した。

「へ？」

　夏なつ実みはにじんだ涙をぬぐうと、きょとんとした顔で鈴世を見た。

「何？　なんのこと？」

「お布ふ施せよ、私のご利り益やくに対する日ごろの感謝の念をあらわす品物、ちょうどノドがかわいていたんだ、缶コーラ一本で手を打ってあげる」

「あんたはインチキ宗教の教祖か！」

「そうそう、その調子、いつも自分が不幸だと思ってると、こうやって弱みにつけこんでくるヤツがいるから気をつけなきゃダメだよ。あ、信号が変わっちゃう、じゃあね、また明日ね！」

　鈴世は、手を振ってそう言い残すと、点滅を始めた歩行者信号機の下の横断歩道に向かって走り出した。

「うん、また明日ね！」

　夏なつ実みが声をかけると、鈴すず世よは横断歩道の上で、もう一度手を上げた。




　鈴世と別れた後、夏実は、自分の家がある住宅街に向けて坂道を登った。

　夏実たち一家が、東ひがし飛白かすり団地から、この住宅街に引っ越してきたのは小学校三年の時だった。

　それまで住んでいた団地と通学区が同じだったので、夏実は転校しなかった。

　幼稚園の頃ころから仲が良かった鈴世とも別れずに済んだ。

　……それだけは運が良かったのかもしれないな。

「ただいまー」

　家には誰だれもいないことを知りつつも、いつものようにそう言った後、夏実は階段を駆け上がった。

　階段を昇るにつれて、空気の温度が上がっていくのがわかる。

「うぎゃー！　あちい！」

　夏実は一声悲鳴をあげると、自分の部屋の窓を網戸にして、壁かべにかかっているエアコンのスイッチを最強に入れた。

　エアコンのぶんぶんという、うなり声とともに、部屋にこもっていた熱気が、冷やされるのがわかる。

「ふう……やっと人間の生きていける温度になったわね……」

　夏実は、ため息をついて、そう独り言をつぶやくと、通学用のデイバッグを机の上に置いて、民宿のパンフレットを取り出した。

　さて、合宿の案内を作んなきゃならないんだけど……。

　わたしが去年もらった合宿のしおり、なんて、とっくに捨てちゃったわよねえ。

　なんでも思い切りよく捨てちゃうクセを、なんとかしないとなあ。

　先せん輩ぱいの誰かに聞いてみれば、物持ちのいい人なら持ってるかもしれない。

　夏実の脳裏に、部長の園その田だの顔が浮かんだ。

　そうだ！　部長を忘れてた。

　部長さんなら、去年のしおりとか、ちゃんと取っていそうだもん。

　それに、今年の合宿場所は、部長さんの親しん戚せきだって言ってたよね。

　後で電話しよっと。

　安心したら……なんかお腹なかがすいてきちゃったな。

　今日はお母さんが遅い日だっけ。

　もうじき弟も帰ってくるだろうし、そろそろ晩ご飯の用意しなくっちゃ。




「ただいま～」

　ドアをあけて、中学から弟の仁ひと志しが帰ってきた。

「あ、ひとし、お帰り、すぐに晩ご飯できるからね」

　台所に顔を出した仁志は、ダイニングテーブルに散乱するさまざまなスパイスのビンを見回すと、ぽつりと言った。

「おねーちゃん、また学校でイヤなことがあったんでしょ」

「どーゆー意味よ！」

「だって、ストレスが溜たまると必ずカレー作るんだもん」

「うるさいわね！　それよりさあ、ちょっと味見してくれない？　特製カレーの味」

　仁志は肩をすくめた。

「またあ？　おねーちゃんの言うところの「特製」ってのは当たり外れが大きいんだよね」

「今回は当たりだって！　間違いないよ、大当たり間違いなし！」

「聞きようによっちゃあ『食あたり間違いなし』って聞こえるけど？」

　夏なつ実みはむくれた。

「人聞きの悪いこと言うんじゃない！　カレーで食あたりなんかしないって」

　仁志は、手近にあったビンを一つ取り上げて中身を見た。

　ラベルには『レモングラス　乾かん燥そう』と書かれていた。

「レモングラス？　そのへんの河原に生えてるススキじゃないの？」

「カレーにススキ入れてどーする！　それはねえ、レモンのような匂においのするスパイスなんだ、普通のカレールウに、こういったスパイスを後から足すと、香りが鮮せん烈れつになるんだよ」

「ほんとに、おねーちゃんはカレー作るの好きだよねえ……ってゆーか、それしか作れないけど」

「ごちゃごちゃ言ってないで食べてみろ」

　夏実は、そう言いながら、ガスレンジの上で湯気を立てているズンドウ鍋なべから、カレーをひとすくい、おたまですくって、手に持った小皿に盛ってテーブルの上にあったティースプーンを載せて仁志に差し出した。

　仁志は小皿を受け取って、ひと口食べた。

　口に入れると同時に市販のカレールウの数倍の鮮烈な香気が仁志の喉のどから鼻に向けて走り抜けた。そして、それと同時に舌の上には、炒いためたタマネギの甘みと、トマトピューレの酸味と、肉の脂肪のコクとうまみをひとつにまとめ上げたとろみが渾然一体となって広がってゆく……その味が少しもしつこく感じないのは、ほどよい辛さによるものに違いない。

　それはもう、家で作るカレーの領域を超えていた。

「すげえ！　カレー屋のカレーみたい！　お姉ちゃん、また腕を上げたね！」

「へへへ、すごいでしょ、タマネギ炒いために十五分以上かけた甲か斐いがあったね」

「うんうん、すごいすごい、だからもう一杯ちょうだい」

　仁ひと志しはそう言うと夏なつ実みの手からおたまをひったくった。

「あ、こら、もうすぐサフランライスが炊たけるから、我慢しなさいよ！」

「いいじゃん、こんなに作ったんだからあと一杯ぐらい食ったってなくなりゃしないよ」

　そう言うが早いか仁志は、さっきの小皿ではなく小こ鉢ばちに、どばどばとカレーを注いだ。

「あんたねえ、そんなに食ったら味見の意味がないでしょうが！」

「いいじゃないか、ケチ！」

　おたまを奪い合った時、おたまに付着したカレーがはねた。

「うひゃ！」

　よけようとした夏実がテーブルに手を突いた時、そこにあった小鉢がひっくりかえった。

　台所にぱっと黄色い煙のようなものが立ち上がる。

　小鉢に入っていたのは、夏実特製のカレー粉の残りだった。

「ハークッション！」

　仁志のくしゃみが台所に響ひびき渡った。

「うげ……なんだよこれ！　ひでえなあ」

「ひどい目にあったのはこっちよ！　見て！　制服のスカートが、まっ黄色じゃない！」

「それは、着替えてなかったお姉ちゃんが悪いんじゃないか！」

「そもそもあんたが意地汚いからでしょうが！」

　わたしって……なんでこんなに運が悪いんだろう。

　夏実が、濡ぬれたふきんでスカートについたカレー粉を拭ふき取りながらため息をついたその時、玄関の方から母の声がした。

「ただいま～」

　台所に入ってきた母は、顔をしかめた。

「うわ、すごいカレーの匂におい！　こりゃあ三日は抜けないわよ」













　第五章「アクシデント」







　次の日が、一学期最後の授業の日だった。

　いつものように家を出た夏なつ実みが駅の前にさしかかった時、目の前を頭に包帯を巻いた立たつ也やが歩いているのに気がついた。

　……へえ、ケガは、たいしたことなかったんだ。

「結ゆう城きくん！」

　夏実が声をかけると、立也は振り向いた。

　そして、そのまま目の前にある街路灯の柱に激突した。

『ごっ！』

　鈍い音とともに、立也はそこにうずくまった。

「大丈夫？」

「大丈夫……」

　うずくまったまま、立也は答えた。

「大丈夫じゃないみたいだよ……ほら、包帯に血がにじんできたじゃない！」

　立也は頭を押さえていた手を見た。

　その手に血がついているのを見たとたん、立也はその場にへたり込んでしまった。

「動かないで！　今、駅員さん呼んでくるから！」

　夏実は走り出した。

　そして五分後。

　立也を乗せて走り去ってゆく救急車を見送った夏実は、思わず口に出してつぶやいていた。

「あいつ……バカじゃないの？」




　学校の手前で、一緒になったとたん、いきなり鈴すず世よが聞いてきた。

「あんたの家、昨日の夜カレーだったでしょ」

「え？　わ、やだ！　匂におう？」

　夏実はあわてて制服の袖そでを鼻にあてて、くんくんと匂いを嗅かいだが、昨日からずっとカレーの匂いの中にいた夏実には、その匂いは判別できなかった。

「あんまり気にすることないよ、なんと言うか、あんたにお似合の匂いって感じだから違和感ないもん」

「カレーの匂いが似合う女って……なんかやだ」

「いいじゃん、なんかこう、エスニックな南国少女って感じでさ……問題はリゾート気分というには少し所帯じみてるってことかな」

「う～」

　むくれる夏なつ実みをよそに、鈴すず世よは、いつものようにケラケラと笑った後で聞いてきた。

「でさ、どうするの？　合宿のしおり……なんなら私が手伝ってあげようか？」

「あ、あれね、大丈夫、部長さんに電話で聞いたの、そしたらすっごく詳しく書いてある下書きをファックスで送ってくれたんだ。んでもって、それを弟に見せて、ワープロで作ってもらっちゃった。あとは印刷するだけってわけ」

「良かったじゃない、とりあえずは、これでひと安心ってとこ？」

「うん、なんてったって夏の合宿ってのは、高校生活最大のイベントだものね」

　夏実は空を見上げた。

　今日も暑くなりそう……。

「心ここにあらず、って感じね。どうせ頭の中は『伊い豆ずの海』でいっぱいなんでしょ」

「わかる？」

「あんたが遠い目をして地平線を見てる時、ってのは、たいてい現実から逃とう避ひしてる時だものね、ま、そうやって逃避したくなる気持ちわからんでもないけど」

「わたしは別に、現実から逃避したくなんかないけど？」

　鈴世は、王手、とでも言うように言った。

「あんた、追試でしょ、今日は」




　この日は短たん縮しゆく授業で、午前中で授業は終わった。

　遅刻した期末試験の科目の追試を別室で受けていた夏実は、追試が終わった後、印刷室に向かって合宿のしおりを印刷していた。

　普通ならものの十分もあれば終わるはずだが、夏実がスイッチを入れたとたん印刷機は原紙を嚙かみ込んで止まってしまった。

　……やっぱり。

　夏実は、がっくりと肩を落としてため息をついた。

　印刷機と三十分以上格かく闘とうして、手をインキで真っ黒にしながら、やっとのことで印刷した合宿のしおりの束を抱えた夏実が、部室のドアを開けようとした時、いきなり目の前でドアが開いた。

「うひゃ！」

　夏実は　両手で、しおりの束を抱えたまま上半身をひねって、部室から飛び出してきた人間を避よけた。

　部室を飛び出してきた人間は、夏実を見て声をあげた。

「あ、探してたんすよ朝あさ霧ぎり先せん輩ぱい！」

「なんだ、由よし方かたくんか、なにをそんなにあわててるのよ」

「ええ、なんかよくわかんないっすけど、同好会の部員は全員視聴覚教室に集まるように、って指示があったんすよ……」

　由方は、そこまで言った後で、妙な顔をして、鼻をひくひくさせた。

「あれ……？　カレーの匂においしないっすか？　調理室で作ってるんすかねえ」

　夏なつ実みは知らないふりをした。

「そう？　わたしには匂わないけど」

「いやあ、間違いありません、こりゃあカレーっすよ、それも辛口のカレーっすよ」

「あんた……やけにカレーに詳しいね」

　由方は笑った。

「オレ、カレー大好き人間っすから……もっとも食うばっかりで、料理の方はからっきしダメなんすけど」

「カレーなんて、料理の中じゃ一番簡単なものの一つでしょ、男の料理の代表選手なんだから、作ってみれば？」

「そうっすよね……って、こんなところでカレー談義してる場合じゃないっすよ、先輩、早くいかないと！」

「あ、そうか、じゃあ、この合宿のしおりを置いたらすぐにいくから、先にいってて」

「わかりましたっす、他ほかの部員連中は、もうほとんど集まってますから！」

　階段を走り降りてゆく由方を見送った後で、夏実は、自分の制服のスカートの裾すそを持ち上げて、自分の顔に向かってぱたぱたと、風を送ってみた。

　……うわ、染みついてる！




　開け放たれた視聴覚教室の窓からセミの声が聞こえてくる。

　古武術同好会の部員全員が、この教室に集まっていた。

「火事ィ！　民宿がですかァ？」

　夏実が声をあげた。

　同好会の顧こ問もんである榎えのき先生が、沈痛な顔つきでうなずいた。

「ああ、夕べのことらしい、今朝けさがた、部長の園その田だの家に電話があったそうだ。明日から予定されていた夏合宿は、とりあえず中止する。払い込んであった費用については、現在のところどうなるかわからん。なるべく払い戻ししてもらえるように交渉してみるつもりだ」

　ミーティングが終わった後、視聴覚教室から出ていく女子部員たちは顔に『落胆』の二文字を浮かべながら口々に文句を並べ立てていた。

「ひっどーい、何よ！　せっかく新しい水着やリゾートウェア買ったのに！」

「なんで私たちだけがこんなひどい目にあわなきゃいけないわけ？」

「仕方ないわよ、世の中には、自分の運の悪さに他人を巻き込むような人もいるし」

　目一杯トゲのある視線が飛んできた。

　夏なつ実みは、胸を張って言い返した。

「ちょっと訂正させて！　わたしは確かに運が悪いよね、それは認めるけど、わたしは今まで自分の運の悪さに他人を巻き込んだことはないわよ！」

　女子部員たちは、ばつが悪そうな顔をして顔を見合わせた。




　学校帰りに、夏実はいつものように鈴すず世よと話をしながら中央公民館の前の笠かさ松まつ通りを歩いていた。

「合宿が中止？」

「うん、火事になっちゃったんだって」

「火事？　そんなことって、めったにないよね、やっぱりあんたは運が悪いねえ」

「運が悪いことはわかってるけどさ、他ほかの部員の子たちがね、わたしのことを疫病神みたいに言うんだよ。わたしが他人に迷惑かけたことなんて、今まで一度も……」

　夏実の言葉が途中で止まった。

　昨日の朝と今日の朝、駅であった出来事を思い出したのだ。

「どうしたの？」

　鈴世が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「あ、いや、その……ちょっとわたしのせいかな……って事件があったんだ、昨日と今日の朝、駅でね」

　夏実から駅での事件の一部始終を聞いた鈴世は笑った。

「その話聞いてると、カッコイイ男の子にぶつかったドジな女の子が、その相手と恋に落ちるという少女ラブコメの王道パターンになるとはとうてい思えないね」

「やめてよ！　あんな根の暗そうなパソコンオタクみたいな人なんかと、恋に落ちたくなんかないわよ。だいたい信じられる？　階段落ちる時にノートパソコン守るために抱え込んで受け身も取らないなんて、普通じゃないわよ！」

「そういうあんたもあんまり普通じゃないけどね」

「なんだと！」

「ひゃははは、怒った怒った！」

　鈴世は笑いながら逃げ出した。

　夏実は、稽けい古こ用の杖じようを小こ脇わきに抱え込んで鈴世の後を追いかけた。

　とっつかまえて、缶コーラでもおごらせるつもりだった。

　鈴世は、ひらひらと、その長い黒髪をなびかせて、歩道を逃げた。

　夏なつ美みはすばやく自分の位置関係と鈴すず世よの動きを計算した。

　この位置で思いっきりダッシュすれば、横断歩道の手前で追いつくはず……。

　えい！

　両足に力を入れると、バネがはじけるように夏実の身体からだが一気に加速する。

　振り向いた鈴世は、夏実がすぐ後ろに迫っているのにちょっと驚おどろいたようだった。

　その、一いつ瞬しゆんの驚きが、鈴世が止まるタイミングを遅くした。

　鈴世は横断歩道の手前で止まるつもりだったが、止まりきれずに思わず車道上に一歩踏み出してしまった。

　歩行者用の信号機は、赤になったばかりだった。

　信号待ちしていた自動車は、まだ発進していない。

　普通なら、絶対に事故になるような状況ではないはずだった。

　しかし、ちょうどその瞬間。信号待ちしている車の列と歩道の間をピザの宅配用のバイクが走っていた。

　バイクを運転していた宅配係は、信号の手前で横断歩道の歩行者信号が点滅を始めたのに気がついていた。

　原付バイクが自動車を追い抜くには、交差点の信号を利用するしかない。

　宅配係は、バイクのアクセルを調節して、交差点の信号が青に変わる瞬間に、加速したまま交差点を走り抜けることにした。

　鈴世が、思わず一歩踏み出したその時、バイクと鈴世の身体が交差した。

　バイクのブレーキ音とともに、鈴世の身体が宙を飛ぶ。

　夏実の目の前で、鈴世は路上に叩たたきつけられた。

　信号待ちしていた車の運転手が飛び出してくる。

　歩道に立っていた女の人が、倒れている鈴世に駆け寄る。

　その光景を、夏実はスローモーションで見ていた。

　どうしていいかわからなかった。

　本当に驚いた時、人間は、一歩も動けないということを夏実は初めて知った。













　第六章「夏実の能力」







　白い病室には、消毒薬の臭においとエアコンの低い音が充満していた。

　鈴すず世よの両親は、今、外科医に呼ばれて、別室で説明を受けている。

　ベッドの上には、肩と頭に包帯を巻いた。鈴世が寝ていた。

　夏なつ実みは救急車に同乗してこの病院にやってきた。

　病院から鈴世の家族を呼ぶために電話した時以外、夏実は鈴世の横を離れなかった。

　夏実は、がくがく震ふるえる足を押さえつけるようにして、ベッドの脇わきのパイプ椅い子すに座り込んでいた。

　……わたしのせいだ。

　わたしが、あんな所でふざけなければ、こんなことにならなかったんだ。

　全部……わたしのせいなんだ。

「……夏実」

　その時、小さな声がした。

　鈴世だった。

　鈴世は、ベッドの上で小さく微笑ほほえんでいた。

「鈴世！」

「バカ、なんて顔してるのよ」

「だって……」

「あんたのことだから、また考え込んじゃうと思うから言っとくけど……いい、これはあんたのせいじゃないんだよ」

　夏実は自分の両手を握りしめた。

「考えてみなさいよ、他人を自分の不運に巻き込むなんて超能力だよ、そんな能力が、あんたにあると思う？　これはぜーんぶ偶然なんだからね」

「鈴世……」

「安心しなって、ケガだってたいしたことないんだよ、どこも骨折してないし、一週間もすれば元気になるって、先生も言ってたんだから」

　鈴世はやさしい顔で微笑んだ。

　夏実は何も言えなかった。




　中央病院からの帰り道を歩きながら、夏実は何度も涙をぬぐった。

　自分の不運に、鈴すず世よを巻き込んでしまった悔しさと、みじめさと……それが全部ごっちゃになった悲しみのかたまりが胸の中に詰まって、息苦しくて仕方がなかった。

　家に帰りたくなかった。

　どこでもいい、誰だれもいないところで、一人になりたかった。

　一人で思いっきり泣けば、立ち直れそうな気がした。




　夏なつ実みは、東ひがし飛白かすり高校から南に約一キロほど離れたところにある中央運動公園の前まできて、目の前にある階段を見上げた。そして、その階段を一気に駆け上がった。

　真夏の昼下がり、太陽に照らされた公園は白かった。

　広場にあるゲートボール場からは、陽かげ炎ろうのようなものが立ち上っているのが見える。

　さすがに真夏のこの時間帯にゲートボールをやるような命知らずの老人はいないらしい。

　セミの声以外に聞こえるものもなかった。

　公園の周辺に植えられた常じよう緑りよく樹じゆの木陰には休きゆう憩けい用のベンチがいくつか並べられている。

　夏実はその中の一つに座り込んだ。

　座ってから手に杖じようを持ったままだったことに気がついた。

　わたしは孫そん悟ご空くうなんかじゃない！　本当に孫悟空だったら鈴世があんな目にあうわけない！

　なんでわたしはこんなに運が悪いんだろう……。

　自分ではどうにもならない、その無力さに、吐き気さえ覚えた。

　幸運が欲しい！

　幸運の女神って……呼ばれてみたい！

　夏実は、生まれて初めて心の底からそう願った。

　その時、老人の声がした。

「そうかね、幸運の女神と呼ばれてみたいかね……」

　顔を上げるとそこに、この間、学校帰りの道で、夏実の運の悪さを言い当てた、あの爺じいさんが立っていた。

　あの日と同じエスニック調の奇妙なデザインの服を着た爺さんは、静かに笑って言った。

「すべての事象には関連がある、その複雑な関連をつかさどるものを因果律と呼ぶ。その因果律こそが運命というヤツなのじゃよ」

　夏実は、驚おどろくのと同時に、この爺さんの言うことに興きよう味みを持った。

「お爺さんは……占い師なの？」

　爺さんの右の眉まゆが上がった。

「そうかもしれん、これから先の出来事を予測し、それを変えようとする行為は、占いのようなものかもしれん……」

　爺さんはそこで一旦言葉を切ると、真剣な目をして夏実を見み据すえた。

「わしが占えば、お前さんの不運を幸運に変える道を示すことができるかもしれん……どうするね？　やってみるかね？」

　……ちょっと興きよう味みがあるけど……占いって確か結構お金取られるんだよね。

　爺じいさんは笑った。

「見けん料りようのことを心配しとるのかね？　安心せい、学生さんから金は取らん。これはわしの趣しゆ味み、いわばボランティアじゃよ。わしは困っている若者を見るとほうってはおけないたちでな、こうしておせっかいをやっておるのじゃ」

　夏なつ実みは顔を上げた。

　その、夏実の顔を見た爺さんは薄うすい笑みを浮かべると、懐ふところから、薄緑色の半透明のモバイルギアを取り出した。

「では、こいつにちょいと触ってもらおうか」

　タロットカードや、竹の棒のような占いの道具を予想していた夏実は戸惑った。

「これが占いの道具なの？」

「新世紀ともなれば、道具も変わるのが当然じゃろう」

　爺さんは、モバイルギアを開いた。

　内側にはキーボードのようなものがなく、鈍い銀色の液晶画面のような板が上下に分かれているだけだった。
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「これはタッチパネルと音声入力なのじゃ、画面を触ってみるがいい」

　どうしよう……。

　夏なつ実みは一いつ瞬しゆん迷った。

「どうしたね、幸運の女神になりたいのではなかったのかね？」

　爺じいさんの、その言葉が夏実の背中を押した。

　右手を上げると、人差し指を伸ばし、鈍い銀色の画面に触れた……その瞬間。

　身体からだを電流のようなものが走り抜け、身体中のすべての感覚が消えた。

　音も、温度も、上下左右の感覚すら失ってしまった。

　悲鳴をあげようとしたが、身体が動かなかった。

　やがて恐怖心を抑えるように視力だけが戻ってきた。

　視界に入ってきたのは、強い真夏の日差しに白く輝かがやく運動公園だった。

　日差しの暑さも感じないし、セミの声も聞こえなかった。

　身体の感覚がないまま見る公園の光景には、現実感というものがなかった。

　気がつくと、横に爺さんが立っていた。

『ここが、お前さんが幸運に恵まれる世界じゃ』

　いろんな疑問が、押し寄せてきて、夏実の頭は混乱していた。

『わしの後をついてくるがよい、百聞は一見にしかずじゃ、その目で確かめるがいい』

　そう言うと爺さんが歩き出した。

　夏実は、わけがわからないまま、爺さんの後をついていった。

　爺さんは、運動公園の真ん中を斜めに横断し、公園の入り口までやってきた。

　そして、そこで立ち止まって振り返ると、目の前に広がる光景に向けて右手を差し出した。

『これが……この世界の光景じゃよ』

　夏実の息が止まった。

　そこに広がっているのは……。

　一面の焼け野原と、その中に並ぶ廃はい墟きよの群れだった。

　ここは、わたしの街じゃない！

　だって……この運動公園の階段の下に見えるのは、南みなみ沢さわの住宅街と……ひばりが丘おかの団地のはずだもの！　ここにあるのは、焼け野原と、焦げたビルだけじゃない！

　夏実には、その光景がＳＦ映画の一シーンのようにしか見えなかった。

　身体の感覚のなさ。

　地上から十五センチくらいのところを漂っているような妙な浮遊感。

　それが、その光景の非現実感を倍増させていた。

　その時、夏実は、はるか遠くに建つ、高層ビルらしいものに気がついた。

　あれは……池いけ袋ぶくろのサンシャインビル……その横に見えるのは都庁と新しん宿じゆくの高層ビル？

　じゃあ、やっぱりここは東京なんだ。

『そうじゃよ、ここは東京じゃ。お前さんがさっきまでいた世界とほとんど変わってはおらん。……違っている部分は、たった一つ。この世界は一年半ほど前に、致死率八十パーセント以上という未知のウイルスに襲おそわれたということじゃな。そのウイルスは、この世界の大人たちのほとんどを殺した。今、二十歳はたち以上の人間で、この世界に生き残っておるのは数えるほどじゃ』

『ウイルスって……病気のこと？』

『そう、この世界では三日熱と呼ばれておった……だが安心せい、お前さんは抗体を持っておる』

『病気が流行はやっただけで……どうして街が火事になるのよ』

　爺じいさんは、眉まゆをひそめた。

『この世界では、短い間に、ものすごい量の死者が出た。生き残った人間の数は、あまりにも少なかった、放置された死体が腐敗して虫が湧わき、伝染病が広がり始めた時、生き残った人々が、その伝染病から身を守るには、死体を家ごと焼き払うしか方法がなかったのじゃよ』

『ふーん、そうなんだ……』

　夏なつ実みは、夢の中で聞く言葉のようにその言葉を受け取った。

　事実、夏実はこの光景も、爺さんとの会話もすべて夢だと思っていた。

『生き残ったのは、お前さんと同い年くらいの若者、そして子供たちだけじゃ。人々は寄り添って、必死に生きようとしておる。しかし、このまま放置すれば、この世界に生きる人々は、ゆっくりと滅亡に向かってゆくだろう……だが、お前さんならこの世界を救えるのじゃ』

『わたしが？　ただの女子高校生にいったい何ができるって言うの？』

　爺さんは、真ま面じ目めな顔をしていった。

『お前さんは知らんだろうが、お前さんは因果律を歪ゆがませる能力を持っておるのじゃ。その能力によってお前さんの上には常に因果律の歪みが生じてきた。その歪みの能力があれば、この世界の人々を救うことができる。お前さんだけじゃ、この世界を救えるのは』

　夢うつつの中で、爺さんの言葉を真面目に受け取ることなんかできなかった。

『すくう、すくうって言われたって、わたしはそんな大きなスプーンなんか持ってないって！』

　爺さんは、一いつ瞬しゆんぽかんとした顔をした後で、腹を抱えて笑い出した。

『そうじゃ！　その心こそがお前さんを救っておったのじゃ。どんな不運も笑い飛ばしてきた、その、お前さんのバイタリティこそが、この世界を救うのじゃ。この世界の人間たちの中で、お前さんの能力は幸運を呼ぶに違いない……では、後でまた会おう』




　ゆっくりと。

　身体からだの感覚が戻ってきた。

　それは、長い夢からさめていくような感覚だった。

　気がつくと夏なつ実みは、運動公園のベンチに座っていた。

　自分の手や足を見る。

　何も変わってないよね……。

　でも……なんか変だ。

　夏実は、その違和感を確かめるようにあたりを見回した。

　最初に目に飛び込んできたのは、膝ひざ下したまで伸びた夏草の群れだった。

　きれいに手入れされていたはずの運動公園に、ぼうぼうと雑草が生えている。

　それは、もう、何ヶ月も手入れをされずに放置されたような生え方だった。

　夏実は、あらためて公園の中を見回した。

　公園全体は荒れ果てていたが、よく見ると木々の位置や、フィールドアスレチックの遊具の位置などに見覚えがあった。

　運動公園に間違いないわ。

　でも……なんでこんなになってるの？

　わたしはどこにいるの？

　まさか……。

　夏実は飛び跳ねるようにベンチから立ち上がると、運動公園の入り口に向かって走り出した。

　前を見て……息が止まった。

　夏実の目の前にあったのは、さっき夢の中で爺じいさんが見せてくれたのと寸分違たがわぬ光景だった。

　夏の照りつける日差しの中に広がる一面の焼け野原と廃はい墟きよの立ち並ぶ街並み……。

　街は、静かだった。

　夏実の耳に聞こえるものは公園の木々から聞こえるセミの声だけだった。

　いつもならここから聞こえるはずの街のざわめき。

　自動車のクラクションや、踏み切りの音、電車がガードを通過する音……それらがいっしょくたになった低周波のような響ひびき……。

　それは、きっと街の鼓動だったのだろう。

　今、街は鼓動を打つこともなく静まり返っていた。

　夏実は、階段を駆け降りた。

　公園の前からひばりが丘おか団地へと通じる笠かさ松まつ通りに立つ。

　真夏の昼下がりの白い日光の下に、黒く焦げた商店街が広がっていた。

　赤あか錆さびた自動車の残ざん骸がいが、道路の両側にうずくまっている。

　足元で砕けるのはガラスの破片と、細かく割れたアスファルトだった。

　アスファルトのヒビの間から顔を出している雑草たちは、この通りを自動車が通らなくなって久しいことの証明だろう。

「うそ……」

　夏なつ実みは声に出してつぶやいた。

　自分の耳を引っ張ってみる。

　……痛い。

　それは現実の痛みだった。

　夏実は、手に持った杖じようで、思い切り道路を叩たたいてみた。

　カン！

　乾いた音を立てて杖が跳ね返った。

　しびれるような感覚が手に伝わる。

　その感覚もまた、現実のものだった。

　夏実の理性は、目の前の光景を現実のものとして受け入れるように言っていた。しかし、感情はそれを否定しつづけていた。

　何かの間違いだわ……きっとまだ夢を見てるのよ……あのお爺じいさんがかけた催眠術みたいなもので幻覚を見せられているんだわ……。

　その時、人の争う声が聞こえてきた。

　それも、一人二人の声ではなかった。

　人の声は、夏実が立っている笠かさ松まつ通りと東ひがし飛白かすり駅前通りの交差点の方から聞こえてくる。

　夏実は、なんとなくその人の声が気になった。

　現実感を半分失ったまま、夏実は人の声がする方角に向けて歩き出した。













　第七章「出会い」







　交差点の角にある荒れ果てた店の建物を曲がった時、夏なつ実みの目に飛び込んできたのは、道路の真ん中に転がったスクーターと、その脇わきで半身を起こしている少年。そしてその人間を取り囲む四人の男の姿だった。

　取り囲んだ男たちは、倒れた少年の持っている荷物のようなものを、奪い取ろうとしていた。

　奪われまいと必死に荷物にしがみつく少年を足あし蹴げにして、そいつらは笑った。

　やがて、その中の一人が何か光るものを抜いた。

　それは、刃物だった。

　夏実の頭の中は混乱したままだった。

　でも、その混乱した頭でも、わかることが、ひとつだけあった。

　あの子を助けなきゃ！

　決断すると同時に夏実は走り出した。

　足元から適当なサイズのコンクリート片を拾い上げると、倒れている少年に切りつけようとした男めがけて思いっきり投げつける。

「うが！」

　悲鳴じみた声とともにその男はよろけた。

　男達の目が、倒れている少年から夏実へと切り替わる。

　よく見ると、男達はまだ若かった。

　夏実と同い年くらいだろうか？　ただ、夏実が見たことのない目をしていた。

　それは、殺意だった。

「なんだ！　てめえは！」

　怒号とともに、男達は夏実に向き直った。

「なんだ！　じゃないわよ！　よってたかって一人の人間になんてことするのよ！」

「うるせえ！　引っ込んでろ！」

　叫び声と同時に右の青いＴシャツの男が、いきなりナイフを構えて飛びかかってきた。

　夏実は杖じようを繰くり出して、その男の顔面を突いた。

「ぐあ！」

　正面から顔面を突かれた男は、悲鳴をあげてのけぞった。

　ほっとする間もなく、右後ろから、茶色と白のストライプのシャツを着た大柄の男が金属バットで殴りかかってきた。

　夏なつ実みは繰くり出した杖じようを引きつけ、右後ろの男の金属バットを受け止めるのと同時に回転させ、杖の先端を男の胴体の真ん中に突き込んだ。

「うげ！」

　ひと声鳴いて、こいつも逃げた。

　たてつづけに二人の仲間がやられたのを見て、残りの男たちは一歩下がった。

　どうやら間合いがつかめないらしい。

　杖の利点はこれよ！

　夏実は、杖を逆手に持ち替えた。

　杖というのは刀や槍やりと違って「刃物」の部分がないから、どっちを持っても使えるんだ。突きから受け、受けから払い、その動作の切り替えを静止することなく一挙動でやってのけることができるのは杖だけよ！

　夏実は、一気に攻勢に出た。

　正面の一番大きな白いシャツの男の顔面に向けて渾こん身しんの突きを放つ。

　その男は飛び下がったが、夏実の杖は、その後退ぶんを予測したように伸びた。

　鈍い音とともに、杖が男の眉み間けんをとらえる。

「ぎぇ！」

　動物じみた声とともに、白いシャツの男が後ずさりする。

「一応は使えるみたいだな……」

　最後に残った黒いタンクトップの男が、進み出た。

　その男の顔を見て、夏実は愕がく然ぜんとした。

「由よし方かたくん！」

　名前を呼ばれた男は、眉間にしわを寄せて叫んだ。

「誰だれだてめえは！　なぜオレの名前を知ってんだ？」

「わたしよ！　朝あさ霧ぎり夏実！」

「朝霧？」

　由方の目は、いぶかしげなままだった。

「知らねえな」

「そんな！　ほら、同じ高校で……」

「高校？　ふん、地獄が始まらなきゃ高校にいってたかもしれねえけどな……」

　由方は、手を背中に回して、何かを取り出した。

　身体からだの前でそれを振ると、それは金属音とともに一本の棒のようになった。

　鋼こう六ろつ棍こん！

「内うち和かずさん！　その女、やっつけて下さい！」

　流れ出る鼻血を押さえながら、男どもが声援を送る。

　由よし方かたは、ゆっくりと進み出た。

　夏なつ実みは、由方を正面からにらみつけた。

「あんた、鋼こう六ろつ棍こん使いでしょ！　長じて杖じようとなし、両端振りて棍となす、五節六棍、これ自在に持ちて正道を歩まん……ってのが奥義なんでしょ！　これが正道だって言うの？」

　由方の顔が歪ゆがんだ。

「うるせえ！　これが正道だ！　世界が変われば正道だって変わるんだよ！」

　由方は、鋼六棍を振り下ろした。

　むん！

　うなりを生じて鋼鉄の塊が夏実の頭上から襲おそう。

「うわ！」

　ギリギリのところで見切った夏実は実感した。

　こいつは本気だ、本気で相手が死んでもいいと思ってるんだ！

　こいつはわたしの知ってる由方くんじゃない！

「見切りやがったか……」

　由方は、にやりと笑うと、手首をひねった。

　鋼六棍がガチャリと音を立てて折れ曲がった。

　目に残忍な色を浮かべ、由方は二に撃げきめを放った。

　カキィン！

　乾いた音とともに、攻撃を受けた杖に、延びた鋼六棍がヘビのように巻きついた。

　由方が、勝ち誇ったような微笑ほほえみを唇のはしに浮かべたその時、夏実は、杖を由方の手首の内側に突っ込んで、そのまま杖ごと外に跳んだ。

　手首の逆を取られた形になった由方の顔が苦痛に歪む。

「てい！」

　夏実が杖を振り下ろすと同時に、由方の手から鋼六棍が外れた。

　金属音とともにアスファルトの上に鋼六棍が転がる。

　由方の顔に狼ろう狽ばいの色が走った。

　そのまま後頭部に一撃を加えれば、由方は昏こん倒とうするだろう、しかし、夏実にはそれができなかった。

　一歩引いた夏実を見て、由方が言った。

「なんで、とどめを刺さねえんだ！」

「武道は人殺しの道具じゃないわ！」

　由方は、落ちた鋼六棍を拾って、自じ嘲ちようするように言った。

「ちくしょう……敵に情けをかけられるとはよ……」

「情け……ってどういう意味よ」

　再び由よし方かたの顔が歪ゆがんだ。

「ちっ！　調子が出ねえ……戻るぞ！」

「でも……由方さん、あの荷物盗とってこいって言われてたんじゃ……」

「いいんだよ、見つからなかったことにしとけば！　わかりゃしねえって」

　少し離れたところに置いてあった原付バイクにまたがった由方たちは、エンジンをかけてバイクをＵターンさせた。

　振り返った由方は夏なつ実みをにらみつけて言った。

「昔のことを思い出しちまったぜ……今度会ったら容赦しねえからな！」

　やがて、原付バイクのエンジン音が遠ざかっていった。

　夏実は、倒れている少年に駆け寄った。

「大丈夫？」

　近くで見ると、倒れ込んでいたのは、少年ではなく夏実と同じ位の年ねん齢れいの男の子だった。

　夏実は、その男の子の顔を見て息が止まるほど驚おどろいた。

　割れた銀ぶちメガネと、青ざめた顔色に見覚えがあった。

「結ゆう城きくん！」

　額ひたいから少し出血しているところを見ると、スクーターで転倒して頭を打ったのだろう。

　ジーンズの右膝ひざにも大きな穴があき、そこから見える傷口から流れ出る血の量はかなりのものだった。

　わ！　ひどい傷。どうしようか……どこかに薬や包帯とかないかしら？

　それにしてもどうしてこいつ、わたしと会う時は必ずケガしてるんだろう。

　夏実は、立たつ也やが抱え込んでいる黒い大きなリュックに目を止めた。

「ちょっとリュック見せて！」

「あ……」

　立也は弱々しく抗議の声をあげたが、夏実は無視してリュックを開けた。

「何よこれ！　タオルぐらいなら持ってるかと思ったら……」

　その中に入っていたのは、ノートパソコンと、太陽電池のパネルだけだった。

「返せ！　それは僕ぼくのものだ！」

「わかったわよ、じゃあしっかり抱いてなさいよ！　わたしはその辺に包帯の代わりになりそうなものがないかどうか探してくるから！」

　夏実はそう言い捨てると、目の前にあった、かつては洋品店だったらしい建物に飛び込んだ。

　ショーウインドウは割られ、店の中はめちゃくちゃに荒れていたが、この店は焼かれてはいないようだった。

　奥の棚の下からビニールにパックされたシーツを見つけた夏実は、それを抱えると立也のところに戻った。

　夏なつ実みが、右足を動かすと、立たつ也やはうめき声をあげた。

「別に骨には異常がないみたいね。表面の傷だけだと思うから、あとでお医者さんに見てもらうといいわ」

　立也の顔つきが変わった。

「医者……って、君のキャンプには医師がいるのか！」

　わけがわからない……という顔をする夏実を見て、立也は、はっと我に返ったようだった。

「あ、ごめん、僕ぼくは、怪しい者じゃない、僕の名前は、結ゆう城き立たつ也や、富とみ子こ市の救済キャンプからやってきたんだ。君は東ひがし飛白かすり市のキャンプから迎えにきてくれたのかい？」

　……救済キャンプ？

　そうか、生き残った人々は、きっと避ひ難なん民のように集まって生活しているんだわ。

　それにしても、なんて答えればいいのかな……まあいいや適当にごまかそう。

　夏実は話をそらした。

「わたしは、朝あさ霧ぎり夏実よ、ちょっと傷口見せて」

　夏実が、そう名乗った時、立也はちょっと驚おどろいたような顔をしてつぶやいた。

「あさぎり……なつみ……」

「そう、あんたと小学校の頃ころ同級生だった朝霧よ、覚えていないの？」

「あ……そうか！　あの夏実くんか！」

「その『あの』ってのは何よ『あの』ってのは！」

　立也の右足の傷は、荒れたアスファルトの表面で削られた大きな擦さつ過か傷しようだった。

　傷口に小石がいっぱい入っているのが見えた。

　水で洗わなきゃならないんだけど、水道も何もないし……。

　夏実は、シーツで傷口をこすった。

　鮮せん血けつがあふれ出てくるが、それと同時に小石や砂もとれてくる。

「うぐぐぐ」

　立也がうめき声をあげる。

「あんた男でしょ！　そんなに痛そうな声出さないの！　このままにしといたら化か膿のうしちゃうんだもの、がまんしなさい！」

　……とは言ったものの、傷口こすられて、痛がるなって言う方が無理かな。

　まあいいや、他人が痛いのは三年でもがまんできるって杖じよう術じゆつの師匠も言ってたし。

　夏実は手早く立也の右足に細く裂いたシーツで作った包帯を巻きつけた。

　その手際の良さを見ていた立也が、聞いてきた。

「君は、看かん護ご学校か何かに通っていたの？」

「え？　わたし？　違うわよ、わたしはただの高校生、でも古武術同好会だから、柔道整復師の先生から、ねんざや打だ撲ぼくの応急手当について講こう習しゆうを受けたことがあるんだ、あそこにある東ひがし飛白かすり高校に通っているんだよ」

　夏なつ実みは、後ろにあるはずの高校の建物を指差そうとして一いつ瞬しゆん方向感覚を失った。

　あれ？

　高校の校舎がない……。

　アイボリーホワイトの目立つ建物だったはずなのに……。

　やがて、夏実の視線が、校舎をとらえた。

　それは、黒焦げのコンクリートの残ざん骸がいだった。

　さっきまで、あの校舎の中には、友達がいたんだ！　笑いながら他愛のないおしゃべりをしていた同級生たち……鈴すず世よや、みんながいたんだ……。

　この世界のみんなは……いや……この世界のわたしの家族はどうなったんだろう……それよりも、わたしはどうなるんだろう……。

「どうしたの？」

　立たつ也やが顔を覗のぞき込んだ。

「この街は、人がいっぱいいて、車がいっぱい走って、とってもにぎやかだったのに……」

　立也は怪け訝げんな顔をした。

「君は、この街のキャンプの人じゃないのか？」

　どうしよう、『別の世界からきた』なんて言ったって信じてもらえるわけないよね……本人だって信じられないのに。

　何か言い訳しなきゃ……そういえば、お母さんの親しん戚せきが松まつ本もとに住んでたわよね……よし、長野県の松本からきたってことにしちゃおう！

「わたしの家はこの東飛白にあったんだけどね、松本に避ひ難なんしていたんだ」

「松本の方にも人が生き残ってるんだ！」

　立也は興こう奮ふんしていた。

　都内以外のキャンプからきた人間を見たのは初めてだった。

　立也は、あらためて夏実を見た。

　健康そうだな、きっと松本のキャンプは栄えい養よう状態もいいんだろうな。

　手当を終えた夏実は立ち上がった。

「さてと、これからどうするの？」

「僕ぼくは、この街にある救済キャンプに行くつもりだったんだ、そこでは電気が使えるらしいんだ」

　夏実はあたりを見回した。

　見渡す限りの焼け野原。

　電柱からは焼けた電線が垂れ下がっている。

「どこから電気がくるっていうの？」

「太陽光発電さ、ソーラーシステムだよ、太陽光線さえあれば電力は作れるんだ。この近くにそういった設備のある施設を知らないか？」

　夏なつ実みは立たつ也やの背負っていたリュックの中に入っていた黒いパネルを思い出した。

　そう言えば、屋根の上に、あれと同じような黒いパネルがいっぱい載っかった建物を見た覚えがあるけど……どこだっけ。

　夏実は、学校帰りにいつも見ていた建物を思い出した。

「そうだ！　中央公民館だ！」

「中央公民館？　そこは遠いのかい？」

「ううん、すぐそこだけど……知らないの？」

「知ってるわけないよ、僕ぼくの家は相模さがみ原はらにあったんだよ」

　夏実はちょっと驚おどろいた。

「え？　あんたの家は、東ひがし飛白かすり団地じゃなかったっけ？」

「ああ、小学校三年までは、確かにそこに住んでいたけど、引っ越したんだ」

　だって……駅で会った時は、確か住所は東飛白団地のままだったよね……。

　この世界はちょっと違ってるんだな。

「そうか、じゃあ知らないのも無理ないわね……歩いて十分もかからない場所よ」

　そう言ってから、夏実は立也が足をケガしていたことに気がついた。

　……そうか、歩けないわよね……どうしよう。

　夏実は、転がっているスクーターに目を止めた。

　あれにこの人座らせて、わたしが押していけばいいんじゃないかな？

　夏実はスクーターを引き起こした。

　前部のパネルやウインカーが割れていたが、押して動かすことはできそうだった。

　夏実は、そのスクーターを押して、立也のところに戻った。

「あんたをこれに乗せて、押していってあげる」

　立也は、少し戸惑ったように言った。

「なぜだい？」

　夏実は、立也の言葉の意味がわからなかった。

「なぜ……ってどう言うこと？」

「なぜ、君は僕を助けたんだ？　そこまで親切にしてくれる理由は何だ？」

　自分が疑われていることを知った時、夏実は、驚くのと同時に猛烈に腹が立った。

「困ってる人間を助けるのになんで理由がいるのよ！　それとも何？　理由がなけりゃ助けちゃいけないの？　ふざけないでよ！」

　立也は、一いつ瞬しゆんあっけにとられていたが、やがて小さく笑った。

「何がおかしいのよ！」

「いや、君を笑ったわけじゃない、僕ぼくは自分の余裕のなさを笑ったんだ。気を悪くしたなら謝あやまるよ」

「情けは人のためならず、ってのがわたしのポリシーなんだ、それは理由にならない？」

　立たつ也やは眩まぶしそうな目で夏なつ実みを見た。

「立てそう？」

「何かにつかまれば……」

「じゃあ、わたしの肩につかまって」

　夏実は、その場にひょいとしゃがみ込んだ。

「え？」

　立也は、一いつ瞬しゆん戸惑った。

　女の子に抱き着くなんて初めての経験だった。

「ほら、何やってるのよ！」

　夏実の言葉には、有無を言わせない力があった。

「じゃあ、悪いけど、つかまらせてもらうよ」

　立也は、夏実の身体からだが見た目と違って思ったより柔らかいのに驚おどろいた。

　そして、てきぱきとした動きと決断の速さに圧倒され、いつのまにか完全に夏実のペースにはまっている自分に気がついて、思わず笑ってしまった。

「また笑ってる。あんた、頭を強く打ちすぎたんじゃないでしょうね」

「あ、いや、ガキの頃ころ、君に、よく世話になってたことを思い出したんだ」

「あんたって、昔から軟弱者だったもんね」

　漏れたガソリンの臭においが鼻をついた。

　アスファルトについた染みを見て、立也はため息をついた。

「変質してない、なけなしのガソリンだったのにな」

「ガソリンなんて、そのへんのスタンドにないの？」

　立也は、夏実の言葉を聞いて不思議そうな顔をした。

「ガソリンなんかとっくの昔に使い切っているはずだ」

「なんで？　自動車なんか一台も走っていないじゃない」

　立也は黙だまり込んだ。

「どうかしたの？」

　こんどは夏実が不思議そうな顔をした。

「君が、松まつ本もとに避ひ難なんしたのはいつなんだ？」

「え？　わたし？　えーと、ここがこんな風になる前よ」

「そうか、じゃあ君は知らないんだ、この街が焼かれた時のことを……」

　立也の声のトーンが落ちた。

「僕ぼくは、自分の家の庭に穴を掘って、そこで母と弟の死体を焼いた……」

　夏なつ実みは、その光景を想像した。

　自分の家族を自分の家の庭で火葬にする光景は、夏実の想像を超えていた。

　立たつ也やは、淡々と話をつづけた。

「でも、そんな風に火葬することができたのは幸せだったと思ってる。やがて、街中に腐臭が漂い出した、どこの家からもマンションの中からも腐臭は漂い出した……一家全滅してしまった家は、誰だれも死体を始末できなかった、他人にそんな余裕なんかなかったんだ。そしてものすごい量のハエが空を舞い始めた時、僕たちは家を、商店を、マンションの一部屋一部屋を焼いた、放置された車やガソリンスタンドから汲み出したガソリンを使ってね」

　立也はそこで言葉を切ると、あたりの焼け野原を見回した。

「焼き払いは、西風の強い日を選んだ、炎は三日たっても燃えつづけた。僕は自分の街が炎の中に崩れていく光景を一生忘れないだろう……」

　立也は、遠くを見ていた。

　今、自分が見ている廃はい墟きよと焼け跡のその下に、この街に生きていた人々……何万何千という人々の白骨が散らばっているという事実に気がついた時、夏実は、その場に座り込みたくなるような恐怖に襲おそわれた。

　そして、平然とした顔をして、焼け野原を見ている立也の横顔を見て夏実は思った。

　……こいつが見てきたものは、わたしが想像もできないことなんだ。













　第八章「救済キャンプ」







　十五分後。

　夏なつ実みは、中央公民館の前で、立ちすくんでいた。

　目の前にある建物は、夏実の知っている中央公民館ではなかった。

　公民館の周囲の道路には、廃車を積み上げたバリケードが築かれ、敷しき地ちを囲うフェンスは、さらに上に一メートルぐらい継ぎ足され、その上部には有刺鉄線が巻きつけられ、フェンスのところどころに鉄パイプを組んでベニヤ板を張りめぐらした見張り台のようなものが作られていた。

　それは、どう見ても砦とりでだった。

　そうか、きっとこの世界には、さっきの由よし方かたみたいな連中がいっぱいいるんだ。

　夏実たちは公民館の正門に回った。

　そこにあるはずの低い鉄の門もん扉ぴは取り外され、代わりに、鉄パイプと鉄板を溶接した頑がん丈じような扉とびらが設けられていた。

　夏実たちが、その扉に近づいた時、扉の上から鋭するどい声が飛んだ。

「誰だれだ！」

　やがて、声の主らしい少年たちが、扉の上に姿をあらわした。

　手に手に金属バットや手製の武器を持った十人ほどのそのグループは、みんな夏実より年下の中学生くらいの少年や少女たちだった。

　夏実は、あの夢うつつの中で奇妙な爺じいさんが話していた言葉を思い出していた。

『生き残ったのは、お前さんと同い年くらいの若者、そして子供たちだけじゃ……』

　あの爺さんの言ってたことは本当なんだ。

「お前たちは、どこからきた！　この街の人間じゃないな！」

　立たつ也やが答えた。

「僕ぼくは怪しい者じゃない！　僕の名前は結ゆう城き……結城立也だ。富とみ子こ市の栗くり野のさんから無線で連絡がいっていると思う」

　少年たちは、顔を見合わせた。

「連絡と人数が違うぞ！　一人多いじゃないか！」

　立也は、夏実を見た。

「え？　あ、わたしのこと？」

「そうみたいだね」

　夏なつ実みは、一いつ瞬しゆん考えた後で、大きな声で叫んだ。

「わたしは、この人とは関係ないの！　この街に住んでたから、誰だれかわたしの知ってる人がいないかどうか確かめにきたのよ。わたしの名前は朝あさ霧ぎり夏実、東ひがし飛白かすり高校の生徒だったの。同じ高校の生徒だった人誰だれかいませんか？」

　少年たちは再び顔を見合わせて相談を始めた。

「どうする？」

「ゾクじゃないみたいだけど」

「女の人だし……危険はないんじゃないか？」

　その声を聞いていた立たつ也やがぽそっと言った。

「女だから危険じゃないってのはマチガイだよな」

　その言葉が聞き取れなかった夏実は、聞き返した。

「え？」

「あ、いや、別に……」

　立也はあわてて顔の前で手を振った。

　しばらくして、門もん扉ぴが動き出し、人間一人ぶんの隙すき間まをあけた。




　中央公民館の建物の中に入った立也は、天井に輝かがやく蛍けい光こう燈とうを、眩まぶしそうに見上げてつぶやいた。

「やっぱりウワサは本当だったんだな。このキャンプの建物のソーラーシステムは、稼か動どうしているんだ、建物の中を照明できるくらいなんだから」

　一階の奥にある体育館の前を通った時、夏実は体育館に積み上げられている本の山に気がついた。

「ここは図書館なのかな？」

　夏実の後ろから体育館を覗のぞき込んだ立也がつぶやく。

「さあ……なんか、ただ集めたって感じだな、整理も何もしてなさそうだ。それにしても本なんか集めてどうするつもりなんだろう、本なんて食うこともできないのに」

　立也の言葉に、夏実は軽いショックを受けた。

　食べるものと、本を比べなきゃならないほど、この世界は餓うえてるんだ……。

　その時、夏実はエントランスの突き当たりに一人の女の子が立っているのに気がついた。

　あの……見覚えのあるほっそりとしたシルエットは……。

　まさか！

　夏実は小走りに近づいた。

　近づくにつれて、その女の子の顔がはっきりしてきた。

　それは、間違いなく風かざ間ま鈴すず世よだった。

　鈴すず世よが夏なつ実みを見た。

　一いつ瞬しゆん、その目が真ん丸になったが、すぐに疑わしそうな視線になって鈴世はつぶやいた。

「あなたは……誰だれ？　まさか……夏実じゃないよね……夏実は死んだはずだもの」

　夏実は息を吞のんだ。

　そんな！　でも、この世界なら、わたしは死んでいてもおかしくない。

　なんて答えればいいのかしら……。

　そうだ！　確か、あの爺じいさんはこの世界のわたしはとっても運が良いって言ってたじゃない！　運のせいにすればいいのよ！

「それは間違いよ、わたしは助かったの、ほら、だってわたしは運が良かったじゃない」

　鈴世は、すごくつらそうな目になった。

「そう……あんたは運が良かったよね……だから……死ねたんだと思ってたんだよ。ここでは死んでしまった人の方が、運が良かったんだって思う時がいっぱいあるんだよ」

　夏実は驚おどろいた。

　死んでしまった方がいい、なんて言葉を鈴世の口から聞くとは思わなかったからだ。

「そんなことないよ！　生きていた方がいいに決まってるじゃない！　どんなに運が悪くたってさ、生きていれば絶対にいいことがある！　って言ってたのは鈴世じゃない！」

　鈴世は、しばらく無言で夏実の顔を見ていたが、やがて、小さく微笑ほほえんだ。

「夏実だ……」

「そうだよ！　わたしだよ！」

「夏実だ……夏実だ……生きてたんだ！」

　鈴世の微笑みは、そのまま泣き顔に変わった。

　そして、鈴世は夏実に抱き着いた。

　鈴世は泣いた。

　笑いながら泣いていた。

「良かったね！　うん……本当に良かった、あんたが三日熱なんかに負けるわけないって信じてたんだ。あんただったらＡＢＣウイルスでもなんでも、その棒で叩たたきのめすだろうって！」

「棒じゃないよ……」

「杖じよう！」

　夏実の言葉を先回りしてそう言うと、鈴世は笑った。

　しばらく笑った後で、鈴世は、夏実の後ろにいる立たつ也やに気がついたようだった。

「あ、ごめんなさい、あなたのことをすっかり忘れていたわ……結ゆう城き立也さんね、こっちにきて、うちの人が待ってるから」

　夏実は耳を疑った。

「鈴世……今、なんて言ったの？」

　鈴すず世よは、怪け訝げんな顔をして振り向いた。

「今って……ああ、うちの人のこと？　うん、瀬せ見み呉くれ雄おさん、わたしのダンナだよ。結婚したんだ、子供も産まれたよ、今寝てるから、後で見せるね」

「け……けっこんに……子供？」

　驚おどろくことが多すぎて夏実は、軽いめまいを覚えた。




　このキャンプの責任者、瀬見呉雄は、ごく普通の二十歳はたちくらいの男だった。

　夏なつ実みは、あの鈴世が選んだにしては、ずいぶんぱっとしない男の人だな……と考えていた。

「君が結ゆう城き立たつ也やくんだね、危険な中を、よくきてくれた。歓迎するよ」

　瀬見は、立也にそう言うと、夏実に向き直った。

「そして君は朝あさ霧ぎり夏実さん。鈴世の友達、それも幼稚園の頃ころからの友達だそうだね」

「あ、はい、そうですけど」

「そうか、鈴世がうらやましいな、過去を共有できる人間がいるということは、どんなに心強いだろうね」

　過去を共有？

　夏実は最初、瀬見の言葉の意味がわからなかった。

「僕ぼくには、自分が生きてきた時間を証明するすべがない、僕の人生を知っている人間は誰だれもいなくなってしまった。でも、鈴世には君がいる、思い出を語る相手がいるってことは、すばらしいことだと思うんだ」

　瀬見はにっこりと笑った。

　その笑顔を見た時、夏実は鈴世が、この男を選んだ理由がわかったような気がした。

　立也は、背負っていたリュックからノートパソコンを取り出した。

「この建物のソーラーシステムが生きているというウワサを聞いてここまできたんです。この施設では電力が自由に使えるのですか？」

「そのとおりだ、このキャンプに生き残った人間の中には、工業大学の学生だった人間がいたんだ、ここのソーラーシステムが運用できるのも彼のおかげだ。太陽光発電の電力だけじゃない。その電力で昼間のうちに井戸からポンプで水をくみ上げることができるから、このキャンプでは水道さえ使える。これだけの設備が使えるキャンプはここだけだろうね」

　立也は、机の上にノートパソコンをセッティングし始めた。

　瀬見が、覗のぞき込む。

「それが、君がいのちがけでここまで持ってきた……無線で栗くり野のさんが言っていた、データベースとやらかね」

　立也は、ノートパソコンの画面を指差した。

「ええ、口で説明するより、実際にお見せした方がいいでしょう。このシステムは、僕の父が開発していたものの一部で、政府の総合的なデータベースなんです」

「総合データベース？」

「はい、たとえば、この東ひがし飛白かすり市の食料貯蔵状況について検索してみます」

　立たつ也やは、ノートパソコンのキーボードで数文字打ち込んで、カーソルを動かした。

　液晶画面に、文字が並ぶ。

「これが、食しよく糧りよう庁が管理委託していた、米の低温貯蔵庫のリストです。これを、地図の上に重ねてみますと……」

　液晶画面に東飛白市の地図があらわれ、市内の数箇所で赤い点が点滅を始めた。

「これが、穀こく類るいの倉庫の場所なのか！　この二年間、いくら捜してもわからなかったのに……」

「この倉庫は、電話帳などに掲載されていません、ここを管理していた食糧庁のデータでなければ絶対に知ることができない事項です」

「……驚おどろいたな」

　瀬せ見みは感心したようにつぶやいた。

「流通センターやスーパーの倉庫などを探してきたが、そろそろ底をついてきて、今年の春から公民館の敷しき地ちと、その周りに畑を作り始めたが、自給には程遠いし、どうしようかと悩んでいたところだったんだ」

　立也はパソコンを操作して画面を切り替えた。

「これは、ガソリンなどの石油類の備蓄状況と輸送ルートのデータです、これがそもそもの始まりだったのです」

　瀬見は戸惑ったように答えた

「そもそもの始まり？　どういう意味だね？」

「一ヶ月ほど前、ＪＲ武蔵むさし野の線新しん小こ平だいら駅近くの地下トンネルの中で、ガソリンを満載したタンクローリー貨車が一編成十二両発見されました」

　瀬見が息を吞のんだ。

「ガソリンを積んだタンクローリーが十二両だって？」

「はい、直射日光にも当たらず、温度変化も少ないトンネルの中に置かれていたので、貨車の内部のガソリンは、ほとんど変質していなかったのです、そして、このガソリンを発見したのは、元の相模さがみ原はら救済キャンプの連中でした。僕ぼくは昔、あそこのキャンプにいたので、彼らのことをよく知っています……」

「教祖様かい？」

　瀬見は静かに言った。

　立也は視線を落とした。

「彼の言う『来きたるべき新世界』という言葉に、僕たちは酔わされました……僕たちは『選ばれし者』であり、旧世界の制約がなくなった今、真の自由が訪れたのだ、どんなことも許されるのだと言い切る彼の演説は悪あく魔ま的な吸引力がありました」

　そこで言葉を切って立たつ也やは顔を上げた。

「でも……僕ぼくは彼とは一線を画してきました、確かに僕は彼らのグループに属していましたが、それは、たまたま僕が住んでいた場所が相模さがみ原はらだったからです。僕は彼らの所業には一切関係していませんでした。そして、半年前、国連軍との戦せん闘とうで壊かい滅めつ的打だ撃げきを受けたのを機会に僕は彼らのキャンプを離れました。しかし、このデータの一部が彼らの手に渡っていたのです」

「それがガソリンのデータだったんだな」

「はい……」

　立也は、机に視線を落としたままだった。

「君の持っているデータが、重要なものだということはよくわかった。しかし、なぜ、ここにきたのかその理由をまだ聞かせてもらっていないな」

　立也は顔を上げた。

　真剣な目をしていた。

「彼は……教祖は、生きています。彼は国連軍との戦闘が始まる前に逃げ、ずっと潜せん伏ぷくしていました。そして、国連軍が帰き還かんしてしまったこの時に、彼はガソリンを手に入れて、再び動き始めたんです！」

　瀬せ見みの目が見開かれた。

「教祖は生きていたのか！」

「ええ、半年前、富とみ子こ市のキャンプでの戦闘で、最高幹部の桃もも山やまという人は死にました。そして、その後の国連軍との戦闘で教祖も死んだものと、誰だれもが思っていました。しかし、誰も彼の死を確認したわけではありません。『選ばれし者たち』のメンバーが散りぢりになった時点で、僕らが勝手に、すべて終わったと思い込んでいただけだったんです」

　立也はそこでいったん言葉を切って口調を変えた。

「やつらに一番最初に狙ねらわれるのは、おそらくここです。彼ら……いや、教祖は、ずっと電気が使える場所を欲しがっていたんです！　このキャンプのウワサは、ずっと遠くまで広がっています。足手まといになる子供や女の子なんかと暮らしている場合じゃありません、どこかに移して、もっと防備を固めて下さい！」

「ちょっと待ってくれ。いきなりそんなことを言われてもここには、生まれたばかりの子供を含めて三十人以上の子供がいる……この子たちを移す場所なんかない、それに、ここが狙われているという証拠があるのかい？」

　立也は言いよどんだ。

「あ……いえ、証拠はありません、僕の個人的な意見です……でも、間違いないんです！」

　立也をもてあましたようにため息をついて視線を外した瀬見の視線が、所在なさげに、部屋の中を見回している夏なつ実みに止まった。

「あ、ごめん！　朝あさ霧ぎりくん、君のことを忘れていたよ……」

　夏実はあわてて手を振った。

「あ、いえ、いいんです、どうぞお話を進めて下さい」

「いや、君は、ここで俺おれたちの話を聞いているよりも、鈴すず世よたちと話をしていた方がいいだろう。鈴世は今、子供たちのところにいるはずだ。いって話し相手になってやってくれないか？」

「え？　いいんですか？」

　夏実の顔が、明るくなった。

「きっと鈴世も早く君に会いたがってるはずだ」

「はい、じゃあ、いってきます！」

　夏実は、ぴょこんと頭を下げると、部屋を出ていった。

　部屋を出ていった夏実を見送って瀬せ見みがつぶやいた。

「なんか……元気な子だねえ」

「と、言うよりも、楽天的すぎてちょっと不愉快ですよ」

　瀬見はちょっと驚おどろいたように立たつ也やを見た。

「知り合いじゃなかったのかい？」

「ええ、知り合いと言えば知り合いかもしれません……」

　立也はそこで言葉を切ると、瀬見を見た。

「僕ぼくは、あの子と同級生でした。小学校三年生の頃ころまで、僕はこの東ひがし飛白かすり市に住んでいたんです」




　瀬見たちと別れた夏実は、鈴世を捜して公民館の中を走り回っていた。

　その時、上の階から子供の声が聞こえてきた。

　あ、上にいるんだな。

　夏実は階段を駆け上がった。

　三階に昇ろうとしたその時、夏実の足元に五、六歳の男の子が飛び込んできた。

「おわ！」

　夏実も驚いたが、その子供はもっと驚いたのだろう。階段でバランスを崩した。

　とっさに持っていた杖じようを伸ばす。

　頭から階段を転げ落ちそうだったその子の、脇わきの下から胸元に杖が入った。

　杖にひっかかる形で、子供は止まった。

　男の子は、一いつ瞬しゆん目を見開いた後で、わっと泣き出した。

　夏実は、ふう……とため息をついてつぶやいた。

「良かったあ……」

　男の子の泣き声を聞きつけたのだろう、三歳から小学校低学年くらいの男女取り混ぜた十人くらいの子供たちが階段の入り口に集まってきていた。

「恒こう一いち！　どうしたの？」

　子供たちの群れをかき分けるように、メガネをかけた同い年くらいの女の子がやってきた。

　夏なつ実みの顔と杖じようを見たとたん、その子の表情が変わった。

「あんた誰だれよ！　それより子供を棒で殴るなんて！」

「ちょっとまってよ！　わたしはねえ……」

　夏実が説明しようとした時、子供たちの中にいたちょっと年上の、イタズラ小僧という顔をした男の子が言った。

「花はな美みねえちゃん、違うよ！　この人は恒一を助けてくれたんだよ！」

「え？　……そうなの？　博ひろ之の助すけ」

　花美と呼ばれた女の子は、ちょっと戸惑ったようだった。

「うん、階段を落ちそうになった恒一を、あの棒で支えてくれたんだ。すっげーかっこよかったよ！」

　夏実は、自分に代わって説明してくれた、その男の子に、笑いかけた。

「これはね、棒じゃないの、杖って言うんだよ」

「へえ……じょうって言うんだ」

「おねえちゃん、どこからきたの？　ここのキャンプのひとじゃないよね」

「その、じょうっての、見せてよ！」

　夏実の微笑ほほえみを見て、安心したのだろう、子供たちが夏実をとりまいた。

　その姿を見た花美は、あわてて頭をさげた。

「ごめんなさい……早とちりしちゃって……わたしは、このキャンプで子供たちの世話をしている千ち高だか花美って言います」

「いいのよ、子供が泣いてる前で、棒持って立ってたら、そりゃあ疑われるのも無理ないものね」

「いえ、本当にすみませんでした」

　花美と名乗った少女は、心底すまなそうに頭をさげた。

「はなみねーちゃんは、そそっかしすぎるよ」

「そういうのを、あわてんぼ、って言うんだよね」

「よめのもらいてがない、ってのはこういう時に使う言葉でしょ」

　周りで、きゃいきゃい騒さわぐ子供たちに向かって、花美は吠ほえた。

「えーいうるさい！　あんたらは、さっさと教室に戻りなさい！」

　子供たちは口々に不満の言葉をもらしながら、部屋の中に入ってゆく。

「学校みたいなことやってるんだ」

　夏なつ実みの言葉を聞いた花はな美みは、少しさみしそうな微笑を浮かべた。

「学校ごっこみたいなものです、このキャンプの責任者の瀬せ見みさんが、子供たちには学校が必要だって言うんです……でも、先生の代わりをできるような年上の人はいろいろやることがあるので私が先生の真似まね事ごとやってるんです」

「へえ……あんた、えらいね」

「そんな……わたしは子供が好きなだけです……ってわたしだって子供なんですけど」

　花美は恥ずかしそうに言った。

　……なんか、いい子だな……あ、そうだ、この子なら鈴すず世よのこと知ってるかも。

「あの……ちょっと聞きたいんだけど、鈴世はどこにいるか知らない？　風かざ間ま鈴世って人」

　鈴世、という言葉に、部屋に入りかけていた子供たちが反応した。

　わらわらと寄ってくると口々に騒さわぎ出した。

「ねえ、それ、鈴世母さんのことか？」

「ばか、母さんじゃなくて、鈴世ねーちゃんだろ」

「鈴世ねーちゃんは、このあいだ赤ちゃん産んで、母さんにかわったんだから、鈴世母さんでいいんだよう」

　きゃいのきゃいの騒ぐ子供たちの頭を押さえながら、花美は言った。

「ちょっと、あんたたち！　静かにしなさい！　……あ、ごめんなさい、鈴世さんなら、今赤ちゃんをあやしに、屋上にいってると思います……お友達なんですか？」

「あ、ごめん、わたしも自己紹介しなきゃね。わたしは朝あさ霧ぎり夏実、夏実って呼んで、その方が慣れてるから。わたしはこの街に住んでたの、鈴世とは幼稚園の頃ころからの友達なんだ。教えてくれてありがと、じゃあ屋上にいくね」

　夏実は、そう言い残すと階段を駆け上がった。

　屋上に出るドアを開けると、そこはガーデニングコーナーに作られた大きな日よけテントの下だった。

　夕日と名前を変える寸前の太陽は、もう真昼のパワーを感じさせない。

　吹き抜ける風が汗をすうっと運んで通り抜けていくのがわかる。

　日陰の中に、鈴世は立っていた。

「鈴世！」

　夏実が声をかけると、鈴世は、驚おどろいたように振り返ると、右手の人差し指を立てて口に当てて、静かにするように……というジェスチャーをした。

　見ると、鈴世の腕には赤ん坊が抱かれていた。

　夏実は、そーっと鈴世に近づくと、ささやき声で言った。

「ごめんね……」

「ううん、いいの、今やっと寝ついたところだから、大声を出してほしくなかっただけ」

　鈴すず世よの腕の中に、安心しきったように眠る赤ん坊がいた。

「……男の子？」

「ううん、女の子……名前はね、幸ゆき美みってつけたんだ。この子が、これから見るものは、幸せで美しいものでありますように……って、呉くれ男おさんがつけたんだよ」

　そういって微笑ほほえむ鈴世は、目には見えないふんわりとしたやさしさのオーラに包まれているように見えた。

「なんか……調子狂っちゃうな……久しぶりに会ったら、いきなりお母さんになっちゃってるんだもの」

「この地獄が始まったのは、中学三年の冬だから、一年半ぶりかな。あんたは松まつ本もとの方に避ひ難なんしていたんだって？」

「うん……そうなの、母の実家にね」

　夏なつ実みは話を合わせながら考えた。

　そうか……こっちの世界とわたしの世界とは同じ時間が流れているんだ。

「やっぱりあんたは運が良かったんだね。東京を逃げ出そうとする避難民と、それを阻止しようとする地方の住民とが、殺し合いを始める前に、松本に逃げられるなんて、本当に運がいいよ……不運つづきの私とは大違い」
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　鈴すず世よは、そこで言葉を切ると、公民館の屋上から、目の前に広がる焼け跡と廃はい墟きよの群れを見渡した。

「三日熱が流行し始めた時、私の父も、私と母を避難させようとしたの……でも、母と私は父の心配を笑ってた。そして、一週間たたないうちに、死者が爆ばく発はつ的に増えて街中がパニックになったわ。学校が閉へい鎖さされて、父が仕事先で倒れたって知らせがきたんだけど……電車もバスも止まって……会えないうちに母も倒れて……電気も水道も全部止まって……どうしていいかわからなかった……その時、ここを使えるようにして、みんなを集めたのが瀬せ見みさんだったの」

「使えるようにって？」

　鈴世は笑った。

「瀬見さんは工業大学の学生だったの、この公民館のソーラーシステムを使えるようにしたのは、瀬見さんなのよ。あの人は、一軒一軒の家を回って、親の死体にすがって泣きじゃくっていた子供を、何人も何人も連れてきた……俺おれたちが親になるんだ、俺たちが育てなきゃ人間は本当に滅びてしまうんだって言ってね」

「そして、本当に親になっちゃったんだね」

　鈴世は、ちょっと赤い顔をしてうなずいた後で、少し真ま面じ目めな顔になった。

「ホントのことを言うとあんまり自信がないんだ……こんな世の中で子供を産んで育てるなんてことが私にできるかどうか……でも……この子を見てると幸せになれるんだ。今日を生き延びるのが精一杯だった私たちに、明日のことを考えさせてくれるんだもの」

「明日のこと？」

　鈴世は、視線を上げて、屋上から見える一面の焼け野原を見渡した。

「人間は必ず死ぬわ。文明だって滅びる。それは間違いない事実だったわ。でも、その事実から『だからすべてはムダ』という結論を出さずに、『だから今を精一杯生きようよ』という結論を引き出せたのは、この子のおかげだと思うんだ」

　……やっぱり鈴世だ。

　わたしなんかよりずっと強くて……ずっと遠くを見てる……あの鈴世なんだ。

　小さくうなずいた夏なつ実みに向かって、鈴世は、いきなり言ってきた。

「抱いてみる？」

「え？　わたしが？」

「うん、この子は寝つきが悪いけど、いったん寝ちゃったらよく寝る子だから平気だよ」

「ちょ……ちょっと待ってよ！　手だって洗ってないし……」

「大丈夫よ、指を口に突っ込んだりしなきゃ問題ないって」

　あわてる夏実を気にもせず、鈴世は赤ん坊を差し出した。

　夏なつ実みは持っていた杖じようを下に置くと、両手で赤ん坊を受け取った。

　やわらかで、暖かくて、ずっしりとした質感が伝わってくる。

　うわ！　人形なんかとぜんぜん違うんだ……。

　夏なつ実みは赤ん坊の手を見た。

　ちっちゃーい……でも、ちゃんと指があって、人間の手をしてる！

　わたしも……こんな風に生まれてきたのかな……。

　その時、赤ん坊を抱いていた夏実の手に、今までとは違う暖かさが伝わってきた。

　……あれ？　妙に湿気のある暖かさだな……。

　やがて、その湿気は、ダイレクトに手に伝わってきた。

「うわ！　何？」

　あわてる夏実を見て、鈴すず世よはひょいと夏実の手から赤ん坊を受け取った。

「やっちゃった……寝入りばなに、よくオシッコするんだ、この子……ごめんね。そこの水道で手を洗って、私はこの子のオムツ取り替えてくるから」

　鈴世は、こともなげにそう言うと、オシッコで濡ぬれた赤ん坊をひょいと抱えた。

　そして、濡れた手をぶらさげて、なんとも言えない顔をする夏実を見て、笑った。

「夏実には、まだ、母親はムリみたいだね。知ってる？　赤ちゃんを育てるってことは、ミルクとウンチとオシッコとの戦いの繰くり返しなんだよ」

「わたしには……できないだろうな……」

「でも、あんただって生まれた時はこんなだったんだよ。あんたのお母さんが、こうやってミルクとウンチとオシッコとの戦いをやってくれたから、あんたはそこにいるんだもの。さて、私はちょっとこの子のオムツ取り替えてくるからね」

　鈴世は笑いながら去っていった。

　夏実が、屋上にある散水用の水道で手を洗って、身体からだを起こした時。

　後ろから声がした。

「どうだね、幸運の女神になった気分は」

　振り向くと、そこに、あの爺じいさんがいた。

　爺さんは、興きよう味み深そうに夏実を見ていた。

　夏実は駆け寄った。

「あんた！　よくもだましたわね！」

　爺さんの表情は変わらなかった。

「だましてなんかおらんよ……お前さんは、まさしく幸運の女神じゃよ」

「こんな……めちゃくちゃな世界で幸運の女神なんて呼ばれたって、ちっともうれしくなんかないわよ！　いったいわたしのどこが幸運だっていうのよ！」

　爺さんの右の眉まゆが上がった。

「おや……わからんかね？　襲おそわれておったあの男の持っているデータとやらが奪われなかったのは、誰だれのおかげじゃろう？　そして、さきほど階段を転がり落ちようとした子供がおったな……あの子を助けたのは誰じゃ？」

「あ……」

　夏なつ実みは目を見開いた。

「それが……幸運の女神ってことなの？」

「そうじゃ、幸運の女神の微笑ほほえみとは、誰に向けられるものかな？　少なくとも自分に向けられているものではないじゃろう。困っている者、窮きゆう地ちに陥っている者に、幸運を分け与えることができるのが幸運の女神とやらではないかの？」

　……そうか、わたし勘違いしてたかもしれない。

　夏実は、一いつ瞬しゆん納得しそうになったが、頭を振ってその考えを振り飛ばした。

「でも……だまされたことに違いはないわ！　こんな世界に飛ばされて……どうやって生きていけばいいのよ！」

　爺じいさんは何気なく言った。

「そうか……では、戻れば良かろう」

「へ？」

　夏実は自分の耳を疑った。

「あんた……今、なんて言ったの？」

　爺さんは、人を食ったような微笑みを浮かべると、懐ふところから薄うす緑色の半透明をしたモバイルギアのようなものを取り出して開いた。

「これを、お前さんに預けよう。これを使えば、ここと、お前さんがいた世界とを自由に行き来できる。上の画面が、この世界への入り口じゃ、その下の光っている画面がお前さんのいた世界への入り口じゃ。サイドのメインスイッチを入れて、画面が光ったらちょいと触れば良い」

　めちゃくちゃ単純な機械ね……。

　爺さんは、夏実の考えが読めるかのように言った。

「どんな未開人でも使えるように作られておる」

「大きなお世話よ！」

　爺さんは大きく笑った後で真ま面じ目めな顔をした。

「この世界に住む人々にとって、今、最も必要なのは、食料でも薬品でもない。その……お前さんの能力じゃ」

「わたしの……能力」

「そうじゃ、この世界の運命、つまり因果律は、人類に致死的因子を持ったウイルスの蔓まん延えんという、とてつもない試練を与えた。我々『機構』は、過去に一度この世界に干渉し、この世界の因果律を変更する因子を与えた。しかし、因果律を出し抜くことはできなかったのじゃ。そこで我々は考えた。因果律自身のベクトルを歪ゆがめることができれば、すべてはうまくいくのではないかと……」

「それが……わたしなの？　だって……わたし、何もできないよ、本当にただの高校生なんだから」

「そう思ってるのはお前さんだけかもしれんぞ。何もせん方がええ……なんてことはない。お前さんが何かをすればするほどベクトルは動くじゃろう」

　爺じいさんは、つぶやくようにそう言うと、夏なつ実みにモバイルギアを差し出した。

「これをお前さんに預ける。言い忘れたがこの転移端末は、お前さんの生体波長に合わせてあるから、お前さんしか使えん。他ほかの人間と一緒に転移することはできんということじゃ。その代わり持てる限りのものを持って転移ができる。品物は生体波長を出さんからな。まあ、とにかく一度自分の世界に帰って、そこで考えるがいい……」

　夏実は、両手でモバイルギアを受け取った。

　下になっている画面が白く輝かがやいていた。

　夏実は一回大きく深呼吸すると、その輝いている画面に指を伸ばした。

　そして、画面に触れるその直前に、夏実は爺さんの声を聞いた。

「情けは、人のためならず……じゃよ……」

　なんでこの爺さんは、そんなことまで知っているんだろう……と思いながら夏実は画面に触れた。

　一いつ瞬しゆん……電気ショックのような感触が身体からだを走り抜け、目の前の光景がゆらり……とゆれた。

　気がつくと、夏実は庭園に立っていた。

　あたりを見回して、夏実は気がついた。

　あ、ここは中央公民館の屋上にあるガーデニングコーナーだ！

　夏実は、視線を上げた。

　屋上のフェンスの向こうに見える街並みは、いつものありふれた街並みだった。

　……戻ってきたのかな？

　その時、夏実の耳にさまざまな街の雑音が届いた。

　自動車のクラクションの音……電車がガードを通過する音……踏切の音……夏の大売り出しをしている商店街から流れてくるサザンの曲……。

　そういった音がごっちゃになった、うぉん！　という低周波。

　それは街の鼓動が脈打つ音だった。

　……戻ってきた！

　戻ってこれたんだ！

　あの爺さんの言ってたことは本当だったんだ！













　第九章「日常」







「ただいま～っ！」

　夏なつ実みが玄関のドアを開けて、そう言うと同時に、先に帰っていた母が台所から答えた。

「あら、お帰り、遅かったね、お風ふ呂ろ沸かしてあるから、ご飯前に入って汗を流しなさい」

　そうか、今日はお母さんが早く帰れる日だっけ。

　夏実は階段を駆け上がろうとして、足を止めた。

　そのまま台所に入る。

　台所では母が夕食の準備をしていた。

「あのさ……お母さん」

「今日はあんたの好きな肉じゃがよ、まだ味が染みてないからつまみ食いはダメよ」

「そんなこと聞きたいんじゃないの……あのさ……」

　口ごもる夏実を、母はいぶかしげに振り返った。

「何よ……どうしたの？　元気ないじゃない」

「ちょっと変なこと聞くけどさ……わたしを産んだ時って……やっぱり大変だった？　その……オムツを替えたりミルクを飲ませたりするのって……」

　母は、びっくりしたような顔をした後で微笑ほほえんだ。

「大変だったわよ～、あんたはねえ標準の女の子の倍くらいのミルク飲んで倍の大声で泣いて……近所の人、みんなあんたのこと男の子だと思ってたくらいなんだから」

「イヤにならなかった？」

「なったよ、何度橋の下に捨てちゃおうかと思ったかしれないね。私は仕事してたし、ホントになんでこんな苦労をしなくちゃならないんだろうって……でもね、あんたがお腹なかの中にいるってわかった時に思ったんだ、生きるって面白いってね」

「面白い？」

　母の答えは、夏実の想像したものの中になかった。

「そう、面白いの。だってさ、お腹の中に別の人間がいるんだよ、今まで一人で生きてきたのにさ、いきなりこの世界に別の人間ができちゃうんだもの。それでね、お母さんは思ったんだ、この、面白さをお腹の中の子供にも教えてあげようって……生きるってことはさ、いろんなイヤなことも多いけどさ、面白いことや、すごい！　って感動することだっていっぱいあるじゃない。だからさ、その面白いことや感動したことを、子供に見せてやりたいな……って思ったんだ。だからお母さんはあんたを橋の下に捨てなかったんだよ」

　母は笑って付け足した。

「一学期早々に追試受けなきゃならないなんて聞くと、あの時、本当に捨てとけば良かった……って思う時もあるけどね」

「悪かったわね、出来が悪くて」

「あんた大学行くつもりないんでしょ」

「うん……柔道整復師の資格取りたいから、専門学校にいくつもり」

　母はため息をついた。

「専門学校も、お金かかるのよねえ」

「じゃあお風ふ呂ろ入りまーす！」

　母のグチが始まる前に夏なつ実みは台所を逃げ出した。




　夕食の後、夏実は自分の部屋で、勉強机の椅い子すの背もたれに体重を預け、頭の後ろで両手を組んだまま、ぼんやりと天井を見ていた。

　昼間のあの出来事は夢だったのかもしれないと思いながら、視線を机の上に投げる……。

　そこに、薄うす緑色の半透明のモバイルギアがなければ、あんな出来事は真夏の白昼夢だと思えただろう。

　夏実は窓の外を眺めた。

　遠くで空が光る。

　きっと、奥おく多た摩まの方で雷雨になっているのだろう。

　夜の住宅街は、家々の窓から漏れるあかりで、ぼんやりと明かるかった。

　街のあかりのともらない世界を、夏実は想像した。

　夏実の頭の中で、夜の住宅街が闇やみに沈んでいく。

　それは、足元から寒気が上ってくるような光景だった。

　その暗闇の街の中で、もう一人の鈴すず世よは、あの赤ちゃんを抱いて暮らしているんだ。

　夏実は、鈴世の言葉を思い出した。

『……この子を見てると幸せになれるんだ。今日を生き延びるのが精いっぱいだった私たちに、明日のことを考えさせてくれるんだもの……』

　そう言って微笑ほほえむ鈴世の顔が、さっきの母の言葉と重なった。

『面白いことや、すごい！　って感動することだっていっぱいあるじゃない。だからさ、その面白いことや感動したことを、子供に見せてやりたいな……って思ったんだ』

　わたし……今までに『すごい！』って感動したこといっぱいあったよね……。

　夜空がもう一度光った。

　そういえば……わたしがカミナリを好きになったのは、いつの頃ころからだろう。

　幼稚園の頃かな……雲の中を走る紫色のジグザグの光線を見た時、絵本で読んだ龍りゆうのように見えた。怖いというよりキレイだ、と思ったんだ……あの時のカミナリの美しさは、きっと一生忘れないと思う……。

　夏なつ実みは迷っていた。

　あそこは無法地帯だよね。

　いのちがけで助けにいかなくちゃいけない理由がわたしにあるのかしら……。

　あの世界のみんなは、わたしの助けが必要だって、あの爺じいさんは言ってたけど……。

　あったかい夕食を食べて、思う存分お湯を使ったシャワーを浴びて、ノーテンキなテレビのバラエティ番組を見て、エアコンの風を感じて椅い子すに座ってのんびり天井を見ている………。

　その夜、その、いつもと同じ行為すべてが、夏実の心の奥にある罪悪感を呼び覚ましていた。

　夏実はずっと考えていた。考える前に動くタイプの夏実にとって、こんなに考えたのは、生まれて初めてだった。

　あそこは、わたしの世界じゃない。あそこで暮らしてる鈴すず世よも花はな美みも博ひろ之の助すけも、そして立たつ也やも、わたしとは関係ない人間なんだ。

　なぜなら、こっちの世界にも鈴世や立也はいるし、きっと花美も博之助もいるのだろう。だとしたら、わたしは向こうの世界にいって、何かをしてあげる理由なんてない。

　鈴世が困っていたら、何かをしてあげるのが当然だってわたしは思い込んでいたけど、わたしにとって大切なのは、こっちの世界の鈴世なんだ。

　でも……それなら最初に向こうに跳んだ時に、鈴世と赤ちゃんを見て、わたしが助けよう！　って思ったのは……なぜなんだろう。

　夏実の意識は、机の引き出しの中に置かれた、あのモバイルギアに飛んだ。

　そして、あの爺さんの言葉を思い出した。

『困っている者、窮きゆう地ちに陥っている者に、幸運を分け与えることができるのが幸運の女神とやらではないかの？』

　幸運の女神か……。

　今、あっちの世界で必要なのはそんな能力じゃない。あの世界の悪いやつらを一いち撃げきでやっつけることができるような……ウルトラマンみたいな能力なんだ。わたしみたいな人間には何もできない……そりゃあ杖じよう術じゆつやってるから普通の人よりは少しは戦えるけど、何十人も相手にできる能力じゃない。

　夏実はため息をついた。

　それに……わたしは部外者だ。あの世界の地獄の苦しみも、生き延びるための努力も何も知らない。わたしは、テレビのドキュメンタリーを見て、かわいそうねえ……ってつぶやいている人間と変わんないんだ。なぜなら、わたしはいつでもここに逃げることができる、安全で、何でもあって、便利なこの世界に……。

　たとえ、あっちの鈴世や子供が襲おそわれても、わたしだけ逃げることができる……それってものすごい卑ひ怯きよう者だよね。

　夏なつ実みは自じ己こ嫌けん悪おの穴の中に落ち込みそうになった。

　その時。心の中で、もう一人の夏実が目を覚ました。

　でも……自分だけ絶対安全な場所にいる……ってことは、逆に考えれば、わたしにはいつだって逃げられる場所があるってことだよね。だったら、多少の危険なんて、気にすることないってことよね。

　心の中のもう一人の夏実は、前に向かって走り出した。

　そうだ！　いつでもどこからでも、どんな危険な状態からでも、こっちの世界に帰ってこれるなら、わたしだって超能力を持ったスーパーヒーローや、魔ま法ほう使いの女の子と変わんないってことじゃない！　だったら、わたしにできることをやればいいんだ。あの世界を知ってしまった以上、忘れることなんかできない。知らん顔してこっちの世界で生きていく方がよっぽど卑怯者なんだ！

　夏実は椅い子すから立ち上がった。

　あの爺じいさんの言葉だけが頭の中にあった。

『情けは、人のためならず……じゃよ……』

　その言葉が、そのまま杖じよう術じゆつの師匠の言葉に重なった。

　小学校の頃ころ、夏実が杖術を教わった師匠は、当時すでに七十歳を超えていた。

　白髪を長く後ろに伸ばし、さっそうと道場に立つ師匠の姿を夏実は忘れない。

　あの日、道場で正座した夏実に向かって師匠は言った。

『お前さん、さっきの乱取り稽げい古こで、まいったをした相手に向かって何と言った？』

『情けは……ひとのためならず……です……』

　夏実は顔を上げてつづけた。

『だって、あいつまじめに稽古しないんだよ！　稽古しないから弱いんだ。弱いからって情けをかけちゃ、あいつのためにならないじゃないか！』

　師匠は皺しわだらけの顔で微笑ほほえんで言った。

『それは意味が違う。情けは人のためならず、ということわざの意味は、情けをかけるなという意味ではない』

『じゃあ……どんな意味なんですか？』

『困ってる人を見たら、情けを持って接しなさい、なぜならその情けは、回り回って自分に返ってくるからだ、という意味なんじゃ』

　夏実は思い出した。

　そうだ……その後で師匠はこう言ったんだ。

『だが、本当は、ちょっと違うとわしは思う。人の道に貸し借りはないということじゃ。人のために何かをすれば気持ちが良いじゃろう？　たとえ、相手から何も返してもらえなくとも、そういうことをした自分が好きになれる。それこそが相手からのお返しなんじゃよ』

　そうだ……そうなんだよ。

　お母さんだって言ってたじゃない……生きるってことはさ、いろんなイヤなことも多いけどさ、面白いことや、すごい！　って感動することだっていっぱいあるって。

　困ってる人を助けるのに理由なんかいらないってことなんだ。

　どうやって助けるのかを考えればいい。

　なんで助けるのかなんて考える必要ないんだ！

「よし！」

　夏なつ実みは自分に一回喝かつを入れると、電気を消してベッドに横になった。

　もう、迷いはなかった。

　その証拠に、一分しないうちに夏実は寝息を立てていた。




　そして次の日、一学期が終わった。

　学校を出た夏実は、そのまま中央公民館に向かった。

　裏手に回って、あたりに人影がないことを確認した後で、リュックの中から例の爺じいさんに貰もらったモバイルギアを取り出す。

　あっちの世界の鈴すず世よを、そして、子供たちを助けたかった。

　その決心はできた……でも、わたしにいったい何ができるんだろう。

　あの爺さんは、わたしにできることをすればいい、って言ってたけど。わたしにできることって……いったいなんなんだろう？

　えーい、ここでうだうだ悩んでたって答えが出るものじゃない、向こうにいってそこで、何をすればいいのか考えりゃいいんだ。

　胸の前でモバイルを開いた時、夏実は自分が高校の制服のままだということに気がついた。

　いけない！　部室でトレーニングウェアに着替えてくるはずだったのに……。

　今から戻って着替えるのもめんどくさいし、まあいいか、このままだって。

　モバイルの横についているメインスイッチを押す。

　二つに分かれた画面の上の画面が光り出す。

　さて……ホントに跳べるのか……。

　夏実は、息を止めて、そっと右手の人差し指を伸ばした。

　一いつ瞬しゆん……。

　軽い電でん撃げきにも似た感触が身体からだを走り抜けた。

　視界の中で、目の前の中央公民館の建物が、ゆらりと揺れて、元に戻る。

　あたりを見回すと、さっきまであった家並み……それがすべて黒い焼け跡に変わっていた。

　夏実は、大きく息を吐いた。

　……跳べたんだ。













　第十章「お母さんの匂い」







　夏なつ実みは、中央公民館の正面玄関へと回った。

　そこにいた中学生くらいの男の子が、夏実の姿を見て、目を丸くした。

　信じられないものでも見るかのように、二、三回まばたきをした後で、おずおずと声をかけてきた。

「あ……あの……」

「何？　わたしの顔見忘れたの？　朝あさ霧ぎり夏実よ、昨日きたじゃない」

「あ……ああ、そうか、結ゆう城きさんと一緒にきた人ですよね……一いつ瞬しゆん、幽ゆう霊れいが出たのかと」

　夏実は怪け訝げんな顔をした。

「幽霊？」

　その中学生はちょっと赤い顔をしてうなずいた。

「ええ……高校の制服着てる女の人を見るなんて、本当に久しぶりなんです……その……ミニスカートなんてものも……」

　夏なつ実みは思い出した。

　そういえば、この世界の女の子って、みんなジーンズかコットンパンツばっかりだったわよね……スカートなんてはいてる子一人もいなかったっけ。

「自分の家にいって着替えてきたのよ、ちょっとさ、昔の気分になりたくて」

　夏実は、そう言い訳すると、急いで公民館の中に入った。

　階段を昇りながら、夏実は自分のスカート姿が気になった。

　……今日はスパッツもはいてこなかったし……どうしよう。

　三階には、子供たちの姿があった。

　昨日、階段で助けた恒こう一いちという名前の男の子が、最初に夏実を見つけた。

「あーっ！　棒使いのおねえちゃんだ！」

　その声を合図に、わらわらと子供が集まってきた。

「わあ！　きょうはスカートはいてるぅ！　やっぱりおんなだったんだぁ！」

「だれだよぅ！　おとこだって言ったのは！」

「だってよう、こいつ胸ねえじゃん」

　夏実は、そう言って口をとがらせた八歳くらいの、見るからに悪ガキという感じの男の子をにらんだ。

「胸がなけりゃみんな男なの？」

「ひゃあ！　おっかねえ」

　悪ガキは、笑いながらそう言うと、逃げ出した。

　そして、二メートルぐらい離れたところで、くるりと振り返って言った。

「スカートはいてたって、女かどうかわかんないよ～だ！」

「お前なあ……」

　夏実が何か言おうとした時、お尻しりのあたりが、スースーするのに気がついた。

　……あれ？

　振り向くと、三歳くらいの女の子が、不思議そうな顔をして、夏実のスカートを持ち上げて、ぱんつを丸出しにしていた。

「わきゃ！」

　言葉にならない悲鳴をあげて、あわててスカートを押さえた時、夏実は、目の前の階段の踊り場で、こっちを見たまま硬直している立たつ也やに気がついた。

　立也は、夏実の視線に気がついて、あわてて視線をそらした。

「……見たな」

　立也は、何が？　という顔をした。

「いや……別に」

「ことさらに平静を装おうとしてもムダよ！」

　立たつ也やは、困ったように笑った。

「いや……だからさ、何も見てないって……」

「笑ってごまかそうとしてもダメよ！」

　立也は、不ふ機き嫌げんな顔になった。

「いったい僕ぼくが何をしたっていうんだ」

「開き直るのが証拠よ！」

　立也は黙だまり込んだ。

「黙もく秘ひ権は通用しないわよ！」

　立也は、ついにキレた。

「うるさいなあ！　見たくて見たわけじゃない！　たまたまここを通りかかったら……その子が君のスカートをまくってた。……というだけのことじゃないか！　問題があるのはそっちだろう、この状況の中で、なんだよ、そのチャラチャラした高校の制服みたいな服は！」

「みたいな、じゃないわよ、ちゃんとした制服よ！」

「君はバカか？　この時代にそんな格好をするなんて、どんな神経してるんだ？　そんなに男に襲おそってほしいのか？」

　夏なつ実みは、言葉が出なかった。

　法も警けい察さつもない世界をミニスカート姿で歩くことの意味に気がついた。

　立也は、いまいましい……という口調でつづけた。

「まったくもう……このキャンプの連中は何を考えているんだ……組織として統制がとれていないどころの話じゃない。食えもしない本なんてものを集めてる。受験もなくなったというのに子供たちに学校ごっこなんてムダなことをやらせる。ミニスカで歩き回る。あげくの果てにリーダーは結婚して子供を作ってる。こんなデタラメな連中見たことがない」

　夏実は顔を上げて、立也をキッと見つめた。

「子供を産んじゃいけないの？」

「あたりまえじゃないか、子供なんて産んでどうなる？　生まれてきた子供は、地獄のようなこの世界しか知らずに大人になるんだぞ、それをかわいそうだとは思わないのか？」

　夏実は、夕べの母の言葉を思い出していた。

「あんた……つまんない人間なんだね」

「なんだって！」

　立也は本気で怒った。

　その立也の顔を見ながら、夏実は、自分が、妙に冷静になっていることに気がついていた。

　夏実は静かに言った。

「あんたはきっと、子供の頃ころに感動したことがないんだろうな。どこまでも広がっている夕焼け空とか、夕立の雲の中に走る紫のイナズマとか、雨上がりの霞かすみの中に立つ虹にじとかに『すごい！』と思ったことがないんだと思う」

　立たつ也やは、困惑した表情を浮かべた。

「どういう意味だ？」

「わたしのお母さんが言ってたの、生きるって面白い、生きるって楽しいって……だからその面白さや楽しさを教えたくて、わたしを産んだんだって……わたしもそう思う。春の日差しの柔らかさや、夏の終わりの夕方に吹く風、雪の降る夜のしみわたる静けさ……これを感じるって贅ぜい沢たくだと思う。その贅沢を子供に与えることを『かわいそう』なことだと考えるのは、自分が『かわいそう』な人生しか送ってきていないからよ」

「そんなキレイゴト並べるんじゃない！　実際に生きていくだけだってやっとなのに、子供まで育てる余裕がどこにあるんだよ！」

　夏なつ実みは、このバカ……という目で立也を見た。

「あんたが言っていた、その、子供を産んだ母親ってのはね、わたしの親友なんだ……彼女はね、こう言っていたよ。『人間は必ず死ぬ。文明だって滅びる。でも、だからすべてはムダ、じゃなくて、だから今を精一杯生きよう、と思えるのは、この子のおかげだ』ってね、彼女に比べたらあんたなんか、どうしようもない負け犬よ！」

　立也は黙だまり込んだ。

「わたしバカだから……あんたが後生大事に抱え込んでるデータとかいうものの価値なんてよくわかんない。でも、バカなわたしだってわかることが一つだけある。あんたの大事なデータとやらを見る人がいなくなったら、それがいったい何の役に立つの？　誰だれかが子供を産んで、誰かが育てなきゃ、未来はどうなるの？」

「未来……？」

　立也は、その言葉に、ほっぺたを殴りつけられたような気がした。

　自分が生きているこの瞬しゆん間かんが、未来につながるなんて考えたこともなかった。

　立也は、夏実を正面から見ることができなかった。

　どうしていいかわからなくなった立也は、黙って下を向くと階段を降りていった。

　立也を見送った時、夏実は、再びお尻しりのあたりに、さわさわと誰かが触る感触に気がついた。

「うひ！」

　見ると、さっきと同じ女の子が、夏実のスカートを持ち上げて顔を押しつけていた。

「ちょっと、やめてよ！　わたしのスカートで顔なんか拭ふかないでよ！」

　女の子の手からスカートを振り払おうとした時、その子は顔を上げて微笑ほほえんだ。

「おねえちゃん……カレーの匂においがする……」

　……え？　カレー？

　と、考える暇もなかった。

　その子の言葉を聞いた子供たちが、いきなりわらわらと寄ってきて夏実にたかると、制服に顔を押しつけてくんくんと匂においを嗅かぎ始めた。

　うひゃ～……なんか、小犬の群れの中にほうり込まれたって感じ。

　そう夏なつ実みが思うのと同時に子供たちが歓声をあげた。

「ホントだぁ！　カレーだぁ！」

「いい匂い～」

「うまそ～だなぁ」

「おねえちゃん！　カレー食べたいよぉ！」

　夏実はあせった。

「ちょっと待ってよ、いきなりそんなこと言われても……」

　その時、夏実は、最初にスカートに顔を押しつけていた女の子が、涙ぐんでいるのに気がついた。

「どうしたの？」

　その子は、下を向いて、ぽつりと言った。

「……お母さんのカレーの匂いがする……」

　その言葉を聞いたとたん、さっきまで夏実の制服にしがみついてわいわい言っていた子供たちが静まり返った。

　やがて……その中の一人が泣き出した。
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　その泣き声はみるみるうちに子供たちの中に広がっていった。

　悪ガキが、叫んだ。

「こら！　お前ら、泣くんじゃねえ、泣いたって母ちゃんは帰ってこねえんだよ！」

　女の子が、その悪ガキに向かって言った。

「博ひろ之の助すけにいちゃん……むつみ……お母さんのカレーが食べたい」

　博之助と呼ばれた悪ガキの目にも、みるみるうちに涙がたまってゆく。

　この二人は兄妹なんだ……。

　夏なつ実みは、その兄妹が、親とカレーを食べている家族の姿を思い浮かべた。

　テレビのＣＭのようなその光景は、テレビの中にだけ存在していたんじゃない……そう……きっと日本中の家族の数だけ存在していたんだ。

　この子たちにとって……いや、日本中の子供たちにとって、お母さんの匂においって、カレーの匂いなんだ。

　……だとしたら。

　夏実はうなずいた。

　決めた！

　わたし、カレー作る！

　カレー作って、この子たちに食べさせる！

　この子たちが、お父さんやお母さんのことを忘れないように……幸せな日々を忘れないように、カレーを作ってやるんだ！

　わたしにできることって、きっとそれなんだ。

　夏実は、涙ぐんでいる博之助に話しかけた。

「ねえ、博之助、あんた、カレー食べたい？」

　博之助は、手のひらで、ぐい、と涙を拭ふいて言った。

「あたりまえじゃん、でも、どこにもカレーなんかないじゃないか」

「じゃあ、お姉さんがカレーを持ってきて作ってやる」

　博之助の目が真ん丸になった。

「どこから持ってくるんだ？」

「それはヒミツ、お姉さんはね、そういった品物がある場所を探し出すのが得意なんだ」

　二人の会話を聞いていた子供たちが、口々に聞いてくる。

「ねえ、ホント？　ホントにカレー作ってくれるの？」

「ご飯の上にかかったカレーだよ」

「スープじゃなくて……にんじんさんや、じゃがいもくんが、ちゃんと入ってるカレーが食べられるの？」

　夏実は、子供たちに笑いかけた。

「そうだよ、お姉さんが、本当のカレーを作ってあげる。だから、いい子にして待ってな！」

　子供たちの歓声を背中に聞きながら、夏なつ実みは走り出した。




　階段を駆け降りてゆく夏実を、立たつ也やは下の階段の影で見送っていた。

　夏実に言われた言葉と、子供たちの声が、立也の頭の中を回っていた。

『誰だれかが子供を産んで、誰かが育てなきゃ、未来はどうなるの？』

　……未来か。

　僕ぼくは、そんなことを考えたこともなかった。いや、考えたくなかった。

　今、この瞬しゆん間かんだけを生きていればいい……未来は、世界とともに消えてしまったのだ。そう思い込みたがっていたんだ。

　なぜなんだろう？

　自分の未来を思い浮かべようとしたその時、立也は気づいた。

　明日のこと、そして、一年後のこと。その、すべてが過去の思い出と結びついていることに……。

　そうか、僕は過去を思い出したくなかったんだ。

　未来のことを考えなければ、幸せで、そして平和だった日々のことを思い出さずに済む。

　目の前にある現実から、逃とう避ひし続けることができる。

　自分の未来を思い浮かべられない人間に、他人の未来なんて考えることなど、できるわけがない。

　僕の生きてゆく世界を、そしてあの子供たちが生きてゆく世界を作るのは、どこかの誰かなんかじゃない、この、僕なんだ。

　自分が、目の前にあるすべてのことから逃げつづけてきたことに気がついた時、立也は自分が、ものすごく卑いやしい存在のように思えた。













　第十一章「ブルーベリー事件」







「カレー？」

　鈴すず世よの声はひっくり返っていた。

「うん、カレー作ろうと思うんだけどさ、材料はどんなものがあるのかと思って……」

　鈴世は、目を丸くしたまま夏なつ実みの顔を見ていたが、やがて、大きくため息をついた。

「材料も何も……食べるものは、みんなで手分けして、焼け残った家や倉庫を必死に探してくるんだ。最近は随分遠くまで探しにいってるんだよ……」

　夏実は自分の無神経さに、いたたまれなくなった。

　そうか……簡単に作れるんだったら、子供たちがあんなに騒さわぐわけがないんだ。

「ごめん……ここの実状も知らないでノーテンキなこと言っちゃったね」

「気にすることないよ、それより夏実、あんた夕べどこにいってたの？　それに、その格好はなんなの？」

　鈴世の目には、瞳ひとみの代わりに「？」マークがついているようだった。

「あ、わたし？　家に帰ってたのよ、どんな風になってるか知りたくて。この制服もそこで着替えたの」

　夏実は必死に言い訳した。

「ふーん……そうなんだ。確かにあんたの家のあるあたりは焼け残ってるけど……よく、あんな廃はい墟きよの中でひと晩過ごせるね……まあ、それができるから、松まつ本もとからここまでこれたんだろうけどさ……夏実のいた松本のキャンプって、きっと物がいっぱいあるんだろうね」

「うん……農家がいっぱいあるから……」

　夏実はとっさに噓うそをついた。

「農家かあ……この街を離れて、どこか自給自足できる場所にいきたいと思うこともあるんだけど、まったく知らない場所にいくには、やっぱり勇気がいるんだよね。その場所が、ここよりいいって保証はないんだもの」

　鈴世はそう言うと天井の蛍けい光こう燈とうを見上げた。

「それに、何よりここには電気があるわ。太陽電池だから天気の良い昼間は、使い放題なんだよ、夜はバッテリーに充電したぶんしか使えないけど。それでも普通の電気製品が使えるってとってもありがたいんだ」

「そうか……考えてみれば、文明的な生活って全部電気で成り立ってるんだ。掃除も洗せん濯たくも、テレビもパソコンも……」

　そう、つぶやいた時、夏なつ実みの脳裏に、立たつ也やが自慢げに見せていたパソコンの画面が浮かんだ。

「そうだ！　ねえ、鈴すず世よ、結ゆう城きくん知らない？　ほら、昨日わたしと一緒にきた、あのパソコンオタク」

「結城くんなら、一階の管理室じゃないかな。データの保存の件について呉くれ雄おさんに大事な話がある、とか言ってたから」

「一階の管理室ね、ありがと」

　夏実は、そう言い残すと、階段を走り降りた。




　管理室のモニターには、今現在の太陽光発電量の数字が映っていた。

　真夏のこの季節。屋上に並べられた太陽電池パネルの発電量は、ほぼ最大量だった。

　そのモニターの前に座っていた瀬せ見みは、目の前に立っている立也に向かって、静かに言った。

「どういう風の吹き回しだね……結城くん」

「……ですから……その……僕ぼくは思い違いをしていました。僕は、自分のことしか考えていませんでした。いえ、僕は自分のことと、今のことしか考えていなかったんです。僕は……明日のことも子供たちのことも考えてはいませんでした……」

　瀬見は微笑ほほえむと、目の前にある椅い子すを指差して言った。

「そうか、まあ座りなよ、立ったままじゃ話もできやしない」

「失礼します」

　小さく頭を下げて椅子に座った立也に向かって、瀬見は話しかけた。

「君は、十年後のことを考えたことがあるかい？」

　立也は一いつ瞬しゆん目を見開いた後で、小さく答えた。

「十年後……ですか？」

　そんな先のことなんて考えたこともなかった。

　この地獄が始まる前ですら考えたことがなかった。

　瀬見は、立也の心を見透かしたように言った

「そんな先のことなんて考えたこともなかっただろう。実を言うと、俺おれだって、そんなことは考えたこともなかった。まあ、それがあたりまえだな。未来ってのは、いつも漠然としていて、どんな形をしているのか、誰だれにもわからないものなんだ。でも、僕は気がついた、未来の形にね」

　瀬見は微笑むと、言葉を付け足した。

「知ってるかい？　未来って、子供の形をしてるんだぜ」

　立也は、瀬見の言っている言葉の意味がわかるような気がした。

　瀬見は、言葉をつづけた。

「俺おれたちは、文明のすべてを失おうとしている。確かに、今、世界にモノはあふれている、消費する人間の数が激減したのだからね……でも、その残っている品物を消費しつくした時、俺たちの子供たちは、それを作り出すことはできないだろう……だから俺は、みんなに食料だけじゃなく、焼け残った本屋や図書館から本を集めるように指示した」

「体育館に山積みになっている本の山の正体はそれだったんですね」

　瀬せ見みはうなずいた。

「子供たちに残すべきもの、それは知識だ。ガソリンを精製する知識、薬物の知識、病気の知識、そういった知識を、次の世代に残していかなければ、俺たちの子孫はスニーカーとジーンズを身につけた原始人になってしまうだろう」

　この時、立たつ也やは、あの学校ごっこの目的を理解した。

　あれは、バカげたことでもなんでもなかったんだ。

　受験も進学率も関係ない世界だからこそ……本当の知識が必要なんだ。

　立也は顔を上げた。

「さっき、この施設の事務所にあるコンピュータを見てきました。ここのＯＳはＵＮＩＸですから僕ぼくの持っているデータがそのまま使えます……僕の持っているデータと検索システムには、備蓄物資のデータだけでなく、ありとあらゆる項目について基本的なデータが登とう録ろくされています。農業の知識、化学物質の合成の知識、そういった知識は、このキャンプにあってこそ役に立つものだと思います」

　瀬見は、再び微笑ほほえむと、右手を差し出した。

「俺は、君がこのキャンプにきた時、歓迎する……って言ったよね、今日、その言葉の前に『心から』という言葉を付け足したいと思うよ」

　立也が、その右手を握り返した時……管理室に夏なつ実みが飛び込んできた。

「あ、結城くん、こんなところにいたんだ、捜してたんだよ」

「僕を？　なんで？」

　いぶかしげな顔をする立也に向かって夏実は言った。

「あんたのパソコンのデータに、カレーの材料のある場所は入ってないの？」

「へ？」

　わけがわからない……という顔をする立也に向かって、夏実はつづけた。

「あんたのパソコンには、お米のある場所とか、ガソリンのある場所とかが、すぐにわかるデータが入ってるんでしょ。だったらタマネギやジャガイモなんかの場所だってわかるんじゃないの？　って聞いてるのよ」

「米やガソリンは、政府の許認可関係だからデータが残っているけど、野菜を保存管理してる国の機関なんかあるわけないじゃないか！」

　顔に落胆の色を浮かべて夏実はいった。

「なーんだ、偉そうなことを言ってても、タマネギのある場所すらわからないなんて、そのデータとやらも、たいしたモノじゃないのね。仕方ない、あんたは、お米を持ってきてよ、カレーはわたしがなんとかするから」

　瀬せ見みは、立たつ也やと顔を見合わせると、わけがわからないという顔をして聞いた。

「君は、一体何の話をしてるんだ？」

　夏なつ実みは、きょとんとした顔をして言った。

「あれ？　言わなかったっけ、子供たちにカレー作ってあげるって約束したのよ」

「カレー？」

　瀬見と立也は思わずハモってしまった。

「そう、カレー。夏のキャンプにはやっぱりカレーでなくちゃ」

　しれっと答えた夏実に向かって瀬見が答えた。

「確かにカレーを作ってやれば、きっとみんな大喜びだろう……でも、どうやって作るつもりなんだ？　米は、なんとかなるかもしれない。ジャガイモも、なんとかなるだろうな、畑から収しゆう穫かくしたヤツがあるから……ニンジンとタマネギも探せば見つかるだろう、しかし肉はどうするんだ？　それより何より肝心のカレーがないじゃないか」

「カレー粉もないんですか？」

　瀬見は肩をすくめた。

「香辛料なんてものは、食料が足りている時に初めて必要になるものなんだ。今、俺おれの目の前に小麦粉とカレー粉があったら文句なしに小麦粉を取るだろうね。街が焼けていなければ、いくらでも手に入ったかもしれないが、市街地のほとんどが焼け落ちたこの街ではどこを探してもカレーなんて手に入らないだろう」

　考えが甘かったなあ……仕方ない、元の世界で買ってこよう、またお小遣いが減っちゃうなあ、今月ピンチかも。

　眉まゆをひそめて考え込む夏実に立也が言った。

「でも、小麦粉を持ってく人間は、カレー粉を置いていくってことですよね。だったら探せば見つかるんじゃないかな？」

　夏実は、顔を上げてちょっとびっくりしたような目で立也を見た。

「ずいぶん前向きなこというじゃない、あんたのことだからどーせ、どこを探したってあるわけない、そんなことはムダだ……って言うと思ってたのに」

　立也は、ちょっと照れたような表情で頭を搔かいた。

　昨日、夏実に助けられた時も、僕ぼくは自分が恥ずかしかった。

　この子は楽天的なんかじゃない。ただ、前を向いているだけなんだ。

　やっぱり夏実には、かなわない。

　立也は素直に頭を下げた

「ごめん、きっと、僕ぼくは、君たちがうらやましかったんだと思う」

　夏なつ実みは、ちょっと驚おどろいた。

「別に、わたしになんか謝あやまんなくてもいい、鈴すず世よや子供たちを邪じや魔ま者扱いしなけりゃそれでいいよ」

「邪魔者扱いするつもりじゃなかったんだけど……そう取られても仕方ないようなことを言ってしまった……悪かった……」

「わかってくれればいいんだ、知ったようなこと言ってるわたしだって、ホントはなんにもわかってないのかもしれないしね」

　夏実はそう言って笑った。

　その、夏実の微笑ほほえみを見た時、立たつ也やは思い切って話しかけた。

「昔から……そう、ブルーベリー事件の時から、僕は君にかなわないんだな」

　夏実は、怪け訝げんな顔をした。

「え？　ブルーベリー事件って？」

「覚えていないんだ、僕はいまだにブルーベリージャムが食べられないんだよ」

　夏実の記き憶おくの片隅にひっかかるものがあった。

　子供の頃ころ……そう、幼稚園の頃に、ブルーベリーに関係する事件があったような気がする。

　なんだっけ……。

　断片的な記憶がよみがえる。

　紫色に染まった手、ぐったりした男の子、そして走り去る救急車……。

「あ！　あんた、昔、救急車で運ばれたことない？」

「そう、思い出してくれた？　ほら、東ひがし飛白かすり団地に住んでた頃の話だけど」

　夏実は東飛白団地という言葉に聞き覚えがあった。

　それもそのはず、子供の頃夏実も東飛白団地に住んでいたのだ。

　もっぱら悪ガキどものリーダーとして、毎日毎日近くの用水でオタマジャクシや、ザリガニを捕まえたり、カブトムシを探しに雑木林を走り回っていた覚えがある。

「ブルーベリー事件？　なんのことだい？」

　二人の会話を聞いていた瀬せ見みが、笑って聞いた。

　立たつ也やは、半分笑いながら答えた。

「ヨウシュヤマゴボウって草知ってますか？」

「知らんが……その草がどうかしたのかい？」

「今頃の季節に荒れ地に生えている野草なんですけど、赤紫色の実をいっぱいつけるんですよ、毒性があるんですけどね。僕は昔、ままごと遊びの時に朝あさ霧ぎりさんにその実をブルーベリーだと言われて食べさせられたことがあるんです」

「毒なんだろう？」

「ええ、救急車で病院に運ばれて胃洗浄されて一命をとりとめました」

　夏なつ実みは、すべてを思い出していた。

「無理やりなんて食わせてないよ！　あんたが自分で食ったんじゃないか」

「僕ぼくは、あの時のことをしっかり覚えてるよ、朝あさ霧ぎりさんは確かあの時、こう言ったんだ、妻は夫の言うことを聞くものだってね」

「夫？　夏実くんが夫だったのかい？」

「ええ、いつもそうでした。幼稚園の先生も僕たちのことを『男と女と生まれ間違った』と、いつも言っていましたから」

「悪かったわね！　だって、あの実が毒だなんてわたしは知らなかったんだから仕方ないじゃない。それにその朝霧さんっていい方やめてよ、夏実って呼んで、そっちの方が呼ばれるのに慣れているから」

「じゃあ、夏実くんて呼ぼうかな……僕は知っていたんだよ、あの実が毒だって……」

「何よ、あんた、あの実が毒だと知ってて食べたってわけ？　バカじゃないの」

　ケラケラと笑う夏実を見て、立たつ也やは仕方ないな……という風に肩をすくめた。

「さてと、じゃあカレーを探しにいってきます」

「探す……って、どこか、当てでもあるのかい？　この辺のスーパーや商店はもう空っぽだぞ」

　部屋の出口で振り向いた夏実は、にっこり笑うと人差し指を振って言った。

「心配ご無用！　わたし、幸運の女神なんですから」













　第十二章「そして現実」







　夏なつ実みは、借りた自転車に乗ってこちらの世界にある自分の家に向かった。

　鈴すず世よから、南みなみ沢さわ一丁目の住宅街の大半は焼けてしまったが、夏実の家のある南東の一角の五、六軒の家だけが焼け残っていると聞いていたからだ。

　黒い焼け跡の中を走って家の近くにくると、自分の家がわかった。

　夏実は、妙にうれしくなって、自転車のスピードを上げた。

　今日の朝出てきた家と同じ家の前に立って夏実が二階を見上げると、そこには見覚えのある柄のカーテンが風に揺れていた。

　周りを見回しさえしなければ、それは、いつもの風景だった。

　玄関の前に立ってドアノブを回すと、ドアは、そのまま開いた。

　一年半放置され、略奪された室内は荒れていた。

　リビングルームも荒れ果てていたが、奥のキッチンの荒れ方の方がすごかった。

　食器棚やストッカーの引き出しは全部開けられて、中に入っていたはずの小麦粉や乾めんなどは、すべて持ち去られている。

　この家を荒らした人間の目的は、きっと、食べるものだけだったんだろうな。

　夏実は、家を荒らしたその人間を責める気持ちにはなれなかった。

　ダイニングのテーブルの上に散らばる、さまざまな書類を、なんの気なしに見た夏実の目は、そこに書かれている文字に気がついた。

『朝あさ霧ぎり夏実様の隔離病棟への移送について……』

　……え？　わたしのこと？

　夏実は、その書類を取り上げて詳しく読んでみた。

　難しい言葉が並んでいたが、それは、どうやらこの世界の自分が伝染病に感染したという通知らしかった。

　夏実の目はその文書の一番最後の行にクギづけになった。

『救命率はきわめて低く、また二次感染を防止する目的から遺い体たいを自宅にお返しすることはできなくなると思われますので、ご了承下さい……』

　……そうか。

　この世界のわたしは……きっと死んでいるんだな。

　夏実にとって、その事実は現実感のない事実だった。

　その書類をくしゃくしゃと丸めて、夏実はつぶやいた。

「でも、わたしは生きているんだよね……さて、スパイスボックスは無事かな？」

　椅い子すを踏み台にして、釣り戸棚の中を覗のぞき込んだ夏なつ実みは、安あん堵どのため息とともに、大きな密閉容器を取り出した。

　やった！　盗とられてない！　やっぱりスパイスは、お腹なかの足しにはならないから、持っていかなかったんだわ。

　蓋ふたを開けると同時に鮮せん烈れつな香気が立ち昇った。

　クミンと、コリアンダーと、ターメリック。よし、カレー粉の三大要素は大丈夫と。

　密閉容器の蓋を閉めて、夏実は家の中を見回した。

　この世界のお父さんや、お母さんや、仁ひと志しはどうなっちゃったんだろう。

　嫌な想像が頭をよぎる前に、夏実はその想像を振り払った。

　関係ないわよね、ここはわたしの世界とは別の世界なんだもの……それよりせっかくうちに帰ってきたんだから、ついでに制服を着替えておこうかな。

　夏実は、階段を昇って自分の部屋に入った。

　半分開けっぱなしになっていた窓から雨やホコリが吹き込んだのだろう、ベッドの上に敷しいたままの布団と床のカーペットには大きなシミができていた。

　うへ……ひどい状態、洋服は大丈夫かな……。

　窓から一番奥にあるタンスの引き出しからジーンズを引っ張り出して、高校の制服のミニスカートとはき替えようとして、夏実は愕がく然ぜんとした。

　うわ……キツイ！　一年前のジーンズがはけないなんて！

　どうしよう……あ、そういえば！

　夏実は、押し入れの奥の引き出しケースを開けて、そこから青いサテンの生地の服を引っ張り出した。

　確かこれはサイズが大きすぎて仕舞ってあったヤツだっけ。

　それは、以前父が出張先の上シヤン海ハイで買ってきた女の子向けのカンフー用の稽けい古こ着だった。

　着替えた後で、夏実は手足を振り回してみた。

　うーんやっぱり動きが楽よね、それに半はん袖そでで夏向きだし、これにしようかな。

　脱いだ制服をたたんでリュックに仕舞い込みながら、夏実は姿見に映った自分の姿に気がついた。

　あちゃーこれじゃあ正真正銘の孫そん悟ご空くうだ。もっとマシな服なかったっけ。

　夏実は、洋服ダンスの扉とびらを開けてみた。

　そこには、一年半前の自分が着ていた服が、そのままかかっていた。

　あ、中学の制服に……通学ジャージ……。

　それを見た時。夏実の胸が急に苦しくなった。

　きっと……あの頃ころの自分と同じ生活が、ここにあったんだ。

　自分が死んじゃうなんて、思いもしない日々。

　今日と同じ明日がくるって無条件に思い込んで、疑いもしなかった日々。

　夏なつ実みは、思わず目の前の中学校の制服を抱きしめた。

　そのまま洋服ダンスの前にしゃがみ込む。

　夏実は泣いていた。

　心のどこかにあった、夢のような非現実な感覚。

　この世界にきた時からずっと心を覆おおっていた薄うすいラップのような皮膜が、溶けていくのがわかった。

　ここだって、わたしの部屋だったんだ……そして、この世界だってわたしの世界だったんだ……。

　夏実は、しばらくそのまま動かなかった。

　やがて、部屋の中を風が吹き抜けた。

　壁かべにかかったカレンダーが、こそり……と音を立てた。

　その音に気がついたように顔を上げた夏実は、ぐい、と涙をぬぐい、立ち上がった。

　抱きしめていた中学の制服を、もう一度洋服ダンスに戻して、扉とびらを閉め、そして扉におでこをくっつけて、つぶやいた。

「さよなら……あんたのぶんも……わたし、がんばるからね」

　そして、部屋を出ようとした時、夏実はベッドの脇わきに目覚し時計が転がってるのに気がついた。

　夏実はその目覚し時計を手に取った。

　一年半放置された目覚し時計は止まっていた。

　これは……形見だね……わたしは生きてるけど……もう一人のわたしの形見なんだ。

　夏実はその時計をリュックに入れて立ち上がると、部屋を出た。

　家を出ると、夏実は借りてきた自転車にまたがったまま、もう一度家を振り返った。

　そして、一回大きくうなずいて夏実は走り出した。




「ホントにすごいですねえ、夏実さんって」

　大おお鍋なべの向こうで目を輝かがやかせて花はな美みが言った。

「すごいって……何が？」

　公民館の食堂の厨ちゆう房ぼうで、みじん切りにしたタマネギを、大きな中華鍋で炒いためながら夏実が聞いた。

「だって、どこを探しても見つからなかった業務用のカレールウやコンビーフを探してくるなんて本当にそん……いえスーパーマンみたい」

「今、孫そん悟ご空くうみたいだ、って言いそうになったでしょ」

「あ、いえ、その……」

　花はな美みは真っ赤になった。

「いいのよ、ホントのことなんだから。女のくせに棒振り回して男を叩たたきのめして喜んでる色気のカケラもない女なんだもの」

「そんなことありません！」

　花美は本気になって否定した。

「朝あさ霧ぎりさんは、とっても魅力的だと思います、行動的だし、明るいし。女はいつも弱くて、守られて当然、そしてそういう女じゃなきゃかわいくない。なんて考えてる男どもがバカなんだと思います！」

「それって、裏返して言えばわたしは、かわいくないってことね」

「あ……そんなつもりじゃないんです！」

　夏なつ実みは笑いながら顔の前で手を振った。

「冗談よ、気にしないで……さて、タマネギの炒いためが終わったよ、あとはこいつをその大おお鍋なべに入れて煮込んで、カレールウを入れて、できあがりってわけ」

　花美が片方の鍋を指差して聞いてきた。

「こっちが辛口でしたっけ」

「そう、そっちにはこれからさらにスパイス足して、大人向けにするつもり。買ってきたカレーは子供向けの甘口だから」

「買ってきた……って？」

　怪け訝げんな顔をする花美を見て、夏実は自分がつい、本当のことを口走ってしまったことに気づいた。

「言い間違いよ、探してきたカレーってこと。焼け残った安売りスーパーの建物の中から探してきたから、つい店で買ったような気がしちゃって……」

「安売りスーパーですか……」

　花美は鍋を見つめてつぶやいた。

「ほんと……品物があふれてましたよね……売れ残ったハンバーガーやおにぎりが捨てられてたなんて、そしてそれがあたりまえだったなんて信じられませんよね」

　夏実は、さっき業務用のカレールウと、精肉の代わりにするコンビーフを買うために跳んだ自分の世界のスーパーの光景を思い出していた。

　ありとあらゆる品物が、ぎっしりと並んでいる棚の前で、夏実は一いつ瞬しゆん、この店ごと持っていきたい！　……と本気で思った。もし、夏実の手元に、それができるだけの大金があったら、本当にそうしただろう。

　夏実は目の前にある大鍋に炒めたタマネギを入れてかき回しながら考えた。

　……無力な高校生には、カレーを作るぐらいしかないってことなんだろうなあ……でもいいか、何もしないで後悔するより、たとえカレー一杯でも、あの子たちに食べさせてあげることができるなら、そっちの方がいいに決まってるもの。

　その時、子供たちの声が厨ちゆう房ぼうにはじけた。

「夏なつ実みねーちゃん！　カレーまだあ？」

「ぜーんぜんカレーの匂においがしないよお、ホントにカレー作ってるの？」

「ばかだなあ、カレーの匂いがしなくても、いい匂いしてるじゃんか、これからカレーを入れるんだよね！」

　花はな美みが、子供たちに向かって言った。

「あんたたち！　教室で待ってなさいって言ったでしょ！　結ゆう城きさんがコンピュータでいろんなこと教えてくれていたんじゃないの？」

「結城にいちゃんもいっしょにきてるよ」

　見ると、子供たちの後ろにばつが悪そうな顔をした立たつ也やが立っていた。

「あんたねえ……」

　腰に手を当てて、何か言いたそうな夏実に向かって、立也は必死に言い訳した。

「僕ぼくはダメだって言ったんだけど、タマネギを炒いためた匂いがし始めたら、もうみんなカレーだカレーだって騒さわいじゃって……言うこと聞かないんだよ」

「仕方ないなあ……あんたたち、そこでおとなしく見てなよ、うるさくしたヤツにはカレー食べさせないからね！」

　子供たちは無言でこくこくとうなずいた。

　夏実がリュックの中から業務用のカレールウの大箱を取り出したとたん、子供たちの間から驚おどろきの声があがった。

「なにそれ！　すげーでっかいカレー！」

「これは業務用よ、これ一個で普通の家庭用カレー五個ぶんあるんだよ」

　そう解説してから夏実はカレールウを箱から取り出し、溶け残りができないようにまな板の上で刻んだ後、一気に大おお鍋なべの中に投入した。

　フレーク状のカレールウが溶けるまでおたまでかき回す。

　溶けたカレールウが、とろみと化した時、大鍋の中には、見事なカレーができあがっていた。

　厨房の湯気の中にカレーの芳香が広がっていく。

「カレーだ！」

「カレーだ！」

　わいわい騒ぐ子供たちに向かって、夏実は命令した。

「よーし、甘口カレーはこれで完成よ！　わたしが大人向けの辛口カレー作ってる間に、あんたたちは、カレーを食べる準備をするように！」

　歓声をあげて食器やスプーンを取りに走り出した子供たちを満足そうに見送った夏実は、

所在なさげに立っていた立たつ也やに向かって言った。

「あんた、やることないならゴミでも捨てておいてよ」

「あ、そうだね、何か手伝わなきゃって思ってたんだ」

　立也は微笑ほほえむと、カレールウの空き箱などをゴミ袋に詰め込み始めた。

「それにしてもすごいな君は、こんな品物をちゃんと見つけてくるんだから……僕ぼくなんか、あれから半日探したのに、業務用のコショウを二缶かん見つけるのがやっとだった」

　夏なつ実みは、ちょっと驚おどろいた。

「へえ……あんたもカレー探しにいってくれてたんだ」

　厨ちゆう房ぼうの調理台の上に置かれている、青地にギャバンとローマ字で書かれた二つの四角い十八リットル缶を見ながら立也は答えた。

「うん、少しは君の役に立とうかと思って……でも、あれしか見つからなかった……未開封だったから、まだ中身を確認してないけど、ラベルに、極細挽びき黒胡こ椒しようって書いてあったからきっとそうだと思う」

「カレーにはそんなに使えないけど、きっと役に立つ時がくるよ、ありがとう結ゆう城きくん」

　ちょっと照れた顔をして、ゴミ袋を提げて厨房を出ていった立也を見送って、花はな美みが言った。

「結城さんって……やさしいですよね」

「まだちょっとオタクっぽいけど、ここにきた時よか前向きになったことは確かだね。昔はぴーぴー泣いてばっかりだったんだよ、あいつ」

「いいなあ……」

　花美がつぶやいた。

「え？　何が？」

「だって、幼なじみみたいな人が生き残ってるなんて……すっごく運がいいことじゃないですか、自分と同じ過去を持ってる人って、とっても大切な人だと思いますよ」

「そんなものかなあ」

　肩をすくめた夏実が、カレーをかき回した時……。

『へっくし！』

　厨房の裏手にあるゴミ捨て場で、立也がくしゃみをした。

「カレー粉が、鼻に入ったかな？」

　独り言をつぶやいて、立也はゴミ袋の中身を燃える紙類とプラスチック類とに仕分け始めた。

　業務用カレールウの空き箱を手に取って、立也は感心したようにうなずいた。

　それにしても、こういった品物を探してくるなんて、本当に夏実くんはたいしたものだよなあ……。

　なんの気なしに、その空き箱をひっくり返した立也の目が、細くなった。

　立也の目が吸い寄せられたのは、箱に打たれた賞味期限の数字だった。

　……なんでこんなに期限が長いんだ？

　どんなに新しいものでも最低一年半以上過ぎているはずなのに……。

　ゴミの山を前に、立たつ也やは考え込んだ。




「さーて、そろそろ大人向け辛口カレーのスパイス調合を始めるとするか」

　そう言うと、夏なつ実みは厨ちゆう房ぼうのステンレスの調理台の上に置いてあった密閉容器からスパイスの入ったビンを取り出して並べ始めた。

「それ、なあに？」

　カレー用の皿を抱えて通りかかった博ひろ之の助すけが不思議そうな顔で聞いてきた。

「あ、これ？　カレー粉の材料よ。こういったいろいろなスパイス……ったってわかんないかな、香りのもとを何種類も混ぜてカレー粉を作るの」

「へえ！　カレーっていろんな粉を混ぜて作るんだあ、おれ、今までカレーの木ってのがあって、その実からカレーってできるんだと思ってた」

「カレーの木かあ……そんな木があったら便利だよね」

　夏実は笑いながらスパイスのビンを開けて、ひとさじずつボウルに入れ始めた。

　えーとクミンシードにターメリック、フェンネルにカルダモン、ローズマリーと……。

「あ、お菓子の匂におい！」

「え？　あ、それはシナモンよ、クッキーなんかによく入れるよね」

　その時、博之助が容器の中からスパイスのビンを一本取ったのに、夏実は気がつかなかった。

　えーと、あとはカイエンペッパー……あれ？　どこにいっちゃったのかな？

　あたりを見回した夏実の目に、ペッパーのビンを持って逃げてゆく博之助の姿が映った。

　あのバカ！　シナモンと間違えたな。

「こら！　それはトンガラシよ！　とっても辛いんだ！　返しなさい！」

　博之助は走りながらペッパーのビンのフタを開けた。

　そして、そのまま厨房に入ってきた立たつ也やと激突した。

　厨房の入り口あたりに、ぱっと赤い煙のようなものが立ちこめた。

　頭からカイエンペッパーを浴びた博之助の悲鳴が響ひびきわたった。

　目を押さえてくしゃみをくり返している二人に走り寄った夏実は、博之助の手を押さえた。

「目をこすっちゃダメ！　すぐに洗ってあげるから！」

　立也が、目を押さえて立ち上がった。

「まいった！　こりゃなんだい？　催涙ガスか？」

「博之助が、トンガラシの粉持ってたのよ、大丈夫？　冷水で、よーく洗ってあげて、目や鼻の中もちゃんと洗わないとヤケドみたいな症状になっちゃうこともあるから」

「わかった、博之助と一緒にシャワー浴びてくる」

　泣き叫ぶ博ひろ之の助すけを連れて厨ちゆう房ぼうから出ていった立たつ也やを見送った夏なつ実みの後ろから、花はな美みがおろおろした声をかけた。

「夏実さん……これ……どうしましょう……」

「え？」

　花美の指差した先には、大人向けのカレーの入った大おお鍋なべの真ん中に着地して、中身をぶちまけているカイエンペッパーのビンがあった。

　中身は、半分以上残っていたらしい。

「氷水をいっぱい用意した方がよさそうね……」

　夏実の言葉に花美は無言でうなずいた。




　そして、カレーパーティが始まった。

　みんなで一緒に食べた方が楽しい、ということで、狭い食堂ではなく、玄関前のポーチに青い作業シートを広げて、そこでカレーを食べることになった。

　沈んでゆく夏の夕日に照らされたキャンプのメンバーたちの顔は、上気したように赤く染まっていた。

　いや……本当に上気しているのかもしれない。

　玄関前のポーチは、笑い声と子供たちの歓声が反はん響きようし合った、わーんという響ひびきに満たされていた。

　その光景を見ながら、瀬せ見みがつぶやいた。

「本当に……久しぶりだな」

　カレーの皿を載っけたお盆を持って、横を通り抜けようとした夏実が、そのつぶやきを聞きつけた。

「久しぶりって……カレーがですか？」

「あ、いや、カレーもそうだが、こんな風に笑うメンバーの顔を見るのがね。これは全部君のおかげだと思う……このキャンプの全員を代表してお礼をいわせてくれないか？」

　夏実は目を丸くして首を振った。

「とんでもありません！　これはわたしの力じゃありません、カレーの力だと思います」

「カレーの力？」

「はい！　カレーって、なんかこう……パワーがある食べものって感じしませんか？　栄えい養ようとかそんなものじゃなくてオーラのようなものがあるような気がするんですよ」

「オーラねえ……」

「人間って、どんな時でもお腹なかが空きます、つらい時でも悲しい時でも。でも、それは生きてる証拠だよって身体からだが心に教えてくれているんだと思うんです。生きなきゃダメだよ、何か食べて、生きなきゃダメだよって、一いつ生しよう懸けん命めい教えてくれているんだと思うんです。だから……そんな時は、心と身体からだにパワーをくれるカレーを、お腹なかいっぱい食べるのが一番いいと思うんですよね」

　瀬せ見みはくすり、と笑った。

「わたし……変なこと言いました？」

「君は面白いなあ……あ、いや、変だとかそういう意味じゃなくてね。鈴すず世よが言ってたんだけど、君がきてからここの雰囲気が、がらっと変わって、なんというか……みんな、前を見るようになったんだそうだ」

「前を見るようにですか？」

　瀬見はうなずいた。

「ああ、鈴世に言わせると、今までは一メートル先しか見ていなかったのが、少なくとも十メートル先を見るようになったそうだよ」

　夏なつ実みは思わず笑ってしまった。

「鈴世らしい言い方ですねえ」

「ああ、でも本当のことだと俺おれは思うな」

　瀬見がそう言って微笑ほほえんだその時。

　夏実は、どこか遠くから聞きなれた音が響ひびいてくるのに気がついた。

　それは、自動車のエンジン音、それも何十台という自動車のエンジンが奏でる騒そう音おんだった。

　その音を聞いたとたん、瀬見の顔つきが変わった。

「子供たちを建物の中に！　警けい戒かい班を非常召集！　ゾクの襲しゆう撃げきだ！」

　ポーチでカレーを食べていたメンバーたちに向かって、瀬見が叫ぶと同時に、公民館の非常ベルが鳴り始めた。

　右往左往するメンバーの中で、警戒班の連中が、手に手にボウガンや、アーチェリーの弓などを持って持ち場に向かって走り出すのが見える。

　この世界は無法地帯だったんだ！

　生きること、ただそれだけのことでさえいのちがけなんだ！

　なのに……わたしはカレーなんか作っていい気になってた……カレーなんか作るよりもっと大切なことがあったんだ……。

　夏実は、両手を握って自分自身に喝かつを入れると、杖じようが置いてある場所に向かって走り出した。













　第十三章「襲撃」







　自動車のエンジン音は、どんどん近づいてきた。

　夕ゆう闇やみの迫る中に光るヘッドライトの数を夏なつ実みは数えた。

　一……二……五……八……十……自動車が十台……あとはバイクだわ。

「自動車はバリケードを越えられない！　徒歩とバイクでくるぞ！　気を抜くな！」

　正門の脇わきの見張り台に陣取った瀬せ見みが叫ぶ。

　見張り台の下で、夏実が杖じようを握りしめた時、誰だれかが重そうな物を持ったまま走り込んできて叫んだ。

「消火器を持ってきました！」

　立たつ也やの声だった。

「消火器？　そんなもので何をするつもりなの？」

「きっと火を消すことになると思う。やつらがここまで自動車できたってことは、ガソリンが豊富にあるってことだ。ガソリンさえあれば、ビンに詰めて簡単に火炎ビンが作れる。やつらは絶対火炎ビンを使うと思うんだ」

「火炎ビン？」

「そう、ビンの中にガソリンを入れて、布で栓せんをする、あとはその布に火をつけて投げればいい。ビンが割れれば、流れ出したガソリンに火がつく」

「そんなもの投げられたら火事になっちゃうじゃない！」

「やつらの狙ねらいは、あの建物だ、建物には火をつけないだろう、それだけが救いだな。いざとなったらこの見張り台を放棄して建物の中に立てこもればなんとかなるかもしれない」

　そう言って公民館を見上げる立也の横顔を見ながら、夏実は心のどこかで立也を見直している自分に気がついた。

「きたぞぉ！」

　夏実の想おもいは、叫び声とともに途切れた。

　二人乗りをした原付バイクが、バリケードの間を縫ぬって走ってくる。

　後部に乗ったやつが、手に持った物に火をつけたのが見えた。

　正門の前を通り過ぎざまに、オレンジ色の尾を引いてそれは飛んできた。

　正門に張られている鉄板に当たると、そいつはガラスの壊こわれる音とともに砕け散った。

　一いつ瞬しゆんの間を置いた後、鈍い『ぼん！』という音とともに五メートルほどの炎が噴ふき上がる。

　正門の扉とびらの下から燃えるガソリンが流れ出てきた。

　逃げる夏なつ実みと入れ違いに、立たつ也やが消火器を持って炎の前に立ちはだかった。

　ホースのノズルを炎に向けて、立也はレバーを思い切り握った。

『ボスッ！』

　くぐもった音とともに、薄うすピンクの粉が噴ふき出す。

　もうもうと立ち込めた粉の中で、燃え上がった炎が消えていくのがわかる。

「ありがとう！　消火器まで気が回らなかった」

　見張り台の上から。瀬せ見みが咳せき込む声で言った。

　消火器の粉の煙は、ゆっくりと風に流されて、やつらの方向に流れていく。

「消火器は、あと一本しかありません！　火炎ビンの届く距離までくる前にボウガンでやっつけないと、ここは持ちません！」

「わたし、消火器もっと持ってきます！」

　夏実は、そう叫んで、そのままむせた。

　消火器の粉を思い切り吸い込んでしまったらしい。

「頼む！」

　夏実は大きくうなずくと、むせながら公民館の建物に向けて走り出した。




　建物の中に飛び込んだ夏実は、そこにいた中学一年生くらいのメンバーに、消火器を集めるように伝えた後で、厨ちゆう房ぼうに向かって走り出した。

　火を使う場所には必ず置いてあるはずだわ！

　厨房では、花はな美みが窓の内側に板を張っている最中だった。

「あ、夏実さん！　表の様子はどうですか？」

「やつら、火炎ビン使って攻めてきたわ、消火器集めてるんだけど、どっかにない？」

「消火器なら、あそこにあります！」

　花美の指差す先を見て夏実は驚おどろいた。

　そこにあったのは、プロパンガスのような大きさのボンベが二本並んだ巨大な車輪つきの消火器だった。

「何よこれ！　これが消火器なの？」

「ええ、私の家は消防設備会社だったので、見たことがあります」

「そうなんだ……とにかく使えればそれでいいわ！　手伝って！」

「はい！」

　夏実は、その大型消火器を押して玄関に向かった。

　玄関には、小型の消火器が十本ほど集められていた。

「じゃあこれを持って一緒にきて！　戦えなくても、それくらいはできるでしょ！」

　中学生たちは、一いつ瞬しゆん驚いたようだったが、やがて大きくうなずいた。

「よし、じゃあいくよ！」

　玄関を走り出した夏なつ実みが見たものは、オレンジ色の炎を引いて飛ぶ何本もの火炎ビンの光だった。

　そのうちの何本かは、門のこちら側に落ちて火柱を上げた。

　見張り台の上で、炎にあぶられながら、必死にボウガンを打つ瀬せ見みたちの姿が見えた。

「急いで！　瀬見さんたちを助けるんだ！」

　夏実たちは、炎の中に踊り込むと、消火器のレバーを握った。

　あちこちでピンク色の粉煙が立ち上がる。

「助かった！」

　見張り台の上から瀬見の声がした。

　粉煙は、ゆっくりと正門の外に流れてゆく。

　立たつ也やの目の前で、火炎ビンを投げようとした男が、流れてきた消火器の粉にむせて、火炎ビンを取り落とした。

　足元から立ち昇った炎を浴びて、そいつは火だるまになって地面を転がった。

　あわてて駆け寄った仲間が、ジャケットなどで火を消そうとするが、炎はなかなか消えない。

　この騒さわぎと消火器の煙のために、襲しゆう撃げき側は一旦攻撃の手を休めた。

　……こっちは風上か……もし消火器の粉に催涙ガスみたいな効果があれば、こっちのものなんだけどな。

　そう考えた時、立也の頭にさっき厨ちゆう房ぼうで博ひろ之の助すけが起こした騒さわぎがひらめいた。

　そうか！　催涙ガスはなくても、それに代わるものがある……それも粉で！

　立也が振り返った時、目の前に、大型消火器を押した夏実がやってきた。

「持ってきたよ！　特別でっかいヤツ！」

　立也は、その大型消火器を見て驚おどろいたが、それと同時に、この消火器が使えるのではないかと考えた。

　消火器って、確か、詰め替えができるんだよな……じゃあもしもその消火剤とコショウを入れ替えることができれば……。

　立也は、大型消火器にかがみ込むと、取り扱いの説明書きを読んだ。

　使用後の薬剤の入れ替えについて……『圧力ボンベ交換』じゃない『薬剤交換』だな……『上部バルブ栓せんを開けて残った薬剤を捨てて再充じゆう塡てんして下さい……』やった！　入れ替え可能だ！

　立ち上がった立也は、いぶかしげな顔をしている夏実に向かって言った。

「夏実くん！　厨房から、僕が見つけてきたコショウの缶かんを持ってきてくれ！」

「コショウ？」

　夏実は耳を疑った。

「どーするの、そんなもの」

　立たつ也やは、ニヤリと笑った。

「消火器に詰め込んで、あいつらの顔に吹きかけてやるのさ！」

　夏なつ実みは、一いつ瞬しゆんぽかん、とした顔をしたが、すぐに立也がやろうとしていることを理解した。

「できるの？　そんなこと」

「やれると思う……とにかくやってみる価値はあると思う」

「わかった！　持ってくる、待ってて！」

　くるりと振り返って走り出した夏実を見送って、立也は再び消火器の前にかがみ込んで、薬剤ボンベのバルブ栓せんを回し始めた。

　中身の薬剤を地面にあけ終わった時に、息をはずませた夏実が飛び込んできた。

「持ってきたよ！」

「ありがとう！」

　夏実は、コショウの大おお缶かんと一緒にマスクと水泳用のゴーグルを差し出した。

「あと……これ、タマネギ刻む時に使ったヤツなんだ、あれば便利かと思って……」

「あ、ありがとう、助かる！」

　立也は、ゴーグルを着けた後で、マスクを口に当てた。

　その時、立也はほんのりとした香りを感じた。

　それは昨日、夏実の肩につかまった時に嗅かいだ匂においと同じ匂いだった。

　あ、このマスクは夏実くんのマスクだったんだ……ってことはこれは間接キッスってことになるのかな……。

　一瞬、手が止まった。

「どうしたの？」

　夏実が覗のぞき込んできた。

　立也は、その顔を見ることができなかった。

「なんでもないよ、コショウが飛び散るから離れて！」

　この緊急の時に、そんなことを考えてしまった自分が恥ずかしくて、立也はわざとぶっきらぼうにそう言って、大缶を開けた。

　消火器のボンベの中に細かい粉状のコショウを注ぎながら、立也は自分が耳の先まで赤くなっていることに気がついていた。




　ボンベの栓をしめるのと、やつらの襲しゆう撃げきが再開されたのは、ほぼ同時だった。

　大型消火器には、五メートルぐらいの長いホースがついており、立也はそのホースを引っ張って見張り台の足場によじ登った。

「そこは危険だ！　低すぎる！　火炎ビンを投げ込まれたら炎に包まれてしまうぞ！」

　台の上から見下ろした瀬せ見みが叫んだ。

「これ以上ホースが延びないんです！」

　そのやり取りを聞いていた夏なつ実みが口を挟はさんだ。

「わたしが下で消火器持ってます！　火がきたらわたしが消します！」

「わかった、二人で対処してくれ……きたぞ！」

　瀬見の声が終わると同時に、二台の二人乗り原付バイクが走ってきた。

　台の上からボウガンとアーチェリーの矢が飛んでいくが、ジグザグに走るバイクに当てるのは至難の技だった。

　原付バイクはみるみるうちに距離を縮ちぢめてくる。

　後部座席のやつが、火炎ビンを構えて大きく振りかぶった時、そいつめがけて立たつ也やはノズルのレバーを引いた。

『ばしゅっ！』

　空気音とともに、ノズルから飛び出した灰色の煙が、原付バイクに乗った連中の顔面にモロに吹きかかった。

　急ハンドルを切った原付バイクは大きく傾くと、そのまま転倒した。

　後部座席のやつが持っていたビンが落ちて、そのまま発火する。

　その炎の中に後続のバイクが突っ込んでこいつも転倒した。
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　身体からだのあちこちに小さな炎をつけたまま、バイクに乗っていた連中が転がるように逃げていく。

　咳せき込む声がここまで聞こえた。

「やったな！　効果抜群じゃないか！」

　上から瀬せ見みの声がした。

「まだわかりません、こんどは数で攻め寄せてくると思います！　気をつけて下さい！」

「君の言うとおりだ……全員徒歩できやがった！　フェンスを乗り越えられるかもしれん！」

　見ると、何十人という連中が、手に手に武器のようなものを持って、押し寄せてくるところだった。

　やつらは正門の手前で二手に分かれ、半分が正門脇わきのフェンスに取りついた。

　それを見た瀬見が、公民館の方角に向かって大きく手を振った。

　そのとたん、フェンスに取りついていた連中が悲鳴をあげてばたばたと倒れた。

　立たつ也やは、一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからなかった。しかし、フェンスの端の方に走る青白い火花を見て、理解した。

　電流だ……きっとバッテリーに蓄電しておいた電気をフェンスに流したんだ！

　それを見た残りの連中は、フェンスに取りつくのをあきらめたらしく、正門の方に回ってきた。そして、正門の連中と合流して四十人くらい集まった時、立也は思い切りノズルのレバーを引いた。

『ばしゅ！』

　コショウの粉煙が勢いよく噴ふき出した。

　立也は、レバーを引きっぱなしにしたままノズルを振り回した。

『ばしゅしゅしゅ』

　連続した空気音とともに、大量のコショウが噴き出してゆく。

　先頭の一人が目を押さえるのが見えた。

　その後ろも、そのまた後ろのやつも目を押さえてその場にうずくまった。

　正門の前は、瞬またたく間に咳せきとくしゃみと目を押さえて悲鳴をあげる人間でいっぱいになった。

　夏なつ実みは、その中に見覚えのある顔を見つけた。

　由よし方かた！　……あのバカ、こんな連中と一緒に何やってるのよ！

　その時、後方のバリケードの方からヒステリックに鳴らされる自動車のクラクションが聞こえてきた。

　それは、きっと退却の合図だったのだろう、その音を聞いたとたん正門の前にいた連中が下がり始めた。

　それを見た夏実は、見張り台の足場をよじ登った。

　ノズルを構えている立也の横から正門の上に身体を乗り出す。

「あぶない！　何をやってるんだ！」

　瀬せ見みの声を背中に聞きながら、夏なつ実みは、三メートルほどの高さの正門の上から外に飛び降りた。そして体勢を整えると、そのまま杖じようを構えて走った。

　正門の外にいた連中はすでに逃げ腰になっている。

　もっとも、コショウを思いっきり吸い込んだ後では戦う気すら起こらないだろう。

　夏実は連中の中ほどにいた由よし方かためがけて走り寄った。

　由方も、走り寄ってくる夏実の姿を認めたのだろう、ただ一人立ち止まると、目をこすりながら、すばやく背中から鋼こう六ろつ棍こんを取り出して振った。

　カシィン！

　金属音とともに鋼六棍は一本の棒になる。

　夏実と由方は、三メートルぐらいの間合いを持ってにらみあった。

「棒使い！　てめえ！　今日こそ決着をつけてやるぜ！」

　そう言うが早いか、由方はいきなり鋼六棍の中ほどを引いて殴りかかってきた。

　先端の一節だけが外れて、ヌンチャクのようにうなりをあげて襲おそいかかる。

　夏実は順手に構えた杖の右側を跳ね上げて、その一節を受けると同時に、一歩踏み込んで杖の左側で下段から突いた。

「おわ！」
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　由よし方かたは狼ろう狽ばいした声をあげて下がった。

　その体勢の崩れを見た夏なつ実みは一気に攻勢に出た。

「てぃっ！」

　一気に間合いを詰めると同時に顔面めがけて思い切り杖じようを突き出す。

　由方は、必死にその杖を払った。

　息もつかさず、連続して顔面めがけて突きを加える。

　必死に払う鋼こう六ろつ棍こんが上うえに上がったところを、夏実は見逃さなかった。

　一いつ瞬しゆんしゃがみ込んだ後、足の力を利用して、渾こん身しんの力と体重を込めて杖を突き出した。

　杖は、一本の線のように由方の身体からだの中央に突き刺さった。

　ごくっ！

　鈍い音とともに、後ろにふっとばされた由方が背中から地面に叩たたきつけられる。

　突きの衝しよう撃げきで肺の中にあった空気が全部押し出されたようだった。

　呼吸ができなくなった由方は、本能的な守りの姿勢……胎児のような姿勢で丸まった。

　夏実は杖を由方の後頭部の下、通称『盆の窪くぼ』と呼ばれる急所に突き立てて、そのままうつぶせに地べたに押しつけた。

　どん！

　右の肩甲骨の下、俗に『アバラ三枚』と呼ばれる急所を思い切り踏みつける。

　由方はまったく動けなかった。

　ちくしょう……完敗だ、この女は普通じゃねえ。

　由方は、実力の違いをまざまざと見せつけられたような気がした。

　周りにいた連中は、誰だれ一人として由方を助けようとしなかった。

　それどころか、頼りにしていた由方が倒されたのを見てパニック状態に陥ったらしく、悲鳴をあげて逃げ出した。

　由方は頭の上から降ってきた声を聞いた。

「やい！　由方内うち和かず！　あんたはもうちょっとまともな人間だと思ってたけど、最低の人間だったみたいね」

「最低だと……」

「そうよ、あんたは自分の強さを自分のためだけにしか使ってない。あんたがやってることは、ただの強盗じゃない！」

「何が強盗だよ、くだらねえ！　もう、法律なんてものはなくなっちまったんだぜ、強い者だけが生き残れるんだ、強い者だけが正しいんだ！」

　ごん！

　言葉が終わらないうちに杖の一撃が頭に加えられた。

　黙だまり込んだ由方に向かって夏実は言った

「何をバカなこと言ってるの！　あんたはサル山のサル？　それとも野犬のボス？　ケンカが強ければ、えらいなんて本気で思ってるの？」

「何とでも言えよ、どうせオレは負けたんだ！」

　半泣きになって由よし方かたは叫んだ。

　悔しかった。

　一いち撃げきで叩たたき伏せられた……それも女に。

　オレの実力なんて、その程度のものだったんだ！

　しかし、頰ほおを伝う悔し涙のその奥に、恨みはなかった。

　それどころか、自分より強い人間に出会えたことを、楽しむような感情が湧わいてきていた。

　再び夏なつ実みの声が、上から降ってきた。

「そう、あんたはわたしに負けた。わたしの方が強かったからだ。だったらあんたは、わたしの言うこと聞かなきゃいけないってことだね」

　由方は観念した。

「わかったよ……何をやればいいんだよ」

　夏実は、背中を踏みつけていた足と、後頭部を押しつけていた杖じようを外して一歩下がった。

「あんたは、わたしと一緒にくるんだ」

　由方は、のろのろと立ち上がった。

「どこにいくんだ？」

「このキャンプよ」

　由方は露ろ骨こつにイヤな顔をした。

「ここだけはかんべんしてくれ、オレはここがイヤで飛び出したんだ」

「へえ……そうなんだ、なんでイヤだったの？」

　由方は口をとがらせて言った。

「だってよ、あれするなこれはやめろって、いろんなこと言いやがるんだ、オレの方がケンカ強いのによ……」

　夏実は思わず笑ってしまった。

「ほんと、あんたってガキねえ……ケンカの強さがそのまま実力だって本気で思ってるの？」

　由方は黙だまって涙を拭ふいた。

　夏実は、そんな由方をなだめるように言った。

「そんな顔しないでよ、キャンプにくればカレーが食べられるよ。あんた、カレー大好き人間なんでしょ？」

　由方の目が真ん丸になった。

「カレーだって？　どこにそんなものがあるんだよ！」

「それがあるんだな、ここには。さあいくよ」

　夏なつ実みが由よし方かたを引っ張って正門に向けて歩き出した時、後ろで自動車のエンジン音が遠ざかっていくのがわかった。

　正門の前まできた時、見張り台の上から瀬せ見みの声がした。

「そいつは逃げ遅れたのか？」

「いいえ、違います。こいつ、知ってるやつなんです、バカですけど根はそんなに悪い人間じゃないと思うんで……」

　一いつ瞬しゆんの間を置いた後で、瀬見が答えた。

「わかった、今、門を開ける。やつらの情報を聞くのも必要だからな」













　第十四章「選ばれし者」







　夏なつ実みがカレーの皿を持って、公民館の物置の戸を開けると、薄うす暗ぐらい物置の真ん中で、由よし方かたが膝ひざを抱えて座り込んでいた。

「ほら、あんたと約束したカレー持ってきてあげたよ、食べな」

　由方は無言だった。

　床に皿を置くと、夏実は由方に話しかけた。

「あんた……ケンカに強ければなんでもできるなんて本気で信じてたの？」

　由方は顔を上げた。

「法律も学校もなくなったんすよ、だったら、力の強い者、ケンカの強い者の方がえらいに決まってるじゃないっすか」

「そんなのは強さじゃないよ、力が強ければえらいって言うなら、きっとあんたよりゴリラの方がえらいんだわ。あんた、ゴリラのいうこと聞くの？」

「わかってるっすよ、あんたの言いたいことぐらい……でも……でもっすよ、成せい績せきも何も関係なくなった世界になった時……オレは思ったんっす……この世界ならオレの実力が発揮できるって……オレは自分の力がどれだけ通用するか試してみたかったんすよ！」

　夏なつ実みは静かに言った。

「これはね、わたしの杖じよう術じゆつの師匠から教わったことなんだけどさ……人間の実力ってね、個人の力のことじゃないんだって。どれだけ他人の力が使えるのか、どれだけ他人が支えてくれるのか、その人数が実力なんだって。だから、いくらケンカが強くたって、いくら頭が良くたって、力を貸してくれる仲間が一人もいないような人は本当に強い人じゃないんだよ……さあ、カレー食べなよ、カレー食べて、そしてひと晩考えなさいよ」

　黙だまり込んだ由よし方かたをそのままにして、夏実は物置から出て戸を閉めた。

　やがて、物置の中からカレー皿にスプーンが当たる音と、小さく「ひえ～辛かれええ」とつぶやく声が聞こえた。

　あ……いけね、水を一緒に持ってってやるの忘れてた……。

　公民館の建物の中に戻った時、夏実を見つけた鈴すず世よが声をかけてきた。

「あ、そんなところにいたんだ！　瀬せ見みさんが一階の管理室にみんなを集めてる。すぐにいって」

　管理室には、このキャンプの主要メンバーが顔をそろえていた。

　部屋に飛び込んできた夏実を見て、ホワイトボードの前に立っていた瀬見が口を開いた。

「これで、十五歳以上で戦せん闘とう力のある人間は全員そろったわけだな、時間がないから状況を手短に説明しよう」

　瀬見は、ホワイトボードに張られた東京都の北西部一帯の地図を示した。

「この、埼玉県境近くの青い○が、この東ひがし飛白かすり市の救済キャンプの位置だ。他ほかにもいくつかある青い○印は、富とみ子こ市をはじめとする友好関係にある救済キャンプの位置を示している……問題はこの赤い○印だ」

　その○印は、八はち王おう子じ市の南側にいくつかと、府ふ中ちゆう市付近にいくつかつけられていた。

「この赤い○印は、一年ほど前にこの近辺で子供たちを皆殺しにするという暴虐の限りをつくしたあの『選ばれし者』の拠点を示している。ゾクのメンバーから聞き出した情報によると、ついにやつらが動き出したらしい」

　管理室が緊張感を伴ったざわめきに満ちた。

「半年前にＰＫＯ部隊との戦闘で、『選ばれし者』たちのメンバーは、ほとんどバラバラになったが、国連軍が撤てつ収しゆうしてしまったため、再び集結し、手に入れたガソリンをエサにして、ゾクどもを支配下に置き、各地のキャンプを襲おそわせ始めたらしい。詳しくは、ここにいる結ゆう城きくんから説明がある。今までいう機会がなかったんだが……隠していたわけではない……実は結城くんは半年前まで、彼らと行動をともにしていたんだ」

　管理室に並んだメンバーに、さっと警けい戒かいするような空気が流れた。

　夏なつ実みは、その空気の意味がわからなかった。

　メンバーの一人……織おり江えという名前の女の子が声をあげた。

「彼らって……選ばれし者のことなんですか？」

　立たつ也やは、黙だまってうなずいた。

　メンバーがざわつくと同時に織江が叫んだ。

「じゃあ……あんたも子供を殺したの！　選ばれし者になるためには、子供の首を切って差し出すんでしょ！　何人殺したの？　どんな気持ちだった？　楽しかった？　面白かった？　自分より弱い者を殺すのって、さぞ楽しかったでしょうね！」

　織江は、つづけた。

「私の弟は……十一歳だったわ……私たちは運良く兄弟二人で生き残ったの。そして一年前……ここにたどり着く前に、いきなり襲おそってきたあんたたちに……弟は殺されたわ！　私の目の前で弟は生きたまま首を切り落とされた……そいつはうれしそうに笑いながら言ったわ……これで俺おれも選ばれし者のメンバーだ……って！」

　夏実は、言葉が出なかった。

　そんなひどいことが平気でできる人間がこの世にいることが信じられなかった。

　やがて、立也はゆっくりと言った。

「信じてくれなくてもいい……僕ぼくが、やつらと生活していたことは、間違いない事実なんだから。……でも……僕は誰だれ一人殺しちゃいない。僕は戦せん闘とう員として後から参加したメンバーじゃない。あの、選ばれし者たちのリーダーは、もとは相模さがみ原はら市の救済キャンプのリーダーだった人なんだ。僕の家は相模原市にあったから、僕が彼と行動をともにするのは当然のことだった」

　立也は顔を上げた。

「最初はここと同じように助け合いから始まったあのキャンプは、米軍の補給基地から武器を手に入れたことにより、変わった。すべての問題を武器で解決しようとしたんだ。不足している水や食料や医薬品、そして労働力。武器さえあれば、そのすべてが手に入る……確かにそうだった。げんこつを見せられてイヤと言える人間はいるだろうけど、機関銃を突きつけられてイヤと言える人間はいない。でも……そんな行為を平気でできるほど僕たちの心は強くなかった……」

　織江は聞いた。

「じゃあ、なぜ、あんなひどいことができたの？　自分たちが手を下さなくたって、それをやらせることは、自分たちがやったのと同じことじゃない！」

　立也は小さくうなずいた。

「そうさ、それを止めることができなかった僕は、結局やつらと同じ罪を背負うことになるんだ……自分の心の弱さをむりやり乗り越えるために、彼は……リーダーは、自分たちが選ばれた存在であり、それゆえに何をやっても許されるという理論を立てたんだ……それが始まりだった。そしてその論理は、どんどん暴走していった。やがて、人が集まってきた……そいつらは、より悪いこと、よりひどいことをすればするほど自分たちが選ばれし者にふさわしいと信じていたんだ……結果はみんなも知ってのとおりだよ、リーダーは自らを教祖と名乗って、各キャンプを襲しゆう撃げきし始めた……そして半年前、国連軍との戦せん闘とうでやつらは壊かい滅めつした。戦闘のプロ集団と、ただ銃を持っただけのガキの群れとじゃ勝負にならなかったからだ……でも、その戦闘が起こる前に教祖は幹部とともにどこかに逃げていたんだ」

　瀬せ見みが聞いた。

「教祖が生き残っていたことはわかった。しかしなぜ、いったん散りぢりになった連中が、また、集まってきたんだろう？」

「簡単なことです、やつらは他ほかに生きてゆく手段を知らない、それだけです。物は創り出すものではなく、持っている者から奪い取るものとしか思っていないんです」

　夏なつ実みは、由よし方かたの言葉を思い出した。

「強い者、ケンカに勝てる者だけが生き残ることができる……ってわけね」

　立たつ也やは、夏実を見た。

「彼も……教祖も、そう言っていた。それが自然な姿だとね。今まで人間は法律や常識というものでその自然を歪ゆがめてきた。それらのものがなくなった時、弱い者が淘とう汰たされ強い者が生き残るという本当の人間の姿に戻ることができるんだ……とね」

「そんなの……人間じゃない！　それじゃあ犬や猫ねこと同じじゃない！　いや、犬猫以下だわ！　だって、犬や猫だって、子供を守るために戦おうとするのが当たり前なのよ！」

　立也は夏実を見てうなずいた。

「そのとおりさ、だから僕ぼくはやつらのところから逃げ出した……でも、僕はやつらのところに、ガソリンの備蓄個所と運搬ルートをプリントアウトしたものを置いてきてしまった。そして彼らはガソリンを手に入れた。それもタンクローリー貨車十二両ぶんという大量のガソリンを……」

　瀬見が後をつづけた。

「放置されている自動車は腐るほどある……ガソリンさえあれば、倒壊した建物で塞ふさがれた道路も多いが、走れる道はいくらでもある。機動力と可燃物を手に入れた彼らが、再び同じ道を歩もうとするのは、当然のことだ……そして、もう国連軍はいない……」

　瀬見はそこで言葉を切った。

「俺おれたちの取るべき手段は一つしかない……警けい察さつも法律もなくなった今、俺たちは誰だれに頼ることもできない。だとしたら、俺たちが警察に、そして法律になるしかない。子供を……そして未来を戦って守る存在に！」

　その時、警戒班のリーダーらしい少年が、息をはずませて管理室に入ってきて瀬見に報告した。

「やつらを、二キロほど追跡しましたが、やはり自転車では追い切れませんでした……やつらが向かったのは府ふ中ちゆう市の方角です」

「そうか、やっぱりやつらと、選ばれし者たちとの間に繫つながりがあるのは間違いないようだな。ごくろうさん、明日から警けい戒かいを強めるから、今日は早く休め」

　警戒班の少年は、頭を下げると部屋を出ていった。

「やつらは、夜は活動できない、その点において我々には分がある、ここは照明が使えるからな。今夜からバリケードと建物の補強を始めよう、作業分担表を結ゆう城きくんに作ってもらった、各自それを見て動いてもらいたい」

　瀬せ見みの言葉が終わるのと同時にメンバーが動き始めた。

　席を立とうとした立たつ也やの前に、夏なつ実みが立った。

「わたし、よくわかんないけど、今日の襲しゆう撃げき事件の一因は、あんたにあるんじゃないの？　あんたがガソリンのある場所を教えなければ、ここは襲おそわれなかったし、子供たちが危険な目にあうこともなかったんじゃないの？」

「そうだ……全部僕ぼくのせいだ……僕はこのキャンプの人全員に対して責任がある」

「じゃあ、なんとかしなさいよ。あんた、あいつらの仲間だったんでしょ、だったらなんとかできるでしょう」

　立也は黙だまり込んでしまった。

　夏実は、しばらくその顔を見ていたが、立也が何も言わないのを見てつぶやいた。

「言葉ばっかりで何もしないつもり？　ほんと、あんたって最低！」

　立也は目を伏せたまま、夏実が部屋を出ていく足音を聞いていた。




　厨ちゆう房ぼうの横にある四畳半ほどの和室……本来は食堂の従業員の休きゆう憩けい室らしいその部屋に座り込んでリュックの中身を広げながら、夏実は、ぼんやり考えごとをしていた。

　なんか……すごいことになっちゃったなあ……まるでアクション映画みたい。

　夏実の脳裏に、オレンジ色の炎を引いて飛ぶいくつもの火炎ビンと、それが燃え上がる時の火柱がよみがえる。

　夏実は自分の手を見た。

　爪の横が黒くなっているのは、油煙に含まれていたススだろう。

　無我夢中で消火器抱えて走り回ってたけど……一歩間違ったら、こっちが火だるまになるところだったんだよね……。

　厨房に置いてある大おお鍋なべの方から、カレーの匂においが漂ってくるのは、夜食の用意をするために、花はな美みがコンロに火を入れたからだろう。

　カレーかあ……カレーだけ作っていればいいなんて、なんで思い込んでいたんだろう……この世界って、そんなに甘い世界じゃなかったんだ。

　夏なつ実みは腕時計を見た。

　午後八時か……もう帰らなくちゃいけないな……。

　泊り込みでここにくるわけにいかない……ってところがつらいところよねえ。

　ふう……と小さくため息をついた夏実は、リュックからモバイルギアを取り出そうとして、自分がカンフーの稽けい古こ着という格好のままだということに気がついた。

　あ、いけない！　こんな格好のまま元の世界に戻ったら、どっかのコスプレパーティの帰りかと思われちゃう！

　休きゆう憩けい室で制服に着替えた夏実は、公民館の前で、あたりを見回して誰だれも見ていないことを確認してモバイルの画面を押した。

　周りの空気が変わる。

　街のざわめきが夏実を包む。

　……帰ってきたんだな。

　夏実は、大きくため息をつくと、公民館の正門を出て、家に向かって歩き出した。

　駅前通りとの交差点を左に曲がると、そこは人と光があふれている笠かさ松まつ通り商店街だった。

　商店街を歩きながら、夏実は立たつ也やのことを考えていた。

　ブルーベリー事件か……そういえばそんなこともあったよね。

　夏実の脳裏に浮かんだ子供の頃ころの記憶は、そのままキャンプの子供たちに重なった。

　あのキャンプが襲おそわれたら、あの子たちはどうなるんだろう？

　織おり江えの叫びがよみがえる。

『……私の目の前で、弟は生きたまま首を切り落とされたわ！』

　その光景を想像したとたん、夏実の両腕に鳥肌が立った。

　火炎ビンの火柱が脳裏に浮かんだ。

　夏実は震ふるえる足を、どんどんと踏みしめて、自分に活かつを入れた。

　こら！　夏実、あんたはスーパーヒーローなんだ！　こんなことでびびってどうする！　わたしが負けるわけにはいかないんだ！　ここで逃げたら、あんたは一生後悔するんだよ！

「えい！」

　夏実は夜空に向けて握りこぶしを突き上げてから走り出した。




　夕食の時間に、母が聞いてきた。

「夏実、あんた、明日から合宿じゃないの？　何にも用意してないみたいだけど大丈夫？」

「あ、合宿ね、あれは……」

　そこまで言ってから夏実は気がついた。

　中止になったってことをまだ、お母さんに言ってなかったんだっけ。

　そうだ……このまま黙だまって明日からの三泊四日間、向こうの世界にいってしまおう！

「大丈夫よ、すぐに用意できるから」

「そう、ならいいけど、あんたは直前になって、あれを忘れたこれはどこだ！　って大騒さわぎするのがクセだからね」

「わかった、ご飯食べ終わったらすぐに取りかかる」

　次の日の朝、夏なつ実みは、いつものリュックを背負い、荷物を詰め込んだボストンバッグをさげて家を出ると、そのまま、真っ直すぐ公民館へと向かった。

　一階のトイレで、家から持ってきたカンフーの稽けい古こ着に着替えてモバイルを開き、指を伸ばした。




　公民館の建物を出たところで、夏実は見慣れない男と出会った。

　黒いＴシャツを着た精せい悍かんな顔つきのその男は、難しい顔をして瀬せ見みと話していた。

　その男が背中に背負っているものに気がついた時、夏実の息が一いつ瞬しゆん止まった。

　それは、鉄の輝かがやきを持った本物の銃だった。

　その時、瀬見が夏実に気がついた。

「あ、夏実くん、紹介しよう、我々の仲間、栗くり野の武たけ士しくんだ、富とみ子こ市のキャンプから応援にきてくれたんだ」

　栗野と呼ばれた男は、夏実の格好を見ると、ちょっと驚おどろいたようだった。

「彼女は武道家なんだ、杖じよう術じゆつの使い手だそうだ」

「初めまして、朝あさ霧ぎり夏実です。こんな格好してますけど、中国の棍こん使いじゃなくて、日本の杖術の方です。このカンフー道着は、動きやすいんで着てるんです」

　栗野は微笑ほほえんだ。

「どうも、富子市救済キャンプの警けい備び責任者の栗野武士です。杖術は神しん道とう無む念ねん流を少しかじったことがありますよ」

　その笑顔を見た夏実は、なんとなく大きなイタズラ小僧と話をしているような印象を受けた。

「それにしても、あの粉末消火器を改造した目つぶしのアイディアはすごいね、今、手分けしてコショウやトウガラシの粉末を探しているところだ」

　栗野は感心したように言った。

「あ、あれを考えたのはわたしじゃありません、結ゆう城きくんです。わたしは手伝っただけなんです」

「結城って……俺おれのところにいた、あの結城立たつ也やか？」

　栗野は、信じられないといった風に頭を振ってつづけた。

「あの、ネクラの悲観論者がねえ……」

　瀬見が笑って答えた。

「結ゆう城きは変わったよ。さっき話した、時間稼かせぎの方法も、あいつが自分で言い出したんだ」

「へえ……何か変なモノでも食ったのかな」

「変なモノじゃなくて、カレーを食ったからだと思うな、俺おれは」

「カレー？」

「そう、カレーさ。知ってるかい？　カレーには、人間を前向きにするオーラパワーがあるんだぜ」

　わけがわからない、という顔をする栗くり野のを見て、瀬せ見みは笑いながらいった。

「ご希望なら昼飯は、その、前向きパワーカレーをごちそうしよう、残りものだがな」

「カレーかあ……そう言えばそんなものしばらく食ってねえなあ……木き梨なしがきた時以来じゃないかな」

「木梨？」

「ああ、俺の昔の仲間さ。今はどこで何をやってるのか知らんがな、料理が得意な……妙なやつだった」

　栗野は、ちょっと遠くを見るような目つきをした。

　きっと……この人も、いろんな経験をしてきているんだろうな……。

　夏実は、なんとなくそう感じた。

「米が食えるのは、結城のおかげだな。俺のところも、あいつの持っていたデータのおかげで、だいぶ食料事情が良くなった」

「結城か……無事に帰ってきてほしいな……」

「ああ……」

　顔を見合わしてうなずく瀬見と栗野を見た夏なつ実みは、ずっと疑問だったことをたずねた。

「あの……結城くんは、どこにいったんですか？」

　瀬見は目を見開いた後で、あ、そうか、という顔をした。

「そう言えば、君は聞いていなかったんだな……結城は、今朝けさ早くここを立って府ふ中ちゆう市に向かったよ」

「府中市？」

　夏実は、夕べの会議の時、ホワイトボードに張ってあった地図を思い出した。

　府中市には赤い○がついていたよね……確か赤い○は……選ばれし者の拠点のはず！

「あ！　あいつ、もしかして寝返ったんですか？」

　瀬見と栗野は笑い出した。

「そりゃないよ、夏実くん、結城が聞いたら泣くぞ！」

「その逆さ、あいつは、俺たちのためにいのちがけで時間稼かせぎをやりにいったんだ」

「時間稼ぎ？」

　わけがわからない……という顔をする夏実に、栗野が説明を始めた。

「選ばれし者たちは、米軍の武器を手に入れてそれを使っていた。でも、今、やつらは武器を持っていない」

　栗くり野のは、背中にスリングで背負っていた小銃を肩から外して手元で構えた。

「俺おれは銃や戦せん闘とうの知識があったから、ちゃんと整備ができたし、狙そ撃げきが得意だったから、弾の消費が少なくて済んだ。でも、やつらはそうじゃなかった。自動小銃ってのは、一回撃うったら、ちゃんとクリーニングしないとガスのバルブに火薬カスが詰まって回転不良を起こすんだが、やつらは、電動エアーガンと同じくらいにしか思っていなかったんだろう。使える銃と弾がなくなったその時、国連軍の掃討を受けて、やつらは壊かい滅めつした」

　瀬せ見みが夏なつ実みに聞いた。

「今、やつらが本当に欲しがっているものはなんだと思う？」

　夏実は、栗野が手に持った銃を見た。

「もしかして……武器ですか？」

「そうだ、国連軍がいなくなった今、昔と同じような力を手に入れるために、やつらは本気で武器を欲しがっている。夕べのゾクの襲しゆう撃げきを見ただろう？　コショウを吹きかけられただけで悲鳴をあげて逃げていくゾク連中の姿を……選ばれし者というのは、あんなヤワな連中じゃない。もし、あいつらの中に銃を持った人間が一人でもいたら、俺たちは、やつらをあんなに簡単に撃退できたと思うかい？」

　夏実は、銃で撃たれるなんてことを想像すらできなかった。目に見えない弾丸が飛んでくる恐ろしさ……それは想像を超えていた。もしも自分の周りで銃弾がはじけたら、きっと一歩も動けなくなるに違いない。

「恐ろしくて……きっと頭を上げることもできなかったでしょうね」

　瀬見はうなずいた。

「そう、選ばれし者たちは、銃を持ち、人を殺すことをためらわないどころか、人を殺すことを楽しみ、すべての物を破壊することが正しいと思い込んでいる。その手段としてもっと多くの武器を欲しがるのは当然のことさ。だから結ゆう城きは、やつらのところに、その武器弾薬が保存されている政府機関の場所のデータを持っていったんだ。やつらは、間違いなくひっかかるだろう。なぜなら結城のデータは本物なんだ」

「本物なんですか？　じゃあ、武器がやつらの手に渡っちゃうじゃないですか！」

　栗野は、にやりと笑った。

「実を言うとそこは、確かに保存管理用の政府機関だが、それは文書とデータだけなんだ。結城は、その政府機関のデータに、そこに治安維持用の武器や車両などが保存されているというウソを書き加えた。さも本物のように三重のパスワードと隠しファイルの奥に厳げん重じゆうに封印してね……それを見たやつらは、きっとそこに本当に武器があると信じるだろう、そして取りにいくはずだ。ガソリンを手に入れた今、車で行けば一日でいって帰ってこれる……きっとそう思っているはずだ」

「そこは、どこなんですか？」

　栗くり野のは東の空を見て言った。

「茨城県の龍りゆうヶ崎さき市だ」

　その時、栗野と同じような格好をして銃を背負った少年が、走り寄ってきた。

「栗野さん！　準備できました！　いつでも出発できます」

「よし、すぐにいく」

　栗野は、そう答えると、瀬せ見みに右手を差し出した。

「じゃあ、いってくる。カレーに未練が残るが、今は一分一秒が大切だからな」

　瀬見はその手を握り返した。

「わかった……気をつけろ、大丈夫だ、お前たちが帰ってきたら、また盛大なカレーパーティを開いてやる」

「それはいいことを聞いた。帰ってくる楽しみが増えたな……じゃあな！」

　右手を敬礼するように上げ、栗野はくるりと振り向いて去っていった。

　栗野の向かう先に、荷物を満載した大型の黒いオフロード型バイクに乗った少年たちが待っていた。

　栗野が先頭のバイクにまたがりエンジンをかけた。
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　それを見て後続の少年たちもエンジンをかける。

　時ならぬバイクの排気音に、バリケードを補強していたメンバーが手を止めて、栗くり野のたちを見た。

　そして、キャンプにいた全員が手を振る中を、栗野たちは走り出した。

　走り去るバイクを見送りながら、夏なつ実みは聞いた

「応援にきてくれたんじゃないんですか？」

「応援だよ……本当の時間稼かせぎは、彼らの腕にかかっているんだ」

　栗野たちが走り去っていった方向をじっと見つめたまま瀬せ見みが答えた。

「本当の時間稼ぎ？」

「そうさ、龍りゆうヶ崎さきなんて、本当に一日もあればいってこれる距離だ。その距離を三日も四日もかかるように妨害するのが、栗野たちの仕事なんだ」

「妨害って……どうやって？」

　瀬見は夏実を見てにやりと笑った。

「自動車もバイクも……タイヤで走るってことさ」













　第十五章「発熱」







　それからの三日間、キャンプに泊り込んだ夏なつ実みは、子供たちに杖じよう術じゆつの型を教えたり、焼け残った店や工場の探索をやったりしていた。

　焼け残ったコーラ工場から、数百本のコーラを見つけた時は、子供たちが大おお騒さわぎだった。

　三日目の朝、夏実は、だんだん強くなる夏の太陽の下で、フェンスの補強を手伝っていた。

　金網だけでは弱すぎるし、簡単によじ登られてしまうということで、フェンスの外側に鉄板を取りつけることになったのだ。

　近くの自動車整備工場から持ってきた電動フォークリフトが、厚い鉄板を運んでくるのを眺めながら、首にかけたタオルで流れ落ちる汗を拭ふいて、由よし方かたがつぶやいた。

「テクノロジーって偉大っすよねえ」

「こら、手を休めるんじゃないの。あんたは、やつらの仲間に入ったばかりで、まだひどいことやってなかったから保ほ護ご観察つきで自由にしてあげたんだからね」

　上から飛んできた夏実の声に、由方は首をすくめた。

「信用して下さいよ、オレは改心したんすから」

「カレー食って、改心するってことは、もっと美味うまいもの食べさせてもらったら、また裏切るってことかもしれないじゃない」

「とんでもないっす、この世にカレー以上の食い物はないっす！　カレーが食える限りオレはこのキャンプに忠誠を誓うっす！」

「バカだね。それじゃあキャンプじゃなくてカレーに忠誠を誓ってるってことでしょうが！　ほら、鉄板がくるよ、手や足を挟はさまないように気をつけてね」

　由よし方かたは、再び首をすくめた。

　鉄板にあけた穴に太いハリガネを通してフェンスに固定する作業を続ける由方を見ながら、夏なつ実みは足場を降りた。

「姐あね御ご、どこにいくんすか？」

「暑いから、氷で冷やしたコーラでももらってきてあげるよ」

「うひゃあ、ありがたいっす。昼間だけでも電気冷蔵庫が使えるって最高っすね、姐御！」

「その……姐御……ってのはやめてちょうだい！」

　由方は不満そうに答えた。

「ぴったりの呼び方だと思うんすけどねえ……カッコいいし、男勝りだし」

「それがイヤだっていってるのよ！　物置から出すんじゃなかったわ、もう一度戻すように瀬せ見みさんにいおうかしら」

「それだけはかんべんしてくださいっすよ～」

　由方の泣き言を背中で聞きながら、夏実は厨ちゆう房ぼうに向かった




　厨房の中にある業務用の冷凍冷蔵庫の前にいくと、そこに花はな美みが立っていた。

「あ、夏実さん！」

「冷凍庫の氷もらいたいんだけど、もうできてる？」

「ええ、氷はできているんですけど……」

　浮かない顔をする花美が気になった。

「どうしたの？　冷蔵庫が壊こわれちゃったの？」

「いえ……違うんです。その……赤ちゃんが熱を出したとかで、氷を取っておいてくれって鈴すず世よさんに言われたんです」

　夏実は驚おどろいた。

「え？　どうしたの？　病気になったの？」

「よくわかりません、昼頃ごろから急に熱が出たそうなんです……今、瀬見さんが一緒にいますけど」

「どこにいるの？　三階の和室？」

　うなずく花はな美みを見て夏なつ実みは走り出した。

　三階まで一気に階段を駆け上がって、和室に飛び込もうとして、あわてて踏みとどまる。

　いけない！　病人の部屋で騒さわぐところだった。

　夏実はゆっくりと和室のドアを開けた。

　六畳間の真ん中に敷しかれた布団の周りに心配そうな顔が並んでいた。

　鈴すず世よと目があった。

　泣いていたのだろう、鈴世は真っ赤な目をしていた。

　夏実は小走りに走り寄った。

「どんな様子なの？」

「微熱が下がらなくって……朝飲んだミルクも全部吐いちゃったし……ぐったりして十五分おきくらいにひどく泣いて……を繰くり返すのよ。呼吸も浅いし……ウンチに血が混じってるの」

「早く医者に……」

　そこまで口走ってから、夏実はこのキャンプに医師の姿がないことに気がついた。

「そう言えば……お医者さんって……どこにいるの？」

「医者なんかいないわ！　何言ってるのよ！　あの三日熱の大流行の時に、一番最初に感染して死んでいったのが医者と看かん護ご婦ふさんだったのを忘れたの？　病院も医院もみんなパニックになった人たちに焼かれたし、薬屋という薬屋はみんな略奪されて、何も残ってないのよ！」

「医者も……薬もない……」

　鈴世の言葉に、夏実は言葉を失った。

　じゃあ、この世界で病気になったら、どうなるんだろう……。

　夏実は、その先にあるものを想像したくなかった。

　でも……元の世界なら……医者も薬もある！

　人間は連れていけなくても、品物なら持ってこれる……薬なら持ってこれるんだ！

　夏実は顔を上げた。

「わたし……薬持ってくる！」

「薬を？　どこから？」

「どこでもいい、とにかく探して持ってくる……どんな薬が必要なの？」

　瀬せ見みは頭を抱えた。

「わからない……病名すらわからないんだ……病名がわからなければ使う薬だってわからない！」

「そんな……だったら調べればいいじゃない！　本でも医学辞典でも！」

　鈴世は叫んだ。

「調べたよ！　家庭医学の本！　乳幼児の病気の本！　全部調べた！　……でも、どれも簡単なことしか書いてないんだ！」

　そんな……何か調べる方法ないんだろうか。

　その時、夏なつ実みの脳裏に、立たつ也やの顔が浮かんだ。

「そうだ！　結ゆう城きくんの、パソコンのデータの中に、病気の知識が入ってるかもしれない！」

　瀬せ見みの顔が明るくなった。

「そうか！　あいつのデータはまだ調べていなかった！」

　瀬見は、二階の事務室に走った。

「瀬見さん、パソコン使えるんですか？」

　オフィスコンピュータのメインスイッチを入れながら瀬見は答えた。

「俺おれは理工学部の学生だったんだぞ！　ウィンドウズ端末よりＵＮＩＸ端末の方が付き合いが長いんだ」

　モニターに文字が並ぶのを見て、瀬見は小さくつぶやいた。

「仮想ディレクトリが違ってるが……なんとかなるだろう」

　キーボードからいくつかの文字を打ち込む。

　画面を見ながら、いろいろな操作を繰くり返す。

　五分ぐらいたって、瀬見がため息をついた。

「ダメだ……所見診断用のプログラムは立ち上がるんだが、処置の方法が出ない……」

「どういうことなんですか？」

　瀬見はモニターを指差した。

「症状から病名を診断して、それに対処する薬の処方まで打ち出す診断プログラムがあるんだが、その処方と処置、つまり治ち療りよう法が出てこないんだ」

「でも……病名はわかったんですか？」

　瀬見は目をモニターの上から動かさずに答えた。

「乳幼児性の……腸ちよう重じゆう積せきの可能性が一番高い……」

「腸重積？」

「大腸の中に小腸が入り込んでしまう病気だ。めり込んだ腸は強く締しめつけられているので、時間が過ぎてしまうとその部分に血液がいかないために壊え死ししてしまう……そうなったら助からない」

「そんな！　治療法はないんですか？」

「まず、脱水症状を回復させるために点滴をしなくちゃならない。そして高圧浣かん腸ちようという治療法があるらしいんだが……この方法で治らない時や重症の場合は、緊急手術が必要となるらしい……手術するには医者と設備が必要になる……でも、ここにはそんなものはない」

「じゃあ……」

　そこまで言ってから、夏実は両手で口を押さえた。

「でも……もしかしたら、このデータの中に、幸ゆき美みを救う方法があるのかもしれない！　だが、俺おれにはここまでしかわからない……結ゆう城きなら……あいつなら見つけられるかも……」

　瀬せ見みは壁かべにかかっている時計を見た

「三日目か……今日あたり、もうそろそろ帰ってきてもいい頃ころだが……」

　夏なつ実みは立ち上がった。

「わたし、正門まで行って、待ってます！　帰ってきたら、すぐにここにくるように伝えます！」

「頼む！」

　瀬見の声を背中に聞いて夏実は走り出した。

　正門の前で、杖じようを構えたまま、夏実は立たつ也やが帰ってくるのを待ちつづけた。

　そして数時間後、夏実は、やっと帰ってきた立也の腕を引っ張って公民館の建物に飛び込んだ。

「帰ってきました！」

　瀬見が階段を駆け下りてきた。

「いきなりで悪いが、医い療りようデータを見てくれ、幸ゆき美みの様子がおかしいんだ。乳幼児の突発的な発熱と嘔おう吐とが該当する病名を検索してほしい。診断プログラムでは乳幼児性腸ちよう重じゆう積せきの確立が高いと出たが処置がわからないんだ！」

　瀬見の言葉を聞いたとたん、立也の表情が変わった。

「わかりました！」

　二階の事務室に飛び込んだ立也は、パソコンのシステムを立ち上げてコマンドラインを打ち込んだ。

　しばらく画面を見つめていたが、やがて顔つきが変わった。

　いろいろなコマンドを打ち込んだ後で、立也はＤＶＤロムのケースを開けてラベルを確認した。

　何度も何度も確認しながら、立也はつぶやいた。

「そんなバカな……データ領域が全部リンク先に指定されている」

　立也の横から画面を覗のぞき込んでいた瀬せ見みが声をあげる。

「リンク先？　どういう意味だ？」

「医療情報のデータ量は膨ぼう大だいですから、そのほとんどは別の場所に設置したサーバー内に保存され、インターネットのようなリンクを使って必要なぶんのデータだけを取り出すシステムになっていたんです……ここにあるのは、その項目……検索する時の目次だけだったんです」

　立也は、パソコンデスクの上に両手を叩たたきつけた。

「くそ！　親父おやじが未完成だって言ってたのは、このことだったんだ！」

「わたし……よくわかんないけど……それって、必要なものが、どこか別の場所にあるってこと？　だったら取りにいけばいいじゃない！　どこ？　教えて！　わたしいってくるから！」

　立たつ也やは無言だった。

「なによ！　なにを黙だまってるのよ！」

　胸の中から絞り出すような声で、立也は答えた。

「医い療りよう関係のデータのリンク先は……政府の文書保存センターだ。場所は……茨城県龍りゆうヶ崎さき市……」

「茨城県？　ずいぶん遠いのね」

　夏なつ実みは龍ヶ崎市という名前に聞き覚えがあるような気がした。

「ちょっと！　もしかして、そこって、選ばれし者とか言うやつらが、向かってる場所じゃないの？」

「ああ……そうだ」

「どうするのよ！　幸ゆき美みちゃんはどうなるのよ！　データがあればなんとかなる、このデータがあれば、大丈夫だって言ってたのはあんたじゃない！」

　立也は立ち上がって、ゆっくりと瀬見の方を向いた。

「ごめんなさい……僕ぼくにはどうすることもできません……」

「いや……いいんだ……こうなることは覚悟していた」

「ふざけんな！　何がごめんなさいだ！」

　夏実は叫んだ。

「本当に必要になった時になって、これは何の役にも立ちませんでした……なんて……そんなことをよく言えるわね！　この大ウソツキ！」

　夏実は耐えられなかった。

　瀬せ見みの冷静さと、立也のふがいなさに。

　そして……。

　自分の無力さに。

「いいわ！　あんたなんかもう当てにしない！　わたし、薬探してくる、どっかにあるはずだ、幸ゆき美みちゃんを助けることができる薬が！　こんなところで使えもしないコンピュータの画面眺めて、したり顔で子供が死んでゆく姿を見てるよりその方がいい！」

　夏実はそう言い残すと、部屋を飛び出した。




『はい、こども一一九番です、どうしました？』

　受話器の向こうで、看かん護ご婦ふさんらしい女の人が答えた。

「あの……六ヶ月の乳児なんですけど、二日前から微熱があって、昨日の夜からミルクを飲んでも全部吐いちゃうんです」

『お腹なかを痛がって泣く、という様子はありますか？　周期的に……あと、ウンチですが血が混じってるような様子はありませんか？』

「十五分おきぐらいに火がついたように泣いて……すぐにぐったりしてしまいます……ウンチには血が混じってます」

　向こうの応対相手の態度が変わったのがわかる。

『それは、もしかしたら一刻一秒を争う症状かもしれません！　腸ちよう重じゆう積せきという病気のおそれがあります、個人医院では対処できませんから、すぐに小児科のある総合病院に連れていって下さい！　お住まいはどこですか？』

「あの……いえ……その、その病気は自分で治すことはできないのでしょうか？　薬を飲んで治すとか」

『何をバカなことを言っているんですか！　一秒でも遅くなれば命が危ないかもしれないんですよ！　場合によっては緊急手術しなくては助からないかもしれない病気なのよ！　お金のことやいろいろな事情があるのかもしれないけど、子供の命より大事なものがあるわけないでしょう！』

「はい……すみません」

　夏なつ実みは、やっとそれだけ言ってから公衆電話の受話器を置いた。

　電子音とともに、テレホンカードが飛び出す。

　やがて、ここにカードがあるぞ忘れるな、と言わんばかりに鳴り響ひびいていた電子音が鳴り止んだ。

　カードをくわえたまま黙だまり込んだ公衆電話を見つめて夏実は立ち尽くしていた。

　エアコンが効いた図書館のロビーには、涼みにきたらしい老人などが、座り込んで低い声で話をしているだけだった。

　あの後、夏実はすぐにこっちの世界に跳んだ。

　なんでもあるこっちの世界なら、幸ゆき美みを助ける方法がいくらでもあると思ったからだ。

　しかし……夏実は、いきなりこの世界の現実の壁かべに突き当たった。

　薬局では処しよ方ほう箋せんがなくては薬は買えない。

　脱水症状を回復するための点滴すら買えなかった。注射器などの医い療りよう器具は、それなりの資格がなければ売ってくれないのだ。

　医師の話を聞こうと思ったが、そんな暇な医者はいなかった。

　やっとのことで見つけた医療相談コーナーや電話相談室の回答は決まっていた。

『一刻も早く医師の診察を受けなさい』

　その医師のいない世界のことなど、話しても理解されないだろうし、下手へたをすれば自分が医師のところに連れていかれてしまうだろう……。

　公衆電話がくわえていたテレホンカードを抜き取ると、夏実は図書館を走り出た。

　何かあるはずだ。

　何か方法があるはずだ。

　そう信じて、夏なつ実みは走りつづけた。




　夏実がキャンプに帰ってきたのは、夕方だった。

　貯金を下ろして買い込んだ薬の山を詰め込んだリュックを背負って、夏実は階段を駆け上がった。

「鈴すず世よ！　薬持ってきたよ！」

　夏実のその声に帰ってきたのは、静寂と、そして鈴世のすすり泣く声だけだった。

　まさか！　……そんな！

　和室に飛び込んだ夏実が見たものは、幸ゆき美みを抱きしめたまま泣いている鈴世の姿だった。

「さあ……幸美を離しなさい……もう……寝かせてあげよう……」

　瀬せ見みが、そう言って鈴世の肩に手をかけた時、鈴世が叫んだ。

「いやぁああああ！　だって……だって……まだ、あったかい！　まだ……あったかい！……死んでない！　この子……死んでない！」

　そして、堰せきを切ったように鈴世は泣き出した。

　こんな風に取り乱して泣く姿を、夏実は生まれて初めて見た。

　夏実は何も言えなかった。




　黙だまって休きゆう憩けい室に戻った夏実は、持ってきた薬の山をロッカーの中にほうり込んで、こっちの世界に持ってきていたいろいろなものの整理を始めた。

　帰ろう……。

　もう、わたしにできることなんかない。

　わたしは幸運の女神なんかじゃない。

　そんな能力なんて、本当はなかったんだ。

　だとしたら……わたしはここにいる理由なんかない。

『困っている人を見たら助けてあげたい』わたし、ずっとそう思ってきた。でも、困っている人を助けたくても助けることができないのなら……その能力がないのなら……そんな思いは、ただの哀れみだ。

　自分だけ安全な場所に立って、かわいそうな人たちに哀れみだけを投げかける……わたしはそんな人間にだけはなりたくない！

　夏実は、荒れ果てた自分の家から持ってきた目覚し時計をリュックの中に入れようとして一いつ瞬しゆん迷ったが、そのままリュックに突っ込んだ。

　全部詰め込んでジッパーを締しめた時、夏実は元の世界から最初に持ってきた稽けい古こ用の杖じようがないことに気がついた。

　確か昼間……正門のところで結ゆう城きくんを待ってる時には持ってたよね……あの後、あいつが帰ってきたんで首っ玉つかんで二階に引きずってって……。

　あ、そうか、二階のコンピュータのところだ。

　夏なつ実みは、リュックを降ろすと、そのまま二階へと向かった。













　第十六章「負債」







　二階の事務室の前まできた時、夏なつ実みは部屋の中から話し声がするのに気がついた。

「本気か？」

　瀬せ見みの声だった。

　夏実はそっと事務室のドアの隙すき間まから中を覗のぞいた。

「ええ、これも僕ぼくの責任だと思うんです」

　立たつ也やが答えた。

「そうか……」

　瀬見は黙だまった。

　そしてしばらくして、瀬見は話し始めた。

「病院も医師もいないこの世界で、おそらく、俺おれたちはこれからもたくさんの子供や仲間を病気やケガで喪うしなっていくだろう。医療技術を失った俺たちには、経験で病気と闘たたかうことしかできない……医い療りよう技術というのは、過去に生きてきた人間の膨ぼう大だいな経験値の上に成り立っているんだ。何百年何千年前から、人類は病気になった人間に、さまざまな治ち療りようを施してきた。その中には効果的なものも、まったく効果のなかった治療もあったに違いない……その、効果のあった方法だけを、積み重ねて、今の医療技術というのはできあがったんだ……君は、坂さか口ぐち安あん吾ごという人を知ってるかい？」

　立たつ也やは黙だまって首を振った。

「昭和の中期の作家なんだが……この人の随筆に『堕だ落らく論ろん』というのがある。その中にフグを食うのは文化だという一節がある」

「フグが……文化ですか？」

「ああ、世界で最初にフグを食った人間は、おそらく毒に当たって死んだだろう、そして死ぬ時に『俺おれは肝を食ったからだ』といい残して死ぬ。そして、またフグを食うヤツが出てくる、こいつは死ぬ時に『俺は卵を食ったからだ』といい残して死ぬ。そうやって、過去において死んでいった無数の人間の上にフグ料理は成り立っている……これこそが文化だと、坂口安吾は書き残している……まさか、それと同じことをまた俺たちが繰くり返すことになるとは思わなかったな……」

「そんな言い方は……ひどいじゃないですか！」

　立也が叫んだ。

「あんたはそれでも親なんですか？　あんたの言い方じゃあ幸ゆき美みちゃんは、俺たちに経験値を積ませるためだけに死んだってことじゃないですか！」

「ああ、そうだ……幸美の死に、何か意味があるとしたら、俺たちに乳幼児性腸ちよう重じゆう積せきという病気の恐ろしさを経験させてくれた。そのことにこそ意味があるんだと思う……いや、そう思いたいんだ！　そう思ったっていいじゃないか！　そうじゃなきゃ、あの子がかわいそうだ！　なんのために生まれてきたのか、その理由を親が考えてやらなきゃ、あの子の命はムダだってことになるじゃないか！　……六ヶ月を過ぎた幸美は……声をあげて笑うようになった……その笑い声に代わるものなんかないことぐらいわかってる！」

　瀬せ見みは、そこで言葉を切って、両手で顔を覆おおった。

　夏なつ実みは、男の人が声を殺して泣く姿を生まれて初めて見た。

　立也はしばらく無言だったが、やがてぽつりと言った。

「すみません……一番つらいのは、あなただってことを忘れていました」

「いや、いいんだ、恥ずかしいところを見せてしまったな……俺がしっかりしなくちゃいけないのにな……」

　そして、瀬見は話題を変えた。

「本当にいくのか」

「はい、三階の無線室で、栗くり野のさんたちと連絡を取ったら、今夜にでも立ちます」

「道路は使えないぞ」

「はい、ですから鉄道を使おうかと思ってます。ＪＲの武蔵むさし野の線です……ほとんどが地上から離れた場所を通ってる高架線ですから、避ひ難なん民の車の残ざん骸がいや倒とう壊かいした建物などの影えい響きようを受ける道路に比べれば、はるかに影響は少ないと思います。新しん秋あき津つから、千葉の新しん松まつ戸どまでいけば、そこから龍りゆうヶ崎さきまでは目と鼻の先です」

「そうか、鉄道とは考えてもいなかったな……しかし……無事に帰ってこれるという保証は何もないぞ」

　立たつ也やは笑った。

「保証ですか……考えてみれば、この世界がこうなる前からそんなものはどこにもなかったのかもしれません。人間が何かをやる時に、それを決めるのは保証の有無ではなく、その目的に賭かけるだけの価値があるかどうかだと思います。もし、僕ぼくが成功すれば、過去の人々が積み重ねてきた経験値……医い療りよう技術という経験値が手に入ります。それは、僕一人の命なんかより大事なものだと思います」

「そうか、そうだな、君は、本当に変わったな……だいぶカレーが効いたみたいだね」

　少し赤くなった立也を見て、瀬せ見みは話題を変えた。

「ところで結ゆう城きくん、例のブルーベリー事件のことだけどな……ひとつだけ教えてくれないか？」

「何をですか？」

「なんで君は、ヨウシュヤマゴボウの実に毒性があるって知ってるのに、夏なつ実みくんにいわれるままに食ったりしたんだ？」

　立也の顔は、よく見えなかった。

「……夏実くんに食べさせたくなかったんです」

　ちょっと待て！　わたしは食べるつもりなんかなかったぞ！

　夏実は思わず心の中でそう叫んでいた。

　瀬見は、いぶかしげな口調で聞いた。

「食ったのは君なんだろう？」

「ええ、僕です。でも、あの時、僕が、いくら、『この実は毒だ、食べちゃいけない』と言ったところで、ブルーベリーだと信じ込んでいた夏実くんは食べちゃうと思ったんです……だから……夏実くんに毒の実を食べさせないためには、僕が先に食べて、この実はブルーベリーじゃない、この実は毒なんだ！　って証明しなくちゃならないと思ったんです……」

　瀬見は、しばらく無言だったが、やがて、大きく息を吐いた。

「そうか、君はやっぱり強いよ。夏実くんは、君のことを軟弱者だ！　ってからかうけど、君は、本当は強い人間だと思う」

「そんなことないですよ……僕は弱虫だし、すぐに弱音を吐くし、夏実くんの世話にならなきゃこの世界じゃ生きていけないような人間なんですから」

「その実が毒だと知っていながら、食える人間が、弱いわけないじゃないか……君はきっと夏なつ実みくんを大切に思っていたんだな」

「はい……思えばバカなことをしたものです……でも、あの頃ころ、公園でも幼稚園でも……僕ぼくを仲間に入れてくれたのは夏実くんだけでした。僕をいじめっ子から守ってくれたのも夏実くんだけでした。だから、なんとしてでも夏実くんが毒の実を食うことを止めたかったんだと思います」

　その時、夏実の心の中で五歳の頃ころの記き憶おくがよみがえった。

　五歳の頃の立たつ也やは、本が好きで、幼稚園ではいつもいじめっ子に本を取られて泣いていた。

　夏実はそのいじめっ子をさらにいじめて本を取り返してやった。

『おまえ、ほんをとられたくなかったら、かくしちゃえよ！』

『だって……あのこだってほんがよみたかったのかもしれないじゃないか……ひとりじめって、よくないことだよ……』

『ばーか』

　そうだ、あの時もわたしはバカにして笑ったんだ。

「そして、ここにくる時に、僕は、また彼女に助けられました。未来なんてないんだと思い込んでいた僕に、未来はあるんだと教えてくれたのも彼女でした……このキャンプでも彼女は、闘たたかって、そしてカレーでみんなに希望をくれました」

　立也は顔を上げた。

「子供の時やったことを、僕は後悔していません。それどころか誇りに思います。彼女は……夏実くんは、大切な人です……僕にとっても、このキャンプにとっても」

　瀬せ見みが言った。

「わかった、俺おれたちは君の強さに賭かけよう。君の……本当の強さにだ」

「僕の強さですか？」

　立也はちょっと驚おどろいたように目を見開いた。

「そうだ、君は自分で自分の強さに気がついていない。君は、他人を想おもう時に一番強くなれる人間なんだ。無事に帰ってきたら、君に医者をやってほしい」

「医者ですって？」

「ああ、この世界では医者になるのに国家試験など必要ない、過去の医師たちが積み重ねてきた経験値を一番効果的に使える人間にこそ資格があるんだ」

「それは、確かにそうです……でも、僕にそんな責任を果たすことができると思いますか？」

「この世界で医者になれば、きっと……死んでいく子供や仲間を何人も何人も見ることになるだろう。自分の無力さと、正面から向き合わなくちゃならない……でも、医者がいなくなったなら、誰だれかが医者にならなくちゃいけないんだ」

　立也は、黙だまっていたが、やがて小さくつぶやいた。

「その……誰だれかに、僕ぼくがなるんですね」

「そうだ、法律や警けい察さつや社会が消滅するのと同時に、俺おれたちの周りにあった『やってはいけないこと』は消滅した。でも『やらなくちゃいけないこと』は消滅したわけじゃない」

　立たつ也やは、小さく微笑ほほえんだ。

「わかりました、弱音を吐いたら、また夏なつ実みくんに笑われちゃいますものね」

　夏実は、そっと事務室の前を離れた。

　休きゆう憩けい室に寄って、リュックからモバイルを取り出して、公民館の正面玄関から外に出た。

　明るいサーチライトが灯ともされた正門の周りに警戒班が立っているのが見える。

　腕時計を見ると、午後九時を回ったところだった。

　玄関の脇わきで、夏実はモバイルの画面を押した。

　周りの空気が変わるのがわかった。

　雑踏の響ひびきと、車のエンジン音とともに、雷鳴が聞こえた。

　重く湿気を含んだ風が吹きつけてくる。

　きっと、こっちは夕立が近いんだな。

　夏実は、公民館の正門を抜けて走り出した。

　笠かさ松まつ通りの商店街では、通勤帰りのサラリーマンやＯＬたちが足早に通り過ぎてゆく横で、雨に備えて、店主たちが店頭に出していたワゴンセールのワゴンを店内に取り込もうと、おおわらわだった。

　その商店街を走りながら、夏実は考えていた。

　わたし……知らなかった。

　あいつが、あの時、わたしのために毒の実を食べてくれたなんて。

　死ぬかもしれないのに、それが毒だって知っていたのに、食べてくれたんだ。

　わたしはそれを笑い飛ばしたんだ「バカじゃないの……」って。

　わたしは何にも考えていなかった。

　バカはわたしだ。

　わたしは今まで「誰からも何もされたことがなかった」って信じてた。

　違ってた……。

　ずっと昔。

　わたしは、あいつに助けられていたんだ。

　ばちっ！

　その時、大粒の水滴が顔に当たった。

　雷鳴が鳴り響ひびく。

　それと同時に、轟ごう音おんを立てて雨が降ってきた。

　空気に土つち埃ぼこりの匂においが混じる。

　商店街の真ん中で夏なつ実みは立ち止まって顔を押さえた。

　叩たたきつけるような雨が、あっという間に夏実の全身を濡ぬらしていく。

　その雨の中で、夏実は泣いていた。

　ずぶ濡れの夏実の横を、傘かさを差した人々が走っていく。

　恥ずかしかった。

　やだ……。

　わたし……こんなに泣き虫じゃないはずだ……。

　でも、涙は、後から後から出てきて止まらなかった。

　わたし、立たつ也やにひどいことを言ったよね。ケンカ売って、ののしって、バカにして……笑ったよね。

　それでも立也は笑って言ってくれた。

　わたしが大切だ……って。

　わたしは、普通の女の子みたいなこと、なんにもできない。わたしにできることはカレーを作ることと、杖じようを振り回すことだけだ。

　だったら……それで立也の力になろう。

　立也がやることの手伝いをしよう。

　もし……わたしが本当に幸運の女神なら……幸運のカケラでも持っているのなら……そのすべてを立也にあげよう。

　夏実は、顔を流れ落ちてゆくものすべてが涙のように感じた。
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　第十七章「旅」







　午前四時三十分。

　東の空が明るくなってきた。

　……これなら、鉄橋を渡る時も大丈夫だな。

　立たつ也やと由よし方かたは、線路の下に敷しかれた砕石とコンクリートの枕木とが、見分けがつくのを確認してから、東ひがし飛白かすり駅のホームから線路へと飛び降りた。

　周りが明るくなるのに合わせて、二人は、ピッチを上げて歩き出した。

　朝の涼しいうちに、距離を稼かせぐつもりだった。

　由方のリュックの中でペットボトルに入れた水が揺れるのがわかる。

「それにしても重いっすね、この水は」

「線路の上は、ほとんど日陰がない……僕ぼくたちは炎天下のコンクリートと、砕石の上を歩きつづけなくちゃならないんだから、まず脱水症状に気をつけなくちゃならないのさ」

「そうっすか？　駅には自販機が残ってると思うんすけどねえ、バールでぶっ壊こわせば飲むものぐらい手に入るんじゃないすか？」

「確実に手に入るとは限らないだろう？　持っていて間違いはないさ」

　秋あき津つの駅に着いた二人は、ホームに昇って、ＪＲ武蔵むさし野の線の新秋津駅へと向かう連絡通路を駆け下りた。

　駅の構内には、ゴミと、そして白骨が散らばっていた。

　階段の脇わきの壁へき面めんに、もたれたように重なる白骨は、みんなスーツとワイシャツを着ていた。

　それを見た時、立たつ也やは一いつ瞬しゆん父親の顔を思い出した。

　三日熱は、熱が出て三日目に急激に症状が悪化し、突然の心肺機能の停止に至るのが特徴だった。きっと、ここで死んでいった人たちは、通勤途中に倒れ、そして放置されたのだろう。

　混乱と恐怖が、すべてを支配した、あの日のことを立也は思い出していた。

　一昨年おととしの十一月……。

　最初の患者が出た時、誰だれがこんなことを予想しただろう。

　立也は、以前、インターネットで読んだ人類の遺い伝でん子しに関する仮説を思い出していた。

　人類の遺伝子を調べた結果、はるか昔、人類は、なんらかの理由で一旦滅びかけ、地球上で、たった数万人にまで減少した。そして、その生き残った数万人から、今の人数にまで復活してきたという仮説だった。

　人類が滅びかけた理由……。

　それは、きっとウイルスだったんだろう。

　はるか昔に起こったことが、再び起こらないと、なぜ、僕ぼくたちは思い込んでいたんだろう。

　立也の視線を追った由よし方かたがつぶやく。

「この駅じゃあ誰も片づけなかったんすね」

「ああ、そんな余裕があった人間が一人もいなかったんだろう」

　二人は、武蔵野線のホームの端までいって、そこから線路に降りた。

　切り通しのようになった線路の両側のコンクリートの壁かべを見上げて由方が言った。

「武蔵野線は高架線って聞いてたんすけど……逆に地面より低いんすね」

「ここらは、地面の方が高いけど……東ひがし所ところ沢ざわを過ぎると、地面より高いところを走るようになる……さあ、いこう」

　東の空から昇る朝日に向かって二人は歩き出した。

　東所沢の駅を過ぎたところにある車両基地には、オレンジ色の電車が、並んだままうずくまるように留まっていた。

　この電車が再び線路の上を走る日は……もうないんだろうな。

　立也が、なんとなくそんなことを考えた時、由方が話しかけてきた。

「ねえ、結ゆう城き先せん輩ぱい、どっかにトロッコみたいのないですかねえ、ほら、人間が二人でシーソーみたいな棒を上下に動かすと走るヤツ……砂利の上って歩きにくくって」

「そうか、人力でレールの上を走る車があれば、ずっと楽にいけるんだよな」

　立たつ也やは、中学の頃ころ、鉄道マニアだった父に連れられて、ＪＲ飯いい田だ線にある佐さ久く間まレールパークという鉄道車両の展示館にいった時のことを思い出していた。

　旧式の電車や客車に交じって、黄色い工事車両と同じ色に塗られた、小さな自転車のようなサドルとペダルがついた奇妙なトロッコが置かれていた。主に保線区の人が、線路のパトロールをする時に使うものらしかった。

「そういえば……軌道自転車があるかもしれない」

「軌道自転車？　なんですかそれ？」

「トロッコの上に自転車を二台並べたような車さ、ペダルをこいでチェーンで車輪を回すような仕組みの車だった。あれがあれば、ずいぶん楽になるだろう」

「へえ……ホントに結ゆう城き先せん輩ぱいはなんでも知ってるっすねえ……」

　由よし方かたは、感嘆するように言った。

「その代わり、僕ぼくは、まったく無力さ、この前君に一発でやられちゃったみたいにね」

「あ、あん時はどうもすみませんでしたっす……バカなもんで何も考えてなくって」

　由方は、あわてて頭を下げた。

「いや、いいんだ、その代わり今、君は自分から僕についてきてくれているじゃないか。僕一人だったらどんなに心細いかしれない。お礼を言うのはこっちの方さ……さて、じゃあ手分けして、軌道自転車を探そう、保線区のところにあるはずだ」




　三十分後、立也たちは、ペダルをこいで、線路の上を快走していた。

「いやあ！　やっぱり速いっすねえ、一応ギヤ全体にオイルを回しておいたっす。さっきほどキイキイ言わなくなったっしょ。形は変わっても仕組みは自転車だから、整備はできるんすよ、オレ」

「やっぱり知恵の方が大切なんだな」

「へ？　なんのことっすか？」

　立也は、笑った。

「僕が知ってるのはただの知識さ、その知識を使えるようにするのが知恵なんだと思うよ」

　由方は、ちょっと首をひねってから答えた。

「オレ……バカっすから、難しいことよくわかんないんすけどね、でもオレたち、その知識ってヤツを取りにいくために、いのちがけでこんなことやってるんすよね、だったら知識ってヤツの方が大切なんじゃないすか？」

　いのちがけで……知識を取りにいく。

　立也はその言葉からある中国の物語を連想して笑ってしまった。

「オレ……なんか変なコト言ったっすか？」

「あ、いや、由よし方かたくんを笑ったんじゃない。まるで僕ぼくたちは『西さい遊ゆう記き』みたいなことをやってるな……と考えたら、妙におかしくなってしまったんだ」

「さいゆうき……って何すか？」

　由方が怪け訝げんな顔をする

「孫そん悟ご空くうって知ってるだろ、あのお話だよ」

「へえ、あれって『ドラゴンボール』ってタイトルじゃなかったんすか？」

　立たつ也やは今度は本当に笑ってしまった。

「それは、マンガの話だよ。中国の古典に、あの話の原型になったお話があるのさ。三さん蔵ぞう法ほう師しというお坊さんが、天てん竺じく……インドのことだけど、そこまで仏教の経典を取りに旅をするというお話なんだ。そのお坊さんの弟子で、如によ意い棒ぼうという棒で魔ま物ものと闘たたかう主人公が孫悟空というサルなんだ」

「へえ……」

　由方は、そうつぶやいてから黙だまり込んで何か考えていた。

　立也は、由方の考えが読めるような気がした。

　朝あさ霧ぎり夏なつ実み……か。

　あの子は、本当に孫悟空みたいな子だったなあ。

　二人が乗った軌道自転車は、高架線にさしかかった。

「ホントだ、地面の方が低くなったっすね！」

「ああ、もうすぐ北きた朝あさ霞かの駅だな」

　立也が、そう答えて前を見た時、北朝霞の駅のホームに誰だれかが立っているような気がした。

「誰かいるぞ！　気をつけろ！」

「え？」

　近づくにつれて、その人影が、細身の人間であることがわかってきた。

　……まさか……あれは。

　その人間は、立也たちに向けて、持っていた棒を振った。

　由方がつぶやいた。

「あ……孫悟空だ」

[image: ]

　真っ青な夏の空。

　白い入道雲。

　その下に広がる、人も車も、動くものの影もない、焼け跡。

　夏草の生い茂る廃はい墟きよの中を通り過ぎる一本の白い線のようなコンクリートの高架線。

　その上を、三人を乗せた軌道自転車が走っていく。

　渡ってゆく風の音の他ほかに聞こえるものは、車輪がレールの継ぎ目を渡る時の、カタンコトンという音だけだった。

　その静寂に耐えられないように夏なつ実みがつぶやいた。

「誰だれもいないんだね……」

　横でペダルを踏む立たつ也やが答える。

「うん……いたとしても……ほんの少しだろうね」

「みんな……死んじゃったんだね」

　夏実は高架線から、見下ろせるマンションの一室に目を止めた。

　その部屋は、荒れ果てていた。

　略奪されたのだろう。室内のクローゼットはすべて開けられて、床に衣類が散乱している。

　夏実は、その部屋のベランダに置かれた三輪車に気がついた。

　……子供がいたんだ。

　きっと……。

　幸せな家庭が、そこにあったのだろう。

　カタン・コトン。

　軌道自転車はゆっくりとマンションの横を通り過ぎてゆく。

　夏なつ実みはしばらく、そのマンションを目で追っていた。

　横の座席から、立たつ也やが声をかけた。

「どうしたの？　何か気になるものでもあった？」

「ううん……なんでもない。ただ……この街には、どんな人が住んでいたんだろうって考えていたんだ」

「ごく、普通の人が住んでいたんだと思うよ……君や僕ぼくみたいな……」

「死んでいった人たちは、わたしたちのことをどう思ってるのかな」

　立也は正面を向いていた。

　その目は地平線を見ていた。

「死んでいった人たちは僕たちのことを怨うらんだり憎んだりはしていないと思う……死んでいった人たちは、きっと僕たちを応援してくれていると思う」

「応援？」

「死んでいった人たちは、きっと僕たちにこう言いたいんだと思う……俺おれたちはここまでしか生きることができなかった……だから、生き残ったお前たちが俺たちの代わりに生きろ……ってね」

　東ひがし浦うら和わを過ぎて、一面の葦あしの原っぱを通り過ぎたところにある切り通しを抜けると、目の前に東ひがし川かわ口ぐち駅があった。

　駅の周りには商店街が広がっていた。

　にぎやかなはずの商店街には動くものもなく、ただ静寂がすべてを支配していた。

　この関かん東とう平野に住んでいた、何千万という人々が消えてしまったという事実が、一気に胸に迫ってきた時、夏実は、なぜか急に胸が締しめつけられるような気がした。

　その時、立也が何かをつぶやいた。

「え？　なんて言ったの？」

　夏実が横を向くと、立也は少し照れたような顔をした。

「玄げん奘じよう法ほう師しってすごいな……って言ったんだ」

「玄奘法師？」

「『西さい遊ゆう記き』の三さん蔵ぞう法ほう師しのモデルになった人さ。大昔の中国の人なんだけど、唐とうから天てん竺じく……今のインドだけどね、そこまで仏教の経典を取りにいくために、砂漠やヒマラヤの山を越えて旅をした人なんだ」

「へえ……三蔵法師ってホントにいたんだ！」

「うん、その途中では盗とう賊ぞくに襲おそわれたり猛もう獣じゆうに襲われたり、本当にいのちがけだったと思うんだ、それでも玄げん奘じよう法ほう師しがインドをめざした理由はなんだったんだろうな……って考えていたんだ」

　夏なつ実みが、ぽつりと言った。

「同じだよ」

「え？」

「きっと、立たつ也やと同じだと思うんだ。インドから持ってくるものは、自分だけのために使うものじゃない、それはきっと誰だれかのために使うもの……誰かが今より幸せになれるために使うものだから……玄奘法師って人はインドをめざしたんだと思うよ」

　立也はつぶやいた。

「誰かのため……か」

　夏実は微笑ほほえんだ。

「立也って……すごい人だね」

「え？　なんで？」

「だって……玄奘法師だとか『西遊記』だとか、そんな言葉がさらっと出るヤツいないよ、そうだよね由よし方かたくん」

　前のスペースに座り込んでひと休みしていた由方が振り向いてうなずいた。

「そうっす！　なんかこう……あったまいいな～って感じっすかね、どこの学校通ってたんすか？」

「僕ぼくかい？　南なん陵りよう学園中等部さ、そのまま高等部に進学するつもりだったんだけどね」

「南陵学園！」

　夏実と由方は同時に声をあげた。

「すっげーエリート学校じゃないすか！　やっぱり将来偉くなる人は違いますねえ、尊敬しちゃうなあ」

「やめてくれよ、こんな世界でエリートも何もあるもんか。それに、偉くなるには責任を果たさなきゃならない。偉くなりたい、でも責任はイヤだなんてことは許されないんだ」

「大丈夫だよ、立也……あんたは今、その責任を果たそうとしてるじゃない……だから、あんたは尊敬されてもいいんだと思うよ」

　立也は赤い顔をして言った。

「夏実くんにそう言われる日をずっと夢見てきたような気がするんだけど……こんなに早く言われるとは思わなかったな……」

　その時、後ろから由よし方かたが口を挟はさんだ。

「すんません、なんかいいムードのところみたいなんすけど、定時連絡の時間っす、ちょっと自転車止めて下さい」

「定時連絡？」

　由よし方かたは、リュックの中からアマチュア無線のハンディ機を取り出しながら答えた。

「ええ、妨害工作のために先発した部隊と連絡を取るんすよ、選ばれし者の連中がどこまでいってるのか聞かないと、やつらのど真ん中に飛び込むことになっちまいますから」

　夏なつ実みは、昨日の朝にキャンプを発たったバイクの一団を思い出した。

「ああ、あの栗くり野のとか言う人たちのことね」

「ええ、この距離ならヨンサンマルでも、充分届くと思うっすけど、念のために二メーターを持ってきました」

「二メーター？」

　怪け訝げんな顔をする夏実を見て、由方は、あわてて説明した。

「あ、電波の波長のことっす。一四四メガヘルツを二メーターって呼ぶんすよ、無線仲間で……自分、アマ無線やってたっすから」

　由方は、ちょっと得意げな顔をすると、ハンディ機のスイッチを入れて話し始めた。

「デルタワンからスカルリーダーどうぞ！」

　由方が、二、三回繰くり返すと、ハンディ機のスピーカーが、雑音とともに答えた。

「こちらスカルリーダー、デルタワンどうぞ」




「了解！　こちらも、やつらを足止めするために最大限の努力をするが……急いでくれ、以上スカルリーダー」

　通話を終えた栗野は、ハンディ機のスイッチを切った。

「何か変わったこととかあったんですか？」

　ペンチで有刺鉄線を十センチぐらいずつに切る作業をしていた少年が、心配そうに聞いてきた。

「ああ、やつらを絶対に今日中に龍りゆうヶ崎さきにいかせるわけにはいかなくなった。何がなんでも今日一日ここで足止めをかける……この新しん葛かつ飾しか橋と葛飾橋でな」

　そう言うと、栗野は、バイクの横で荷物の整理をしていた少年を呼んだ。

「杉すぎ井い！　俺おれのバッグからテルミットを出してくれ、黒い砂みたいなヤツだ」

　杉井と呼ばれた少年は、黒いビニール袋を重そうにさげて持ってくると栗野に聞いた。

「なんですか、このテルミットっていうのは」

　栗野は、周りにいた少年たちに向かって呼びかけた。

「唯ただ野の、望もち月づき、巻まき島しま！　ちょっとここにこい、説明してやる」

　少年たちが集まったところで、栗野は説明を始めた。

「こいつは酸化鉄とアルミニウム粉末と、マグネシウムを混ぜたヤツで、俗にテルミットと呼ばれている。お前らも、鉄工所なんかで溶接作業を見たことあると思うが、溶接している時、なんか棒みたいのでバチバチ火花散らしていただろう？　あの棒に塗ってあるのが、このテルミットって物質だ。こいつは燃焼を始めると、ものすごい高熱を出す。鉄なんか簡単に溶かしてしまうんだ」

「鉄を溶かすんですか？」

「こいつを、バーベキューなんかの着火に使うジェル状の着火剤と練って、あの橋の街路灯の根元に塗りつけて点火するんだ……根元が弱くなった街路灯はどうなると思う？」

　少年たちの目が丸くなった。

「そうか！　簡単に倒せますね！」

「ああ、こいつは使い捨てカイロと、アルミ缶かんを削った粉があればいくらでも作れる……マグネシウムはちょっと入手しづらいが……とにかく、覚えておいて損はない、さあ作業を始めるぞ！　あの橋の街路灯を全部ぶっ倒して道を塞ふさぐんだ」













　第十八章「文書保存センター」







　立たつ也やたちは、新しん松まつ戸どで常じよう磐ばん線せんに乗り入れて、佐さ貫ぬきへと向かった。

　佐貫から私鉄の関かん東とう鉄道龍りゆうヶ崎さき線に入って目的地である龍ヶ崎市に向かうつもりだった。

　しかし、我あ孫び子こ駅の構内で列車事故の現場に遭そう遇ぐうした。

　駅に停車中の電車に後続の電車が追突したらしく、連結個所で折れ曲がった電車が線路を塞ふさいでいる。

「どうする？」

「車両の横は、なんとか通れそうだ。持ち上げて、脇わきを抜けていくしかないだろうな」

　鉄の車輪のついた軌道自転車は、自転車といっても結構な重さがあった。

　三人がかりで、持ち上げて、やっとのことで線路に載せた時、三人とも汗だくになっていた。

「ちょっと休もうか」

「うん、そうしよう、由よし方かたくん、水を出してくれ」

「はい」

　そう言ってリュックの中からペットボトルを出そうとした由よし方かたに、夏なつ実みが声をかけた。

「あ、わたし、冷たいの持ってきたから、そっち飲もうよ。冷たいうちに飲んじゃった方がいいでしょ」

　夏実は、抱えてきたクーラーバッグを開けて、冷えたペットボトル入りのニアウォーターを取り出した。

　手に取った由方が感嘆の声をあげる。

「うっひゃ～ありがたいっす！　冷たいってのがなによりっすね！」

　三人は、ペットボトルの水を一気に飲んだ。

　冷たい液体が、喉のどを降りてゆくと、夏実は身体からだ全体から出ていた汗が引っ込むような気がした。

　大きく息を吐いた後で、夏実は事故の現場を振り返った。

「ひどい事故だったみたいだね」

「ああ、我あ孫び子こ駅は常じよう磐ばん線と成なり田た線の分岐駅だったから……でも、あの時、きっと日本中でこんな光景が繰くり広げられていたんだろうな……管理者のいなくなった工場が爆ばく発はつしたり、運転手が運転中に倒れた車が事故を起こすなんてことはあたりまえだったんだ……」

　立たつ也やは、軌道自転車を駅の下の日陰に移動させて腕時計を見た。

「ちょうどいいや、ここで昼飯にしよう」

「あ、わたし、おにぎり作ってきたんだ！　一緒に食べようよ」

　夏実はクーラーバッグから、プラスチックのケースを取り出した。

　立也と由方は、顔を見合わせた。

「何よ……変な顔して」

「あ、いや、なんかいつもと雰囲気違うな～とか思って……」

「どっちかというと姐あね御ごは、お弁当作るよか、人に弁当作ってこい……って言いそうなタイプっすからねえ」

　夏実はむくれた

「今のひと言で決めた！　由方のぶんはナシ！　全部わたしが食べちゃう！」

「そりゃないっすよ～」

　立也は笑った。

「あれだけ美味おいしいカレーを作れるんだから、きっとおにぎりだって美味しいだろうな、残念だなあ、由方くん」

　夏実はあわてた。

「あ、思い違いしないでね、わたしが得意なのは、カレーだけなの。他ほかの料理はからっきしダメなんだ」

　夏実は手に持ったプラスチックのお弁当ケースのフタを開けようかどうしようか迷ったが、立たつ也やの笑顔を見て、思い切ってフタを開けた。

　お弁当ケースの中を見た立也の目が丸くなった。

「すごい……それ、一個が一人ぶんなの？」

　その中には、コンビニのおにぎりを三つ四つまとめたぐらいの大きさのおにぎりが、ごろん、と三つ入っていた。

「いやあ！　豪快っすねえ！」

　覗のぞき込んだ由よし方かたの声を聞いて、夏なつ実みはあわててフタを閉めた。

「なんで隠しちゃうんだい？　いいじゃないか、美味おいしそうだよ」

　立也の声にウソはなかった。

「本当？　本当に、美味しそうに見える？」

　夏実は、肩の力を抜いた。

「そう、じゃあ食べてみて……由方にもあげるわ」

「ひゃっほう、ありがたいっす！」

　由方と立也は、夏実が作ってきた巨大おにぎりにかぶりついた。

「あ、ツナマヨっすね」

「僕ぼくのは、おかかだった」

「あ、それ、三角の角に、三種類の具が入ってるの、真ん中は小梅だけどね」

　三人は、しばらく無言でおにぎりを食べていた。

　やがて、立也がぽつりと言った。

「この世界は、めちゃくちゃで、地獄のような世界だけど、ひとつだけ夢がかなったな」

「夢？」

　立也は、ちょっと赤い顔をしていった。

「こうやって、女の子の作ったお弁当、とやらを食べるって夢さ。笑わないでくれよ、男の子にしてみればそれはアコガレなんだ、由方くんもそうだろう？」

　由方は口の中のご飯を必死に飲み込みながらうなずいた。

「そうっすね！　それは夢っすよ。誰だれかが自分のために作ってくれた食い物ってのは、もうそれだけで最高っすね」

「ふーん……そうなんだ」

　夏実は自分の手の中にあるおにぎりを見つめた。

　それは、朝の五時から起きて、立也に食べてもらいたい一心で、必死に作ったおにぎりだった。

　良かった……。

　夏実は小さく微笑ほほえむと、おにぎりにかぶりついた。

　日陰に止めた軌道自転車の上で、おにぎりを食べながら、夏実は我あ孫び子こ駅の構内を見回した。

　大きなターミナル駅の構内を、夏の南風だけが吹き抜けていく。

　静かだった。

　……この駅を利用していた人たちは、この駅に、こんな静かな日がくるなんて、きっと想像すらしていなかったんだろうな。




　昼食を終えて、荷物を片づけた立たつ也やは、大きく背伸びをして言った。

「さーて、あと少しだ、がんばろう！」

「ずいぶん元気になったっすねえ」

　軌道自転車のペダルを踏みながら立也は笑った。

「ああ、おにぎりを食べたからパワーがついたのさ。あのおにぎりには、なんかこう……カレーに通じるものがあったよな」

「カレーって言えば、あのカレー、うまかったっすねえ。オレ、ビーフカレー大好きなんすよ、だからコーンビーフが入ってたのが、めっちゃうれしかったっす」

「僕ぼくはどっちかというとチキンカレーが好きだな。それもサラサラしたヤツ。薬味に花ラッキョウが載ってればいうことなしだな」

「ふーん、そうなんだ、こんど作ってあげようか？　サラサラのチキンカレー」

　夏なつ実みの言葉を聞いた立也は、声をあげた。

「チキン……そうだ！　牛や豚を飼うことはもう無理かもしれないけど、ニワトリなら、飼えるかもしれないぞ！」

「どっかの養よう鶏けい場でニワトリ探してきて、キャンプで飼うってのもいいっすね」

「データを持って帰ったら、ニワトリ探しにいくとするか」

「んでもって夏実先せん輩ぱいにカレー作ってもらうんすね」

「いいや、やっぱり卵を生ませて、まず数を増やさなくちゃ、トリ肉にするのは、もっと数が増えてからだよ」

　由よし方かたはため息をついた。

「チキンカレーが食えるのは、とーぶん先の話っすねえ」

　夏実と立也は、声を合わせて笑った。

　常じよう磐ばん線の佐さ貫ぬき駅から関かん東とう鉄道龍りゆうヶ崎さき線に入ると、線路はすぐに真っ直すぐになった。

　畑の中を一直線に伸びる線路の上を、立也たちの乗る軌道自転車は通り過ぎていく。

　カタン・コトン、という車輪の音と、遠くで鳴くセミの声の他ほかに聞こえるものもなかった。

「なんか……のんびりしてるね」

「関東鉄道は電化されてなかったから、電線も電柱もない。それでなおさら、のんびりした感じがするんだろうな」

　由方は頭の上を見回した。

「言われてみればそうっすね」

　線路の終着点にある龍りゆうヶ崎さき駅は、小さな駅だった。

　軌道自転車を乗り捨てた三人は、街の中に入った。

　焼けた建物は、ほとんどなかったが、どの建物も荒れ果てていた。

　商店という商店のガラスはすべて叩たたき割られ、中の品物を略奪した痕こん跡せきが残っている。

　駅前の歩道橋のある交差点の真ん中で、夏なつ実みは聞いた。

「で？　目的地はどっち？」

　立たつ也やは、北の方に見える低い丘の連なりを指差した。

「あの丘の向うにある、ゴルフ場の近くのはずだ」

「はずだ……って、立也は初めてきたの？」

「だって、そこは僕ぼくの父の勤務先なんだ、僕が働いてたわけじゃないよ」

「あ、そうか、そう言えばそうだよね、本当ならわたしたちは高校生なんだものね」

　立也と由よし方かたは黙だまり込んだ。

　あれ？　わたし、また変なこといっちゃったかな。

　夏実がそう感じるのと同時に、立也が笑った。

「夏実くんの言うことを聞いてると、まるでＡＢＣウイルスに襲おそわれなかった世界からきた人のような気がするな……」

　一いつ瞬しゆん……夏実の心臓が止まった。

　その気持ちを顔に出さないようにして、夏実は声をあげた。

「そうだよ、いつも前向きじゃなきゃ！　さあ、ここからは歩きだから、がんばっていこう」




　小さな松林に囲まれた丘の上に並ぶ白い倉庫と二階建ての建物の壁かべに当たる西からの日の光は、その建物全体を黄色っぽく見せていた。

「さあ、着いたぞ、ここが僕たちの目的地なんだ」

「文書保存センターって倉庫みたいなんだね」

「そうさ、ここは文書を保存する倉庫なんだ。国会図書館って知ってるかい？」

　夏実は、ぶんぶんと首を振った。

「国会図書館ってのは、日本の出版物すべてを収蔵している図書館さ、ここはその倉庫兼電子化センターなんだ。過去の出版物を電子ファイル化して保存すれば、膨ぼう大だいな本をＤＶＤロム一枚に収めることができる。本の状態で保存するよりスペースを取らないし一発で検索できるようになる。僕の父は、ここで働いていたんだ」

　立也は腕時計を見た。

「午後四時半か……思ったより時間がかかったな……由方くん、栗くり野のさんとの連絡は取れるかい？」

「午後四時を過ぎたら受け待ちにしておくって言ってましたから、取れると思います」

　由よし方かたは、胸のポケットに入れてあったハンディ機を持ち上げて話し始めた。

「デルタワンからスカルリーダー！　こちら、無事テンジク到着、繰くり返すデルタワンはテンジクに着いた、スカルリーダーどうぞ」

　応答がなかった。

「あれ？　おかしいな……どうしたのかな？」

　由方がそうつぶやいて、もう一度コールサインを出そうとした時。

　ハンディ機から、切迫した声が流れた。

「スカルリーダーからデルタワン！　テンジクに着いたなら経典の運び出しを急げ！　やつらの一部が利と根ね川を渡った！　国道を通らずに、下流の栄さかえ橋を使ってそっちに向かっている。バイクを主体とした先遣隊だから、あと一時間ぐらいでそっちに着く！　こっちは主力を相手にするのに手間取っているので悪いが応援にいけない！　がんばれ！」

　無線は一方的に切れた。

　立たつ也やたちは、顔を見合わせ、そして走り出した。













　第十九章「潜伏」







　玄関のガラス戸を叩たたき割って屋内に入った立たつ也やは由よし方かたと夏なつ実みに向かって叫んだ。

「僕ぼくは地下室にある自家発電装置の所にいって、使えるかどうか調べる。君たちは、この管理棟の出入り口にバリケードを作って、侵入されないようにしてくれ！」

「わかった！　じゃあ気をつけて！」

　二人と別れた立也は地下室に向かって走った。

　地下の電源室は、真っ暗だった。

　リュックからリチウムバッテリーのヘッドランプを取り出して、点灯させると、立也は瀬せ見みから借りてきた、ディーゼル発電装置の緊急始動マニュアルを開いた。

　……まず燃料と、冷却水の確認だな。

　立也は、瀬見の言葉を思い出した。

『燃料については誰だれでも思いつくかもしれないが、盲点が冷却水なんだ。循じゆん環かん式とはいえ、ほとんどの自家発電システムは水道水に頼っている。断水している状態では自家発電装置は二時間と持たない。阪はん神しん淡あわ路じ大だい震しん災さいの時、病院や公共施設の自家発電装置が使えなくなった理由は断水だったんだ』

　自家発電装置の隣となりにある水すい槽そうには、半分以上水が残っていた。どうやら電動ポンプで地下水をくみ上げるタイプのようだ。

　これなら、電力が供給できれば、きっと給水はうまくいくだろう……問題は燃料だな……。

　燃料タンクのメーターの針は、四分の一より少し下を指していた。

　データの検索とダウンロードに必要な時間だけ電力が供給できればいいんだ……きっとそれくらい持つだろう。

　立たつ也やは制せい御ぎよ盤ばんの前に立って、起動用のスイッチを入れた。

　頭の上の蛍けい光こう燈とうが突然瞬まばたいて点灯したのを見て、由よし方かたが声をあげた。

「あ、電気がついた！」

「立也が発電機のスイッチを入れたんだ！　さあ、これからが正念場よ！」

「はい！　わかりました姐あね御ご！」

「その姐御ってのは、やめてっていってるでしょうが！　さあ、そっち持って、この長椅い子すを玄関の所に積み上げるのよ」

「はい！」

　一階の入り口のすべてにロッカーと事務机を積み上げて、ハリガネで縛しばりつけた後、二人は二階に向かった。

　廊下の突き当たりにある非常口に、ロッカーを積み上げながら、夏実はつぶやいた。

「思ったより時間を食っちゃったわね」

「仕方ないっすよ、頑がん丈じように作んないと簡単に壊こわされちゃうっすから」

　そう答えた時、由方の耳にその音が届いた。

「姐御！　あの音は……」

　非常階段のところに積み上げたロッカーを縛しばりつけていたハリガネを、ペンチで締しめつけていた夏実は、その手を止めた。

「静かに！」

　二人で耳を澄すますと、その音が聞こえてきた。

　バイクのエンジン音……それも十台や二十台の音ではなかった。

　その音は、どんどん近づいてきた。

「きた！」

「よし、じゃあ打ち合わせどおりよ！　わたしはここにバリケード作っちゃうから、あんたは一階をお願い！」

「はい！」

「いい、もう一度念を押しとくけどこれは時間稼かせぎなのよ、敵を倒すことじゃなくて、敵の足を止めることを考えて！」

「わかってますって！」

　そう言って階段の方に走りかけた由よし方かたは、そこで足を止めて振り返った。

「あ、そうだ、姐あね御ご……じゃなかった夏なつ実み先せん輩ぱい」

「何よ」

　由方は真ま面じ目めな顔をしていった。

「結ゆう城き先輩は、きっと夏実先輩のことが好きっす……だから、危なくなったら無理しないで逃げろって言ってあげた方がいいっすよ。きっと夏実先輩の言うことなら聞くと思うっすから」

「バカ！　何をいってるのよこんな時に！　さっさといきなさい！」

「こんな時だからこそいうんじゃないすか」

　由方は白い歯を見せて笑うと、階段を駆け降りていった。

「あのバカ……」

　そう言いながら夏実は自分の顔が赤くなるのを感じていた。

　バイクのエンジン音は、すぐそこに迫ってきていた。

　そして、その音は、正門の前で止まった。

　いよいよね……。

　夏実は杖じようを握る手を絞った。

　手のひらに汗はかいていない……大丈夫、わたしは冷静だ。

　その時、階下から由方の声がした。

「やつら……ここを素通りして、奥の大きな建物の方にいくみたいっすよ！」

　なんでだろう……？

　夏実は、栗くり野のと瀬せ見みとの会話を思い出した。

『そこは、確かに保存管理用の政府機関だが……それは文書とデータだけなんだ。結城は、そこに治安維持用の武器や車両などが保存されているというウソを書き加えた。やつらは、きっとそこに本当に武器があると信じるだろう……』

　そうか！　あいつらは、武器を探しにいったんだ！

　あの大きな倉庫のような建物を探しているうちはここにはこないってことなんだ！

　夏実は、頭の上の蛍けい光こう燈とうを見上げると、階下にいる由方に向かって叫んだ。

「由方くん！　電気消して！　早く！　ここに誰だれもいないように見せかけるの！」

「はあ？　なんすか？」

「いいから！　早く！」

　ばたばたと廊下を走っていく足音が答えだった。

　よし、わたしも早く電気消さなくちゃ！

　夏実は走り出した。

　廊下の照明を全部消し終わった夏なつ実みは、そのまま立たつ也やのいるオペレーティングルームに飛び込んだ。

「立也！　この部屋の照明消して！」

　メインコンソールの前に座っていた立也が驚おどろくのをそのままにして夏実は窓際に走り寄り、日よけのブラインドをすべて降ろした。

　オペレーティングルームが暗くなった。

　モニターの画面だけが明るい。

「やつらは今、武器を探しに奥の倉庫の方にいってる……だから、ここに人の気配がなければ、やつらがここにくるまで時間が稼かせげると思うんだ」

　立也の顔が明るくなった。

「そうか、多勢に無勢じゃ反はん撃げきなんかできるわけがないものな、その方が確実だ」

「で……あとどれくらいかかりそうなの？」

「やっと検索が終わったところだ、これから使えそうなデータを片っ端からＤＶＤロムに書き込んでいかなくちゃならない……二時間以上はかかりそうだ」

「二時間！」

「ああ、できることならもっと時間をかけて、データの取り残しがないかどうか確かめたいところなんだが……仕方ないな」

「わかった……でも、なるべく早くして。この建物にあいつらが入ってきたら、すぐに逃げなきゃいけないんだからね」

　立也は、真剣な顔でうなずいた。

　それからの二時間を、夏実と由よし方かたはじっと息を殺して待った。

　やがて、あたりに夕ゆう闇やみが迫る頃ころ、さらに何台もの自動車のエンジン音が近づいてくるのが聞こえた。

　ブラインドの隙すき間まから外を見ると、中庭に何台ものトラックや四輪駆動車が入ってくるのが見えた。

「本隊が到着したみたいっすね……」

「完全に逃げるタイミングを失ったわね……人数が増えたから、倉庫の中を探し終わったら、きっとここにもくるわ」

「きたら……どうするんすか？」

「逃げるのよ」

　由方は目を丸くした。

「逃げちまうんすか？」

「うん、目一杯やつらを引きつけて、その間に立也が逃げられるように、派手に逃げ回るのよ。一分一秒でも長く逃げることができて……そして、いざとなったら闘たたかえる人間じゃないと、この役は務まらないんだ」

　由よし方かたがうなずいた時、夏なつ実みは空気にものが燃える臭においが混じっているのに気がついた。

「火事？」

　あわててブラインドの隙すき間まを開けて外を見ると、一番東側にある倉庫の窓から煙が出ているのが見えた。

「やつら……火をつけた！」

「ヤバイっすねえ」

「わたし、立たつ也やの様子を見てくる！　あんたは無線で栗くり野のさんと連絡取ってみて！」

「わかりました！」

　夏実は部屋を飛び出した。

　ものが燃える臭いは、どんどん濃こくなっていた。

　夏実がオペレーションルームに飛び込むと、立也が顔を上げた。

「燃えているのはここか？」

「違うわ、奥の倉庫よ、ここはまだ大丈夫。あとどれくらいかかるの？」

「今、最後の一枚の書き込みが終わったところだ。これからこのＤＶＤロムを梱こん包ぽうする」

「急いで！　早く逃げないとこの建物にもやつらがくるわ！」

　夏実の言葉が終わらないうちに、一階の玄関のドアのガラスが叩たたき割られる音がした。

　夏実は立也に近づいた。

　立也の正面に立って、そしていった。

「わたし……立也のためにここにきたの。立也が、誰だれかのために強くなれるなら、わたしは立也のために、もっと強くなる。そして立也を守る！　そのデータで、幸ゆき美みみたいなかわいそうな目にあう子供がいなくなるなら……わたしにやれること……わたしにできること……その全部で立也を守る！　だから立也は絶対にそれを持って生きて帰らなくちゃいけないんだよ！」

　立也は、真剣な目でうなずいて、そして言った。

「わかった、ありがとう……だけど、君だって生きて帰らなくちゃいけないんだぞ！」

「大丈夫！　わたしは超能力者なんだ。いつだってどんな危険な場所からでも生きて帰る自信があるんだ。わたしは幸運の女神なんだから」

　夏実は、にこっと笑って、そのまま部屋を出ていった。

　立也は夏実の出ていった部屋のドアをしばらく見ていたが、すぐに我に返ったようにＤＶＤロムの束を梱こん包ぱうし始めた。

　やがて、オペレーションルームの中にも、紙の燃える臭いと、プラスチックフィルムの燃える臭いが入り混じった臭いが漂ってきた。

　……データが燃えているんだ。

　立也は悔しかった。

　立たつ也やの父が必死に作り、そして守ってきた何万何千万という人間たちが生きてきた証あかしが今、燃え尽きようとしているのだ。

　立也の目から涙がこぼれ落ちていった。

　燃えてしまえば、もう、二度とよみがえらせることのできない知識たち。

　人間が到達した文明の一切の記き録ろく。

　それは、人間たちの愚かな生き方の記録だったのかもしれない。

　浪費に次ぐ浪費の上に成り立った文化だったのかもしれない。

　でも、それは、人間たちが生きてきた証しだった。

　愚かな、しかし、それがゆえに愛すべき人間たちが生きてきた証だった。

　すべてを灰にして……そして、その灰の上に一体何が築けるというのだろう。

　守らなくちゃいけない……。

　僕ぼくはこのデータを守らなくちゃいけないんだ。

　立也は涙をぐい、とぬぐうと、梱こん包ぽうしたＤＶＤロムの束を詰め込んだリュックのストラップに肩を回して背負った。

　立ち上がったとたんに、立也はよろけた。

　うわ……ＤＶＤの束ってのは、想像以上に重いんだな。




　玄関のドアの内側に長椅い子すやロッカーを積み上げて作ったバリケードは、思ったより頑がん丈じようだった。

「そこがダメなら、一階の部屋の窓を割って中に入れ！　残っているのはこの建物だけだ！」

　夏なつ実みは、表で幹部らしい男の声がするのを聞いた。

　ついにきたわね……。

　杖じようを握りしめた時、一階のあちこちでガラスが割れる音がした。

　小声で無線機に向かって話していた由よし方かたが振り向いた。

「夏実先せん輩ぱい！　栗くり野のさんと連絡取れました！　この建物の、南側の松林の中で待機してるそうです、南側のフェンス三ヶ所に穴をあけてあるそうですから、そこまで逃げればなんとかなるっすよ！」

「そこまで逃げ切れればね……」

　夏実がそう答えた時、何人もの人間が屋内に入ってくる気配がした。

「きた！」

「打ち合わせどおり、あんたはこの階で騒さわぎを起こして混乱させて！　隙すきを見てやつらの中に混じって外に出るのよ。あんたならあいつらの仲間と見た目は変わんないから大丈夫よ」

「あんまりうれしくないっすね……そのいい方」

「そう？　だったら、あんたはまともな人間ってことだよ、さあいくよ！」

　夏なつ実みは二階への階段を駆け上がった。

　立たつ也やが、リュックを背負って廊下に出た時、後ろの方でガラスが割れる音がした。

　二階なのに……そうか！　外の非常階段を昇ってきたんだ。

　非常口のドアが乱暴に叩たたかれる音が聞こえてきたがどうやら内側に積み上げられたロッカーの山を突破できないでいるらしい。

「立也！　終わったの？」

　階段を昇ってきた夏実が声をかけた。

「ああ、全部持った、後は逃げるだけだ」

「ちょっと遅かったみたい、この建物は完全に取り巻かれちゃってるわ」

　夏実は立也の不安を打ち消すようにつづけて言った。

「でも、大丈夫。今、下に由方くんが隠れてるわ、建物の中にやつらがいっぱい入ってきた時に下で騒さわぎを起こす手はずになってるの、その隙すきに逃げよう！」

「でも、そこの二階の非常口から、やつらが入ろうとしているんだ！」

「なんだって？」

　立也の言葉を裏づけるように、積み上げたロッカーが倒れる音がした。

　二人が振り向くと、廊下の突き当たりのロッカーの隙間からいくつものライトの明りが差し込んでくるのが見えた。

「隠れよう！　こっち！」

　夏実は立也の手を引っ張って、目の前のトイレに飛び込んだ。

　一番奥の区画に入ってドアを閉める。

　廊下に幹部らしい男の声が響ひびいた。

「自家発電装置が動いていた形跡がある！　誰だれかいるはずだ、しらみつぶしに捜せ！」

　乱暴にドアが開けられる音。

「この部屋のコンピュータは、まだ暖かい！　近くにいるぞ！　手を抜くな！」

　隣となりの部屋のドアノブを回す音。

「カギがかかってます！」

「ぶっ壊こわせ！　中にいるかもしれない！」

　がんがんという音は、ドアを思い切り蹴けっているのだろう。

　やがて破は壊かい音が廊下に響きわたった。

「よし！　入れ！　……お前はそっちの部屋だ！　いいか、殺すなよ、生かしておくんだ、情報を聞き出すまではな！」

「ここにはいません！」

「よし！　次の部屋だ！」

　声がだんだん近づいてくるのがわかる。

　トイレの狭い区画の中で、立たつ也やと夏なつ実みは、ほとんど抱き合うような格好で、その音を聞いていた。

　立也は、触れている夏実の身体からだが、細かく震ふるえているのに気がついた。

「ひょっとして……武者震い？」

　夏実は、泣きそうな目で立也をにらんでささやいた。

「怖いからに決まってるでしょ！」

　立也は、ちょっと驚おどろくのと同時に、目の前の夏実の肩の細さにあらためて気がついた。

　そうか、いつも僕ぼくを励ましてくれていたから、なんとなく年上のような気がしていたけど……夏実は僕と同い年だったんだ。

　立也は、夏実の肩を見て思った。

　夏実は……今まで、どれだけがんばってきたんだろう。

　きっと、いつも自分に前向きに前向きにって言い聞かせて、泣きたい時も、自棄になりたい時も、きっとがまんして、明るく振る舞ってきたんだろうな……。

　やつらの声が廊下に響ひびく。

「この部屋にもいねえぞ！」

「どこにもいない！」

「そんなことはない！　もっとよく捜せ！」

　その、怒鳴り声を聞きながら夏実は祈った。

　わたしが……本当に幸運の女神である証拠を見せて！

　その祈りを無視するような声が聞こえた。

「あとは……そこのトイレだけです！」

　夏実は杖じようを握りしめてささやいた。

「いい？　やつらが、このドアを開けたら、わたしは、飛び出してそのまま廊下を逆に走るわ。やつらがわたしに気を取られている間にあんたは、非常口に向かって走って！」

　トイレのドアが開いた。

「中のドアを開けてみろ！」

　隣となりの区画のドアが開いた。

「からっぽです！」

「よし、その奥が最後だな」

　ドアのノブが回った……その時！

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ！

　けたたましい電子音が廊下に響きわたった。

「なんの音だ？」

「そこは後でいい！　調べろ！」

　やつらの足音が、ばたばたと去っていくのがわかった。

「今のうちよ！　トイレを出て！」

　夏なつ実みと立たつ也やはトイレを飛び出して、向かいの部屋へと飛び込んだ。

　事務机が並んでいるその部屋の、奥の机の影にしゃがみ込んだ時に廊下に響ひびいていた電子音が止まった。

「なんだったんだろう……今の音は」

　夏実がぽつりと言った。

「きっと……わたしのリュックに入っていた目覚し時計だと思う……」

「目覚し時計？」

「うん、リュックに入れたままだったんだ。電池なんかとっくに切れていると思ってたのに……」

「接触不良か何かだったんだろうな。でも、助かった……乾電池なんて、どこにでもある、ごくありふれた品物のおかげで助かることもあるんだな、本当に運がいいや」

　立也の言葉を聞いた時、夏実の胸の中で何かが光った。

　その光は、ほんの小さな光だった。

　でも、この光は絶対に消えない……。

　夏実は、なんとなくそう感じた。

　再びやつらの足音が廊下に響いたその時。

　ぱぱぱん！

　建物の外で爆ばく竹ちくを鳴らした時よりも、もっと太く鋭するどい破裂音が連続して響き、どこかでガラスの割れる音がした。

「なんの音？」

「銃声だ！　誰だれかが銃を撃うったんだ！」

　警けい戒かいするような叫び声があちこちであがるのと同時に、廊下の方から白い煙が押し寄せてきた。

「……火事？」

「いや……これは消火器の粉だ！」

「わかった！　この煙は一階で由よし方かた君が起こした騒さわぎなのよ。きっとさっきの銃声は、その混乱を起こす合図のために、栗くり野のさんが撃ったんだわ」

「よし！　逃げよう！」

　二人は事務室を飛び出した。

「真っ直すぐ！　突き当たりの非常階段から外へ！」

　全力で廊下を走る。

　非常口にたどり着いてドアを開ける。

「うわ！」

　目の前に人がいた。

　非常階段から入ってこようとしていた人間と、鉢はち合わせしてしまった。

　何かを叫ぼうとしたそいつの喉のどめがけて夏なつ実みは思いっ切り杖じようを突き出した。

「うぎえ！」

　獣けものじみたうめき声とともにのけぞるそいつの脇わきをすり抜けて、非常階段を一気に駆け下りる。

　中庭は、手に手にライトを持った選ばれし者の手下たちが右往左往していた。

「どっち？」

「南側のフェンスに切れ目があるって言ってた！　南側の松林の方に！」

　走り出した二人の背中に向かって、誰だれかがライトを浴びせるのと同時に声が飛んだ。

「あいつらは仲間じゃないぞ！　バンダナを巻いてない！」

　バンダナ？　……そうか、やつらはみんな頭に赤いバンダナ巻いてた。あれが目印だったんだ！

　後ろから何人もの人間が追ってくるのがわかる。

　その時、中庭に、迫力のある火薬の破裂音が響ひびきわたった。

　それは栗くり野のたちに応戦するために選ばれし者たちの幹部が撃うった銃声だった。

　あの銃がこっちに向けられるのに、そう時間はかからないだろう。

　立たつ也やが、そう考えて、目の前にある低い植え込みに向かって全力で走った時、誰かが前に立った。

　夏実が杖じようを構えるのと同時にそいつは由よし方かたの声で叫んだ。

「煙幕を張ります！　右にいって下さい！」

　その言葉と同時に、由方は夏実たちの後ろに向かって、何かを振り回した。

「ばすすすすす！」

　噴ふん出しゆつ音とともに、白い粉煙が充満する。

　夏実が振り向くと、後を追ってきた連中が、粉まみれになってその場に立ち止まるのが見えた。

「早く！　こっちです！」

　消火器を投げ捨てて、先せん導どうするように走り出した由方の後を立也と夏実が追った。

　そして、次の植え込みを飛び越えた時、立也は右足を何かに突っ込んだような気がした。

　やばい！　側溝だ！

　何も持っていなければ、身体からだを止めることができたかもしれない……しかし、背中に背負ったリュックの重さのために、立也は身体を止めることができなかった。

　右足の足首から嫌いやな音がして激痛とともに立也の身体は地面に叩たたきつけられた。

「立也！」

「先せん輩ぱい！」

　立たつ也やは身体からだを起こそうとしたが、右足首の激痛のために、足が動かせなかった。

　夏なつ実みが、かがみ込んで立也のズボンをめくり上げた。

　立也の右足首が妙な形にねじれていた。

　……骨折！　……いや、脱だつ臼きゆうかもしれない。

　夏実は周りを見回した。

　すぐ近くに、物置小屋のようなものがあるのが見える。

　立也の腕の下に肩を入れて夏実は小声で叫んだ。

「由よし方かたくん！　そっちの腕持って！　そこの小屋に隠れよう！」

　小屋の戸にはカギがかかっていなかった。

　引きずるようにして立也を小屋に連れ込むと、夏実は立也のスニーカーを脱がせた。

「腫はれているけど、内出血はないわね……呼吸も浅くないってことは、きっと脱臼だわ、ちょっと痛いかもしれないけどがまんして！」

　夏実は、そういうと立也の足首を思い切りひねって押した。

「ぼりっ！」

　割り箸ばしを座布団にくるんで踏みつぶしたような音がするのと同時に立也が押し殺したうめき声をあげた。

「とりあえず外れた関節は戻せたみたいだけど……」

　夏実の言葉に答えるように立たつ也やがつぶやいた。

「歩くのは無理かもしれないな……」

　立也と由方の二人は顔を見合わせた。

　立也が軽くうなずいて、夏実に向き直った。

「僕ぼくたちは、ここまでみたいだな。本当に僕は夏実に世話になってばっかりで情けなくなる」

　夏実は、わけがわからない、という顔をした。

「どうしてよ！　なんでこんなところであきらめちゃうのよ！　あんたはこのＤＶＤロムの山を届けなくちゃいけないんでしょ！」

「それを夏実にやってほしいんだ」

「ふざけないでよ！　どうやってわたし一人でこのＤＶＤロムを持ち出せるのよ！　周りは全部あいつらに囲まれて、まして火までつけられてるのよ！」

　立也が微笑ほほえんだ。

「君ならできるじゃないか。君の世界には、連中もいなければ火も燃えていない、ここは閑静な文書保存センターの中のはずだ」

　夏実の息が止まった。

「わたしの……世界って……」

　立たつ也やが、頭をかいた。

「なんとなく……気づいていたんだ、君が……こっちの世界の人間じゃないってね。君が持ってきたカレーの空き箱の製造年月日や、薬の山を見た時、僕ぼくは栗くり野のさんのキャンプにあらわれた木き梨なしって人の話を思い出したんだ。君はＡＢＣウイルスにやられていない、平和なもう一つの世界からきたんだろう？」

　夏なつ実みは、何を言っていいのかわからなかった。

　足が、がくがく震ふるえているのがわかったが、自分ではどうにもできなかった。

　その、夏実の表情を見て、立也は小さくため息をついた。

「やっぱり……そうなんだね。栗野さんは言っていた、俺おれたちはその木梨のおかげで生き延びることができたって。本当だな、僕も君のおかげでこのデータを届けることができる。さあ、このリュックを背負ってくれ、君なら確実にこのＤＶＤロムの山を持ち帰ることができる！　そんな顔をしないでくれよ、君はいつだって前向きで、元気で、僕たちを励ましてくれていたじゃないか」

　夏実は叫んだ。

「わたし前向きなんかじゃない！　だって……わたしは逃げられるんだ、いつでも、どこからでも！　絶対安全な場所にいたから。だから言えたんだ、無責任なことが！　わたし……わたし……ただの卑ひ怯きよう者なんだ！　そして、ここであんたたちを見捨てたら、わたしは本当の卑怯者になっちゃう！」

「バカなことを言うんじゃない、君は卑怯者でもなんでもない、君はずっとがんばってきたじゃないか。これは、僕の思い上がりかもしれないけど、僕は君の本当の気持ちがわかるような気がする……泣きたいことや、嫌いやなことや、いろいろなことがあっても、きっと君は全部心の中に押し込めて、笑ってきたんだと思う。もういいんだ、君は、もう……がんばらなくていいんだよ」

　立也が笑った。

「ここは、僕たちの世界だ。君が命をかけることなんかないんだ。だから……決めていたんだ……もし、僕たちが帰れなくなったら、夏実くんにデータを持って逃げてもらおうってね」

「そんな！　ダメだよ！　わたしは約束したじゃないか！　わたしは命をかけてあんたを守るって！」

「夏実までここに残ったら、キャンプで待ってるみんなはどうなる！　誰だれかが医い療りようデータを届けなくちゃならない。そして、今、それができるのは夏実だけじゃないか！　さあ、リュックを背負ってくれ、ちょっと重いかもしれないけど、背負えるよね」

　夏実は小さくいやいやをした。

「いやだ……いやだよ！　立也！　なんで……なんであんたは、そんなこと言うんだよ！　そんな話ってないよ！」

　立たつ也やは、しばらく無言で夏なつ実みを見ていたが、やがて静かに、そして力強く言った。

「僕ぼくは死なない、いや……死んだって僕は残る。このＤＶＤロムの中に僕の名前は残るんだ。だから、夏実がこれを届けてくれなきゃ僕は残れない。あの時、君はいったよね、妻は夫のいうことを聞くものです！　って。僕は夫も妻も平等だと思ってる。だから妻からも夫にこういえるんだ。夫は妻の言うことを聞くものだ！　ってね」

　そして、もう一度立也は笑った。

「僕は夏実が大好きだった。ケンカが強くて、負けずぎらいで、泣いたりしない夏実が本当に好きだったんだ……だから……君に会えて本当に良かったと思ってる。たった一週間の間だけだったけど……ありがとう……もう一人の夏実」

　夏実は立也に抱きついた。

「立也は……泣き虫なんかじゃない……ちょっとオタクで、ちょっとネクラだけど、でも立也はすごい人だよ！　だから、そんなすごい人間は死んじゃいけないんだ！　あんたに比べればこんなもの、ただのプラスチックのカタマリじゃないか！　あんたがいて、あんたが生きて帰って、初めてこいつは役に立つんだ！　大事なのは人間だ！　ものじゃない！」

　立也は、ちょっと照れたような顔をした

「安心しろ夏実……僕は死なないよ……そうだ、僕と約束してくれないか？」

「約束って？」

「君の世界の僕と、仲良くしてやってくれないか？」

「え？」

「君の世界の僕は、きっとオタク小僧でネクラな性格のまま生きてると思うんだ……でも……君と会えば、僕は変われる……いや、絶対に変わってみせる……だって、僕は君のことを絶対に忘れていないからさ。さあ、リュックを背負うんだ」

　立也と由よし方かたが二人でＤＶＤロムの詰まったリュックを持ち上げて、夏実の背中に載せた。

　背負いのストラップを肩に回したのを確認して、手を離す。

　夏実は、その重さに、少しよろけた。

「大丈夫か？」

「大丈夫。予想してたよりちょっと重かったから……」

　ストラップが肩に食い込んだ痛みは、かなりのものだったが、夏実は、なにごともなかったかのようにその痛みを受け止めた。

「先に行っていてくれ、俺おれたちは、あとからゆっくりいくから……」

「大丈夫、夏実先せん輩ぱいの大事な人なんすから、オレがちゃんと守りますって」

　二人は微笑ほほえんだ。

　夏実は泣いた。

　バカだ！

　男って、みんな大バカだ！

　なんで……こんな時に……そんな顔で笑えるんだよ！

　立たつ也やがぼやけて見えなかった。

　夏なつ実みは、もう一度立也に抱きついた。

　そして、唇を合わせた。

　やがて、立也から離れた夏実は真っ赤な顔をしていた。

「わたしの……初めてのキスなんだぞ！　いいか！　忘れるなよ！　忘れたらぶっ殺すからな！」

　夏実は、思いのたけを吐き出すようにそう叫んだ。

　そして小屋を飛び出すと、その場でモバイルの画面を押した。

　立也たちの前から夏実の姿がかき消すように消えた。

「……いっちまったっすね」

「ああ……」

　由よし方かたは、まだ呆ぼう然ぜんとしている立也をつっついた。

「どうだったすか？　幸福の女神のキスの味は……ずいぶん、ぞんざいなキスだったすねえ」

　その時、どこか近くで、やつらの声がした。

「さて……女神のキスの効果はどんなものか、試してみるか！」

　立也は由方に肩を貸してもらって、必死に走り出した。
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　第二十章「幸運の女神」







　一時間後、夏なつ実みは新しん松まつ戸ど駅で武蔵むさし野の線に乗り換えた。

　会社帰りのサラリーマンたちで満員の武蔵野線に、ＤＶＤロムが詰まった大きなリュックを抱え込んで乗り込んだ夏実に、一いつ瞬しゆん冷たい視線が投げかけられたが、その視線は、すぐに無関心な大多数の視線に紛れ込んでいった。

　車内には、平和な、豊かな世界の住人たちがいた。

　夜の街の中を武蔵野線は走り抜けていく。

　通り過ぎる電車の窓から、線路際のアパートの室内が見えた。

　テレビに映るナイターのワンシーンと、テーブルの上の缶かんビール。

　その部屋には生活があった。

　電車は吉よし川かわ駅を発車した。

　夏の夕暮れの中を家路に急ぐ人の波の脇わきを電車は通過する。

　マンションと、アパートの群れの向こうに車の列。

　鉄橋を渡る轟ごう音おんに合わせて川面に街灯のあかりが揺れる。

　夕暮れのせまる空の下に、いくつものあかりがともっているのが見えた。

　あの、あかりの中で、みんな生きてるんだよね。

　笑って、泣いて、怒って……誰だれかを傷つけて……誰かを恨んで。

　そして、誰かを信じて……誰かを愛して。

　夏なつ実みは、昼間、この場所を立たつ也やたちと軌道自転車で走った時のことを思い出していた。

　あの世界の人たちも、きっとそうだったんだよね、自分たちがいなくなっちゃうなんて、すべてが消えてしまうなんて思ってもいなかったんだよね。

　その時、夏実はふいに子供の頃ころ読んだ『物語を運んだ馬』という本の一節を思い出した。

　それは、その本の中に登場する老人のセリフだった

『……今日、生きていることも明日になったらそれは物語に変わるだろう。この、世界全体が。人間の生活すべてが、長い長い物語なんだ……』

　夏実は、足元に置いたリュックにそっと触れた。

　そうだよね、これは、物語なんだ。

　決して消えない……消しちゃいけない物語なんだ。

　もう一度顔を上げて窓の外を見る。

　街のあかりがにじんで見えるのは窓ガラスのせいではなかった。




　電車が東ひがし所ところ沢ざわに着いた時、夏実は腕時計を見た。

　……八時半か。思ったより早く着けそうだわ。

　しかし、電車はなかなか発車しなかった。

　車内の客が不ふ審しんそうな顔をして顔を見合わせ始めた時、車しや掌しようのアナウンスがあった。

『国こく分ぶん寺じ駅構内で信号機故障のため、しばらく発車を見合わせております。この先各駅に先行車が停車しておりますので、発車の見通しは立っておりません』

　車内に抗議の声とざわめきが広がった。

　一刻も早くこのＤＶＤロムを届けたいのに、なんで、こっちの世界のわたしってこんなに運が悪いのよ！

　夏実は涙が出そうだった。

　どうしようか……。

　ここからなら、あとひと駅か。どこでもいいから西せい武ぶ線の駅にたどり着きさえすれば、後はなんとかなるよね……よし！

　夏実はリュックを背負って東所沢駅のホームを走り出した。

　百枚を超えるＤＶＤロムの重さが、肩に食い込む。

　階段を走り降りながら、夏実は自分の背骨がきしむのがわかった。

　駅を出て東ひがし飛白かすり市の方向に向けて走り出す。

　夜の街を走る夏なつ実みの頰ほおをなでてゆく風は、昼の熱気を身にまとったままだった。

　ものの一分もしないうちに、夏実の額ひたいに汗の粒が浮かび始めていた。




　東飛白駅に着いたのは、午後十時近かった。

　夏実は、一いつ瞬しゆん迷った。

　どうしよう……こんな時間になっちゃった。家に帰らなきゃ……でも、明日回しなんかにできない！

　夏実は、公民館に向かってゆっくりと走り出した。

　ずっと走りつづけてきた夏実に、もう、全力で走る力は残っていなかった。

　でも、夏実は歯を食いしばってここまで走ってきた。

　肩に食い込むＤＶＤロムの束の重さを、立たつ也やの想おもいだと信じて、夏実は走ってきた。

　駅前通りを真っ直すぐに降りてきて、南みなみ沢さわの交差点の角にあるコンビニの前を右に曲がると、遠く公民館の建物が見えた。

　夏実はポケットからモバイルを取りだそうとして、やめた。

　この時間、向こうの世界の街並みは、きっと暗くら闇やみに沈んでいるに違いない。その暗闇の中を歩く自信はなかった。

　公民館の手前の交差点まできた時、夏実はその角に誰だれかが立って、こっちを見ているのに気がついた。

　その人は、夏実が近づいてくるのを見ると、合図するように手を上げた。

　それは……あの不思議な爺じいさんだった。

　爺さんは微笑ほほえみを浮かべて夏実に近寄ってきた。

「本当によくやった……ご苦労様じゃな、お前さんは、あの世界を救う役目を本当に果たしてくれたわけじゃ」

「どういうこと？」

「あの世界は、これから大きく変わっていくじゃろう。お前さんが持って帰った医い療りよう情報をきっかけに、キャンプとキャンプの間で、交流が始まる……人と物のネットワークが広がってゆく……それを社会というんじゃ。そして、それをやってのけるのが、あの男じゃ」

「それはわかるよ、立也はすごい人だもの……でも、それがなぜ、わたしの役目だったの？」

　爺さんは、視線をそらした。

「お前さんには悪いが……利用させてもらった。あの男に決意させるためのアテ馬になってもらったのじゃ……」

　そして、爺さんはあわてて付け足した。

「お前さんに因果律を歪ゆがめる能力があるというのは本当のことじゃ、だから、今回の旅もうまくいったじゃろう？」

　夏なつ実みの顔が輝かがやいた。

「うまくいった……っていったよね、じゃあ、立たつ也やは帰ってくるんだね！」

「そう、あの男は無事じゃ。なんせ幸運の女神からファーストキッスをもらったくらいの男じゃ、幸運はつづくじゃろう……では……明日、あの場所でまた会おう」

「え？」

　夏実が顔を上げた時。

　もう、爺じいさんの姿はどこにもなかった。

　夏実は、しばらくそのまま立ち尽くしていたが、やがて、ポケットからモバイルを取り出した。




　公民館に近づくと、正門の見張り台からサーチライトが浴びせられた。

　光の中に浮かび上がった夏実の姿を見た警けい戒かい班の子たちから驚おどろきの声が飛んだ。

「夏実さん！　どうしてこんな時間に？」

「龍りゆうヶ崎さきまでいったって聞いてたんですけど！」

「結ゆう城きさんたちはどうなったんですか？」

　夏実は両手をあげて、警戒班の連中の質問を封じた。

「とにかく、正門を開けてよ」

「あ、すみません、今開けます」

　重そうな鉄板で補強された正門がゆっくり開いた。

　公民館の玄関ポーチには、いくつものあかりがともっていた。

　その、あかりを背にして、瀬せ見みが立っていた。

「おかえり、夏実くん」

　夏実は背負っていたリュックを降ろして、瀬見に差し出した。

「これが、立也が言っていた医い療りようデータＤＶＤロムです」

「ありがとう……」

　瀬見は両手でそれを受け取った。

「これで……幸ゆき美みのような子供を減らすことができるんだな」

「はい……」

　瀬見は、リュックを抱いた。

「薬も医師もいないこの世界では、たとえこれがあっても、幸美は助からなかっただろう……でも……でも、親として手を尽くせなかったことを後悔しつづけることに変わりはない」

「あの、鈴すず世よは……どうしてます？」

　瀬見は公民館の建物を振り返った。

「まだ起きているよ、やっと少し話せるようになったが……会うかい？」

「いえ、いいです。そのうち……そう、平気な顔で笑えるようになるまで、会わない方がいいと思います。会ったらわたし、大丈夫？　なんて聞いちゃうかもしれません、そうしたら鈴すず世よは、きっと無理してでも、大丈夫だよって答えると思うんです。わたし、鈴世に無理させたくないんです」

「そうか、やっぱり君たちは本当の親友なのかもしれないな」

　瀬せ見みは微笑ほほえんだ。

　その微笑みを見た時、夏なつ実みは、この人がそばにいてくれれば、鈴世はきっと立ち直ることができるだろうな、と思った。

「そう言えば、さっき栗くり野のたちから無線で連絡があった。結ゆう城きも由よし方かたもみんな無事だそうだ、こっちに帰ってくるのは明日の夕方になりそうだと言っていたよ」

「ほんとですか！」

「本当さ、さあ、シャワーを浴びて休んでくれ」

「はい！」

　公民館の中を歩きながら夏実は何度も涙をぬぐった。

　そうか、本当に無事だったんだ。

　よかったね……立たつ也や。

　シャワーを浴びて、着替え終わった後、荷物をまとめて、そっと正門の近くにやってきた夏実は、警けい戒かい班に見つからないようにバリケードの陰に隠れて、モバイルギアを開いた。




　家では両親が待ち構えていた。

　夏実は、ただひたすら謝あやまった。

　初の午前さま帰宅をした高校生の娘にとって、親の怒りを解くためにできることは他ほかに何もなかった。

　しかし、深夜出歩いていたこと。そしてそのことで両親に心配をかけてしまったこと。その二つ以外に何一つ悪いことをしていない夏実の目を見た両親は、少し安心したようだった。

　次の日。夏実は、安売りスーパーで、業務用の特大カレー粉と、まるごとのトリ肉、そしてさまざまな調味料や香辛料を買い込んだ。

　なけなしの貯金は完全に底をついたが、夏実にとって、そんなことはもう、どうでもいいことだった。

　スーパーで買い込んだ山のような品物を、なんとか家まで持って帰った夏実は、玄関先で考え込んでいた。

　この荷物を、どうやって持っていこう……リュックサックはかんべんしてほしいしなあ……。ＤＶＤロムのリュック背負って五キロ以上走ったため、両肩が腫はれ上がっていたのだ。

　その時、夏実の目の前を、前と後ろに子供を乗せて、さらに前カゴにスーパーで買った品物を満載した若いお母さんが自転車に乗ってさっそうと走っていった。

　そうだ、自転車に乗っけていけばいいんだ！




　車庫の奥でホコリをかぶっていた母の古い自転車を引っ張り出した夏なつ実みは、荷台にダンボール箱をくくりつけ、その中と前カゴに荷物を詰め込んだ後、サドルにまたがって、モバイルを開いた。

　白いＴシャツにオーバーオールのジーンズ、そして麦むぎ藁わら帽子。

　自分の格好を見下ろして、夏実はため息をついた。

　本当は、もっとかわいい格好で向こうの世界にいきたかった。

　白いワンピースや、デニムのスカートも着てみたけども、どんな格好をしても、鏡かがみに映っているのは本当の自分じゃないような気がした。

　やっぱりわたしは、わたしらしい格好が一番なんだな。

　夏実は、小さくうなずくと、モバイルの画面を押した。

　住宅街がゆらりと揺れた。




　夏の日差しの下。

　生い茂る夏草が風にゆれる一面の焼け野原の、真ん中の道を、つばの大きな麦藁帽子をかぶった夏実が自転車で走ってゆく。

　何一つ動くものもない廃はい墟きよの街を走りながら夏実は考えていた。

　最初にこの街に跳んだ時、足が震ふるえるほどの恐怖を感じていた自分がウソのようだった。

　慣れたってことなのかな……。

　いや、きっと、この世界の人たち……鈴すず世よや博ひろ之の助すけや、立たつ也やたちの明日が、ここにもあるってことが見えてきたからなんだろうな……。

　正門から中に入ったとたん、夏実はキャンプの子供たちに取り巻かれた。

「なつみねーちゃん！　なにもってきたの？」

「ねえ！　これなに？　お菓子？」

「わあ！　くーらーばっぐだ！　なかになにが入ってるの？」

　きゃいきゃい騒さわぐ子供たちをかき分けて夏実は、公民館の玄関前に立っている瀬せ見みの前までやってきた。

「朝になったらどこにもいないからびっくりしていたんだよ。どこにいっていたんだ？」

　瀬見は不思議そうな顔をして聞いた。

「この前、栗くり野のさんがここにきた時、帰ってきたらカレーパーティだ、って言ってましたよね、だからわたし、探しにいってたんです。そして持ってきました、材料一式」

「本当か！」

　瀬せ見みの顔が輝かがやいた。

「ええ、今日のカレーは、特製のカレーです。子供たちにはちょっと辛いかもしれませんが、本物のカレーを作ってあげようと思って……」

　夏なつ実みと瀬見の会話を聞きつけた博ひろ之の助すけが叫んだ。

「なつみねーちゃん、それ、本当か？」

「本当だよ、それに、今度のカレーには本物のトリ肉が入ってるんだよ」

　博之助の目が真ん丸になる。

「チキンカレーだ！」

「そう、ちょっと辛いかもしれないけどね」

　博之助は、もう、何も聞いていなかった。

　そのままくるりと振り返ると、大声で叫びながら走り出した。

「おーい！　みんなぁ！　今日の晩ご飯は、なつみねーちゃんのチキンカレーだぞぉ！」

「あのバカ……」

　博之助を見送ってため息をついた夏実を見て、瀬見は笑いながらいった。

「本当に君は不思議な子だね、アニメに出てくる魔ま法ほう使いの女の子みたいだ」













　第二十一章「最後のカレー」







「タマネギを炒いためる時は焦がさないように注意してね」

「はい！」

　花はな美みは真剣な目で中ちゆう華か鍋なべを見つめていた。

　夏なつ実みは、キャンプの厨ちゆう房ぼうで、花美にカレーのレシピを一から教え込んでいた。

「どれくらい炒めればいいんでしょうか？」

「タマネギの大きさや水分で違うから、時間で決めない方がいいよ、タマネギの顔で判断した方がいい」

「顔……ですか」

　花美は、ノートを持ってちょっと戸惑ったような顔をした。

「そう、タマネギを炒めてると、どんどんタマネギの様子が変わっていくでしょ、最初は『俺おれはタマネギだ文句あるか』って顔してるけど、だんだんカドが取れて『タマネギです、すみません』って顔になるの。でも、そういった顔になっても、手を抜いたり、手加減しちゃダメ、まだ炒いためるの。そうするとね、タマネギが茶色いペーストみたいになっちゃうのよ、この状態をわたしは『俺おれも昔はタマネギだったよなあ……って遠い目をするようになる』って呼んでるんだけどね」

　花はな美みは夏なつ実みの言葉をノートに書き込んでからつぶやいた。

「タマネギを、遠い目をするまで炒める……知らない人が読んだら絶対にレシピだとは思わないだろうな……」

「さて、次は小麦粉を炒めてルウを作る方法だよ」

「ルウって小麦粉を炒めたもののことだったんですね」

「そうだよ、ダマにならないように気をつけて炒めると、すごく上品なトロミが出るんだ。よく言う欧風カレーってのは、このルウでトロミをつけてるカレーなんだよ。炒め終わった小麦粉を鍋なべに入れる時は気をつけて、ルウが高温になってると、はじけてヤケドしちゃうから」

　花美は真剣な目でうなずくと、再びメモに書き込んだ。

「カレーってさ、簡単な料理だと思ってる人多いけど、それはインスタントのルウが、全体の八割までやってくれているからなんだ。誰だれかが、一いつ生しよう懸けん命めいルウを作ってくれたから、カレーを簡単に作れるんだってことを忘れてる人が多いよね」

「それで、こうやってインスタントルウを使わないカレーの作り方を教えてくれているんですか」

　夏実はうなずいた。

「そう、この世界じゃ、もうインスタントルウなんて手に入らないかもしれない。でもこの作り方を知っていればカレーが作れるんだ。さて、次はいよいよスパイスの調合よ、出来合いのカレー粉が、どっかで見つかるかもしれないけど、そうじゃなくても、焼け残った家の台所に残ってるスパイスをこまめに集めれば、カレー粉を作ることぐらいできるんだ」

　夏実は、密閉ケースの中からスパイスを取り出して、解説を始めた。

「カレー粉の基本スパイスは、クミン、コリアンダー、ターメリックの三つ。これだけでも充分カレーとしての色と香りは出るのよ。でも、本当のカレーにしたいなら……」

　夏実はさらに何本ものビンを並べた。

「このスパイスたちには、全部漢方薬のような薬効があるって言われてるの。たとえばこのフェヌグリークなんかは気管支炎。アジョワンシードは炎症を鎮しずめて殺菌効果があるって言われてるわ。カルダモンやローズマリー、シナモンなんかにも全部そういった効果があるのよ」

「みんな……お薬だったんですね」

「そう、これは全部漢方薬の材料なの。漢方薬って、すぐに効くってものじゃないよね、でも、人間の身体からだの悪いところを少しずつ治していくものだと思うんだ。だからカレーを食べると元気になれるんだと思うよ」

　夏実は十種類以上のスパイスを混ぜ合わせてカレー粉を作り上げた。

　一種類だけではそれほど香りを感じさせない香辛料が、混ぜ合わされた時に発する香気の鮮せん烈れつさを、花はな美みは初めて知った。

「すごい香りですね！」

「そうでしょ、わたしも中学校の時に、こうやってカレー粉作ってるところを初めて見たの。そしてできたてのカレー粉の匂においを嗅かいで、一発でカレーに転んじゃったんだよ。それから、ずっとカレーばっかり作ってきたの。だからわたしは他ほかの料理はからっきしダメなんだ」

　肩をすくめる夏なつ実みに向かって、花美は微笑ほほえんだ。

「それって、他の料理には、カレーほど本気になれないってことなんですよ。料理がヘタってことじゃないと思いますよ、きっと」

「だと、いいんだけどね……さて、いよいよカレー粉の投入よ。熱を加えると香りが飛んじゃうから、二回に分けて入れるのがコツなの」

　ズンドウ鍋なべの中を覗のぞき込んだ花美がつぶやいた。

「この前のと比べると、ずいぶんサラサラなんですね」

「うん、サラサラのチキンカレーが好きな人もいるでしょ」

　そういって、夏実は鍋の中を見つめた。

　失敗したくなかった。

　絶対に失敗したくなかった。

　このカレーは、今までわたしが何百回と作ってきたカレーとは違うんだ。

　自分が作ることができる最高のカレーを作らなくちゃいけないんだ。

　精魂込めてものを作る、という言葉の本当の意味を、夏実は生まれて初めて知ったような気がした。

　煮上がりのタイミングを見て、夏実は鍋の中にカレー粉を入れた。

　数十種類のスパイスが混じることによって生み出された芳香が、キャンプ全体に広がっていく。

　その香りは、一週間前に夏実がここで作ったカレーとは一線を画すものだった。

　そして、その香りを嗅いだ人間は、みんな顔に微笑みを浮かべた。

　その微笑みが意味するものは、これから食べるカレーへの期待感だろう。

　夏実は知らなかった。

　このキャンプにいた人間は、過去一年半の間、そういった微笑みを一度も浮かべたことがなかったということを。

　カレーの入ったズンドウ鍋にフタをして、エプロンを外しながら夏実は花美に言った。

「これで完成よ。子供たちには、わたしが持ってきたスキムミルクを溶いてそれで薄うすめてあげて、そうすればそんなに辛くないから」

「どこにいくんですか？」

「ちょっと息抜きにね」

　夏なつ実みは、花はな美みに微笑ほほえみかけると、厨ちゆう房ぼうを出た。

　玄関から外に出ると、もう、すっかり太陽が傾いていた。

　あの太陽が夕日と呼ばれるまで、あと少しだろう。

　母の自転車に乗って、正門に向かうと、警けい戒かい班の子たちが声をかけてきた。

「あ！　夏実さん、すっごいいい匂においですねえ、ここまで匂ってきますよ」

「こいつ、さっきから腹が減ったって騒さわぎっぱなしなんです。なんとか言ってやって下さいよ」

「なによ！　そういうあんたなんてお腹なかがぐうぐういってうるさくて仕方ないじゃない、その腹の虫をなんとかしなさいよ！」

　夏実は笑った。

「もうできたから、いつでも食べられるよ。後は、みんなが帰ってくるのを待つだけ」

　歓声を上げた警戒班の連中に向かって夏実は言った。

「ちょっと開けてくれない？　様子を見にいってくるから」

「あ、すみません、今開けます！」

　正門を出た夏実は、しばらく走ってから、キャンプを振り向いた。そして、誰だれもついてきていないことを確認すると、全速力で自転車を走らせた。

　夏実が向かったのは、最初にこの世界に跳んだ、あの運動公園だった。

　階段の下に自転車を置いて、階段を駆け上がった夏実の前に、あの爺じいさんが立っていた。

「待っておったぞ」

「やっぱり、ここにこいってことだと思ってたんだ……」

　爺さんは笑った。

「カンの良さは、さすがじゃな、確かにそのとおりじゃ、この世界の因果律のベクトルは変わった。破滅への矢印を大きく変えたのはお前さんじゃ」

「わたしに、そういった矢印を変える能力があるとしたら、わたしはこの世界にいることはできない。時計の針がひと回りするように、わたしのせいで、せっかく良い方向を向くようになった矢印が、元に戻るから……そうなんでしょ？」

　爺さんは、複雑な顔をした。

「確かにそのとおりじゃ、お前さんの能力は、時空転位を繰くり返すことによって発揮され強力になっていくんじゃ。もし、このままこの世界にとどまれば、徐々にお前さんの影響力は低くなってゆく、もはや幸運の女神ではいられなくなるじゃろうな。どうする？　お前さんには選択する自由がある。このままここで暮らすか、元の世界に戻るのか……」

　その時、夏実は瀬せ見みに言われた言葉を思い出した。

『本当に君は不思議な子だね、アニメに出てくる魔ま法ほう使いの女の子みたいだ』

　そうだね、わたしは魔ま法ほう使いの女の子なんだ。

　でも……わたしの正体はバレちゃった。

　わたしの正体を、立たつ也やも由よし方かたくんも知ってる。きっと瀬せ見みさんも知っているに違いない。

　そして、あのキャンプにいる人全員が知ることになるだろう……そう、鈴すず世よだって知るんだ、わたしが本当は、この地獄も何も体験してない、無責任な人間だということを……。

　正体がバレた魔法使いの女の子は、もう、幸運の女神なんかじゃない。

　わたしの夏休みは始まったばっかりかもしれない……でも、サマーキャンプは今日で終わったんだね。

　夏なつ実みは、しばらく無言で沈んでいく夏の夕日を見ていた。

　夕日がにじんできた。

　夏実は、涙をぐいっとぬぐうと、きっぱりと言った。

「ここは……わたしの世界じゃない。わたしは向こうの人間なんだ」

「そうか、では、その転移装置はあと一回で回収させてもらうぞ」

　夏実は、手に持ったモバイルを見た。

「あと一回……」

　せめてもう一度立也に会いたかった。

　でも、立也に会ったら、戻れなくなるような気がした。

　夏実はそれが怖かった。

　爺じいさんが、すまなそうに微笑ほほえんで言った。

「お前さんの因果律の歪ゆがみは、こっちの世界で決められた方向性のまま、元の世界でも固定されることになる、お前さんは名実ともに幸運の女神様になった。わしらが、お前さんがやってのけたことに対してできることはこれくらいしかないのじゃ……許してくれ」

　夏実は、運動公園から見渡せる廃はい墟きよの街を見つめた。

　夕日に染まったその街を見つめる夏実の目に涙があふれた。

　泣くつもりはなかった。笑って、そして、いさぎよく帰るつもりだった。

　やだ……わたし……泣いてばっかり。

　なんでこんなに泣き虫になっちゃったんだろう。

　目に映るすべての光景がにじんでゆく中で、夏実はモバイルの画面を押した。




　一いつ瞬しゆん……耳の中にツンという感触を感じて夏実が目を開けた時、夏実は運動公園に立っていた。

　長い影を落とす遊具の中を走り回る子供たちの声が聞こえる。

　夏実は、その子供たちの中に、立也の顔を捜している自分に気がついた。

　そして、手のひらを見た時、夏実の息が止まった。

　モバイルがあったはずの手のひら。

　何も載っていないその手のひらを見た時。

　一気に涙があふれた。

　そして、その涙は止まらなかった。

　団地の建物の向こうに、沈んでゆく夏の夕日があった。

　泣きながら夏なつ実みは歩いた。

　夕暮れの住宅街には、灯ひがともり始めている。

　遠く電車の走る音を聞きながら夏実は歩いた。

　真夏の夕暮れ時、昼間の熱気を残したままのアスファルトの道を、夏実は身体からだの震ふるえを必死に抑えて歩いた。

　少しでも気をゆるめたら、自分の身体が、バラバラになってしまうような気がした。

　家の前で、夏実は、両手でごしごしと顔をこすり、涙のあとを消してから玄関のドアを開けると、思い切り普通の口調で言った。

「ただいま～」

「おかえり！　もうすぐご飯ですよ」

　母の声を背中で聞いて、階段を昇る。

　自分の部屋に入ってベッドに坐った時、夏実は、何かが終わったことに気がついていた。

　夏休みの最初の一週間。

　その一週間が終わった時、自分の中で何か大きな扉とびらが閉められたような気持ちがした。

　そして……その時、夏実は心の底から理解した。

　この扉は。

　もう、二度と開くことはないんだ……。

　夏実はベッドに突っ伏した。

　そして泣いた。

　声をあげて泣いた。

　生まれて初めて、心の底から泣いた。













　第二十二章「帰還」







　立たつ也やたちが帰ってきたのは、夏なつ実みがキャンプを出てから、一時間ほどたった頃ころだった。

　夏の夕日の中を、栗くり野のたちのオフロードバイクはゆっくりと近づいてきた。

　バイクの排気音を聞きつけて、不安な顔をするキャンプのメンバーに向かって、警けい戒かい班から声が飛んだ。

「帰ってきたぞ！　あれは栗野さんたちだ！」

　キャンプのメンバーたちは正門の方に走り出した。

　バイクの後部座席に乗った結ゆう城きと由よし方かたが手を振るのを見つけた博ひろ之の助すけが叫んだ。

「あ！　ゆうきにいちゃんだ！」

「無事だったんですね……よかった……」

　花はな美みがつぶやくと、瀬せ見みがうなずいた。

「ああ、無線で無事だとは聞いていたが、やはりこの目で見ないことには不安だったな」

　そして、瀬見は何かに気がついたかのようにあたりを見回した。

「あれ？　夏実くんはどこにいったんだ？」

「そう言えば……さっきちょっと出ていくって言って……」

「そうか、まあいい、きっとカレーパーティまでには帰ってくるだろう」

　瀬見が、そう言った時、栗野が乗ったバイクが正門から入ってきた。

　メンバーたちが駆け寄る。

　栗野は、バイクを玄関前のポーチに止めると、エンジンを切って飛び降りた。

　そして、黒いヘルメットを小こ脇わきに抱えて瀬見の前までやってきた。

「いってきたぜ」

「ご苦労様、やつらのガソリンを目一杯ムダ使いさせて、俺おれたちが防備を固めるための時間を作ってくれたわけだな」

「ああ、本当の闘たたかいはこれからだな、俺たちが生き残るのか、あいつらが生き残るのかで、この世界の行く末が決まる。俺たちは負けられない……」

「そうだな、本当の闘いは、まだ始まったわけじゃない、もっともっと仲間を集めよう。同じ未来に向かって手を伸ばそうとしている仲間たちを……」

　栗野はあたりの匂においをくんくんと嗅かいでニヤリと笑った。

「約束のカレーだな、大丈夫さ、この匂いを嗅いで仲間になったヤツだっているんだ」

「ああ、たっぷり作ってあるから遠えん慮りよなく食ってくれ！」

　栗くり野のが笑った時、足を引きずるようにして立たつ也やがやってきた。

「大丈夫か！　どうしたんだその足は！」

　驚おどろく瀬せ見みに向かって立也は微笑ほほえんだ。

「ちょっと……脱だつ臼きゆうしちゃいまして。でも応急手当は終わってますから安心してください。それよりも、夏なつ実みくんは？」

「安心しろ、今日の朝、データの詰まったリュックを持ってきてくれて、そして君たちを迎えるためにカレーを作ってくれたよ、いい匂においがするだろう？」

「そうですか」

　立也は安あん堵どしたように微笑んだ。

　瀬見は、立也の肩を叩たたいた。

「さあ、これでとりあえずやることは終わった。今日はやつらの襲しゆう撃げきはないだろう。まずシャワーを浴びてくれ、それからみんなでカレーパーティだ！」

　周りにいた子供たちが歓声を上げた。




　シャワーを浴びて着替えを終わった立也は、厨ちゆう房ぼうに顔を出した。

　中学生や小学校高学年の子供たちを使って、カレーパーティの準備に大忙しだった花はな美みが立也に気がついた。

「あれ、結ゆう城きさん、どうしたんですか？」

　結城はちょっと照れたような顔をしていった。

「あ、いや……夏実くんはどこにいるのかな……と思って」

　花美が、眉まゆをひそめた。

「そうなんですよ、私も捜しているんですけど……カレー作った後、ちょっと出てくるっていって出ていったきり、帰ってきてないみたいなんです。もうじき暗くなるのに……」

　立也の表情が変わった。

「まさか……」

「どうかしたんですか？」

「いや、なんでもない、ちょっと捜してくるよ」

　いぶかしげな顔をする花美を残して、立也は厨房を後にした。

　立也は捜した。

　痛む右足をひきずりながら、キャンプ中を捜し回った。

　でも……どこにも夏実の姿はなかった。

　玄関先で途方にくれてたたずんでいた立也に、由よし方かたが声をかけた。

「あ、結城先せん輩ぱい、カレーパーティが始まるっすよ」

「ああ、わかった、今いく」

　立たつ也やは、肩を落として大きなため息をついた。

　きっと、帰ってしまったんだな……。

　ひとこと何か書いた手紙くらい残してくれてもいいじゃないか。

　格好つけて、向こうの世界の僕ぼくと仲良くしてくれ、なんていったのは僕自身なんだけど……。

　立也は、自虐的な微笑ほほえみを浮かべて、公民館の中に入った。

　エントランスホールのソファーが片づけられた大きなスペースの中央には会議室のテーブルが並べられ、その上に置かれた業務用の炊飯ジャーと、大きなズンドウ鍋なべからカレーが盛りつけられている最中だった。

　エントランスホールに充満するカレーの香りは、立也の食欲をダイレクトに刺激した。

　立也の姿を見た由よし方かたが、カレーの皿を持って小走りに近づいてきた。

　由方は、いたずらっぽい微笑を浮かべてカレー皿を差し出した。

「このカレー、誰だれのためだと思います？」

「誰って？」

　立也は、わけがわからない……という顔をして、カレー皿に視線を落とした。

　そこにあったのは、白いご飯粒の形がわかるぐらいの濃こさのサラサラのカレールウと、トリ肉の載ったチキンカレーだった。

　そして……皿の横に載っている花ラッキョウ……。

　立也は、カレー皿を受け取って、そのまま座り込んだ。

　サラサラのカレールウの中に半透明の細かなタマネギが光っているのが見える。

　骨つきチキンの関節部分の軟骨がゼラチン質になるまで煮込まれているのがわかる。

　そして、皿全体から立ち昇る豊ほう潤じゆんなカレーの香気は、このカレーが市販のカレールウや、カレー粉を使って作ったものではないことの証明だった。

　立也は、スプーンを取ると、カレーとご飯をさっと混ぜて口に運んだ。

　口に入れると同時に鮮せん烈れつな香気が喉のどから鼻に向けて走り抜けた……そして、それと同時に舌の上には、炒いためたタマネギの甘みと、じっくり煮出された骨つきのトリ肉のコクとうまみが載る。一、二回嚙かむと、口の中には、そのうまみと香気とを混然一体化させた辛さが広がっていった。

　それは、立也にとって理想のカレーだった。

　こんなチキンカレーが食べたい……と想像したそのカレーが具象化して、そこにあった。

　立也は夢中でカレーを食べた。

　そして泣いた。

　これが、手紙なんだ。

　このカレーこそが、夏なつ実みが残してくれた手紙なんだ。

　立也は、その味と香りを舌と心に刻み込みながらカレーを食べた。

　忘れるもんか……絶対に忘れるもんか……。

　涙とともに立たつ也やは食べつづけた。

　にぎやかな子供たちの笑い声と、談笑の輪が広がるエントランスホールの片隅に座り込んで、泣きながらカレーを食う立也に、誰だれも気がつかなかった。
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　第二十三章「そして秋」







　夏休みが終わり、二学期が始まってしばらくたったその日、夏なつ実みはいつもよりちょっと早く家を出た。

　今日、夏実は約束を果たすつもりだった。

　向こうの世界の立たつ也やとの約束を。

　東ひがし飛白かすり駅の階段の下で腕時計を見て、夏実は微笑ほほえんだ。

　良かった、間に合った。向こうの世界から帰ってきてから、本当に運が良くなったみたい。

　夏実は、駅に向かって歩いてくる人の波の中に南なん陵りよう学園高校の制服を捜した。

　忘れるわけがない！

　間違えるわけがない！

　自分にそう言い聞かせて、夏実は真剣に立也の顔を捜した。

　そして、駅を利用する人たちの大波がひとつ過ぎた時、夏実は、立也を見つけた。

　立也は例のパソコンバッグを肩にさげ、無感動な顔をして一人で歩いていた。

　夏実が走り寄る。

「こんにちは！　ケガは大丈夫？」

　思いっ切りの笑顔を作って声をかける。

「え？」

　立也は、ちょっと驚おどろいて戸惑った顔をした。

　夏実は、目を閉じた。

　この立也は、あの立也じゃないんだ……。

　夏実は、その想おもいを振り切るように目を開けて微笑んだ。

「今でもブルーベリー食べられないでしょ、わたしのせいだね……ごめん！」

　それがキーワードだった。

　記き憶おくの扉とびらが開かれてゆく。

　立也の表情がみるみるうちに変わってゆく。

「お礼を言いたかったんだ、わたしの命の恩人にね」

　立也は、わけがわからない、といった顔をした。

　夏実は女神のように微笑んだ。

「大丈夫だよ、あなたはわたしのことをよく知らなくても、わたしはあなたのことをよーく知っているんだ」

　立たつ也やは赤くなった。

　その顔を見て、夏なつ実みはこっちの世界の立也のことも、好きになれそうな気がした。




　そう……。

　わたしは知っているよ。

　あなたが本当は、どんなに誠実で、

　どんなに強い人間なのか……。

　そして……。

　あなたに、どんなことができるのか。

　わたしは知っているんだ。

　だからなんにも心配いらないんだよ。




　だって……。

　わたしは幸運の女神なんだから。





ＥＮＤ
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　あとがき




　お久しぶりです、鷹たか見み一かず幸ゆきです。『時空のクロス・ロード２　サマーキャンプは突然に』いかがでしたでしょうか？

　と言っても、前作『時空のクロス・ロード　ピクニックは終末に』をお読みになっていない方には「はじめまして」とご挨拶しなくてはいけませんね。

　初めての方に一応ご説明しておきますと、前作と、この本は同じ世界を舞台にしていますが、まったく別のお話になっています。ですから前作をお読みになっていなくとも、充分楽しめると思います、前作をご存知ない方も、安心してお読み下さい。

　そして、もし、この世界にご興味が湧わきましたなら、ぜひとも前作もお読みいただきたいと思います（さりげなく営業スマイル）。

　今回のお話は、前作の原案者である榎えのき野の英ひで彦ひこ氏が作り上げた作品世界の基本設定をもらって私が一人で書き上げた、いわば初めての独り立ち作品です。

　……と、言いたいところですが、やはり今回も作品世界の創造主である榎野英彦氏に有形無形の支援をいただいております。作品の根幹となる世界すべてを依存していた前作が三分七分だとしたら、やっと今回で四分六分になったと言うべきかもしれません。

　前作の感想の中で最も多かったのが「作品のリアリズムについて」でした。

　私はライターという仕事をしておりますので、何かを書くときに必ず裏付けを取ってから書くというクセがあります。

　自分一人だけの小さな知識を使って文章を書くこと。つまりモノを知らずにモノを書くことは、とても恐ろしいことだと思うからです。

　今回のお話にちょろっと出てくる「柔道整せい復ふく師」という言葉は、俗に「接骨」や「ほねつぎ」と呼ばれている医療行為の正式な国家資格の名称で、骨折や脱だつ臼きゆうの治療の際に外科的な手術行為を伴わない「非観血治療」と呼ばれる治療法を施すものです。

　主人公が、この職業を志しているという設定の取材のために、私は何回接骨院に通ったことでしょうか（ホントは腰痛の治療だったりして…）

　冗談はさておいて今回の小説の舞台となった武蔵むさし野の線沿線や、関東鉄道についても、私は実際に何度も取材して歩きました。武蔵野線にお乗りになったことのある方で、もし電車の先頭でビデオカメラを持って沿線風景を撮影している不審者を見かけたことがありましたなら、おそらくそれが私です。

　作品世界の舞台に実在の地名を使用することは、読者の想像力の及ぶ部分に対し制約を与え、世界を狭くしてしまう可能性があるということは重々承知のうえで、私はあえて今回その危険を冒してみました。

　私の考える「ＳＦ」もしくは「ファンタジー」というのは

『本当じゃない話だけど、もしかしたら本当かもしれないと思わせるお話』

　だからです。

　……と、言うのは言い訳で、単に私には本物の地名と、本物の光景などに寄りかからずに自力で立つだけの世界を創つくり上げる能力が無いだけのことなのかもしれません。




　ともあれ、私が書いたお話は、こうやって再び世に出ました。悪評も賞賛もすべて私の上に降りかかってくることでしょう。そのすべてを自分のものとして受け取れることを素直に喜びたいと思います。




　最後に今回の執筆にあたって、支援をいただきました阿あ部べ氏夫妻、「ろぎ」様、創作サイト「よみかく」の主しゆ宰さい者である「純」様、別室の主宰者である「新あら木き伸しん」先生。そして何よりも、前作をお買い上げいただいた、すべての読者の方々に心からのお礼を申し上げたいと思います。
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鷹たか見み一かず幸ゆき

１９６９年生まれ。埼玉県棲息中。この『サマーキャンプは突然に』が、作家・鷹見一幸としての、初めてのオリジナル作品。果たしていかなる評価を受けるのかと悩んでいるが、「本」になってから悩んだって遅いって。現在「続編」を執筆中らしい。
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あんみつ草そう

大阪在住の漫画描いたりイラスト描いたりして食べてる人。最近、３Ｄモデリングなんかもやってみたいと思ってはいるが、なかなか敷居は高そうだ。
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